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このマニュアルでは、webMethods Monitor を設定および使⽤してビジネスプロセス、サービ
ス、ドキュメントを監視する方法、実稼動環境のプロセスモデルを処理する方法、ISCoreAudit
Log および Process Audit Log データベースコンポーネントから監査データをアーカイブする方
法について説明しています。このマニュアルで説明している webMethods Monitor 機能には、
My webMethods ユーザインタフェースを使⽤してアクセスします。

webMethods Broker の廃止
webMethods Brokerは、webMethods 10.2での使⽤が廃止されました。webMethods 10.2で開
発を開始する場合は、webMethods Broker ではなく、webMethods Universal Messaging を使⽤
してください。webMethods 10.2へアップグレードする場合は、Universal Messagingへの移⾏
をご検討ください。webMethods Broker を継続して使⽤する場合、フルサポートが⾏われるの
は、発表されたサポート終了日までに限ります。詳細については、https://
empower.softwareag.com/brokerendoflife/ を参照してください。

表記規則

説明規則

画面上の要素を表します。太字

folder.subfolder.service形式のサービス名や場所、API、Javaクラス、メソッ
ド、プロパティを表します。

縮小フォント

次の情報を表します。斜体

独自の状況または環境に固有の値を指定する必要がある変数。
本文で最初に出現する新しい⽤語。
他のドキュメントソースへの参照。

次の情報を表します。モノスペースフォン
ト 入力する必要があるテキストまたはシステムで表⽰されるメッセージ。

プログラムコード。

選択肢のセットを表します。ここから 1 つ選択する必要があります。中カッ
コの内側にある情報のみを入力します。{ } 記号は入力しません。

{ }

構文⾏で相互排他的な 2 つの選択肢を区切ります。いずれかの選択肢を入力
します。| 記号は入力しません。

|

1 つ以上のオプションを表します。大カッコの内側にある情報のみを入力し
ます。[ ] 記号は入力しません。

[ ]

同じ種類の情報を複数回入力できることを⽰します。情報だけを入力してく
ださい。実際のコードに繰り返し記号 (...) を入力しないでください。

...
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オンライン情報とサポート

Software AG マニュアルの Web サイト

マニュアルは、Software AG マニュアルの Web サイト (https://documentation.softwareag.com)
で入手できます。

Software AG の Empower 製品サポート Web サイト

Empower のアカウントをまだお持ちでない場合は、氏名、会社名、および会社の電子メールア
ドレスを empower@softwareag.com まで送信し、アカウントをリクエストしてください。

アカウントを取得したら、Empower (https://empower.softwareag.com/) の [eService] セクショ
ンからオンラインでサポートインシデントを開くことができます。

製品情報は、Software AG の Empower 製品サポート Web サイト (https://
empower.softwareag.com) で入手できます。

機能および拡張機能に関するリクエストの送信、製品の可⽤性に関する情報の取得、製品のダウ
ンロードを実⾏するには、Products に移動します。

修正に関する情報を取得し、早期警告、技術論文、KnowledgeBaseの記事を読むには、Knowledge
Center に移動します。

ご不明な点がありましたら、https://empower.softwareag.com/public_directory.aspx の [Global
Support Contact Directory] でお住まいの国のローカルまたはフリーダイヤル番号を検索し、お
電話でお問い合わせください。

Software AG Tech Community

マニュアルおよびその他の技術情報は、Software AG Tech Community Web サイト (https://
techcommunity.softwareag.com) で入手できます。以下の操作を実⾏できます。

TechCommunityクレデンシャルを持っている場合は、製品マニュアルにアクセスできます。
TECHcommunity クレデンシャルがない場合は、登録し、関心事の領域として [マニュアル]
を指定する必要があります。

記事、コードサンプル、デモ、チュートリアルにアクセスする

Software AG の専門家によって承認されたオンライン掲⽰板フォーラムを使⽤して、質問し
たり、ベストプラクティスを話し合ったり、他の顧客が Software AGのテクノロジをどのよ
うに使⽤しているかを学んだりすることが可能です。

オープンスタンダードや Web テクノロジを取り扱う外部 Web サイトにリンクできます。

データ保護
Software AG 製品は、EU ⼀般データ保護規則 (GDPR) に従って個人データの処理に関する機能
を提供します。該当する場合、それぞれの管理マニュアルに適切な手順が記載されています。
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webMethods Monitor について
webMethods Monitor は、次の 2 つの主要コンポーネントで構成されています。

webMethods Integration Server にインストールされた WmMonitor パッケージ

My webMethods Server にインストールされた Monitor ユーザインタフェース

webMethodsMonitorの操作を有効にするには、これらの両方のコンポーネントをインストール
する必要があります。Monitor を操作するには、My webMethods Server にログインして、そこ
で使⽤できるMonitor ユーザインタフェースで作業を⾏います。詳細については、15ページの
「Monitor ユーザインタフェースについて」を参照してください。

webMethodsMonitorでは、webMethods環境にあるビジネスプロセス、サービス、ドキュメン
トに関して、webMethods Integration Server と webMethods Optimize for Process によってロ
グに記録されたさまざまな情報を確認することができます。

webMethods Monitor には、次のプロセスタイプがあります。

webMethods実行プロセス。Process Engine によって管理されているビジネスプロセスであ
り、Integration Server 上で実⾏されます。

外部実行プロセス。外部アプリケーションによって実⾏されるプロセスです。したがって、
Process Engine によって管理されず Integration Server 上で実⾏されることはありません。

統合プロセス。Integration Serverで実⾏されるサービスで、シーケンス内で相互に呼び出し
ます。

ログ情報の表⽰に加えて、Monitor では次の操作を実⾏できます。

ドキュメントを再サブミットする、また、再サブミットの前に編集する。

サービスとプロセスを再サブミットする (これらのサービスとプロセスに関して、パイプラ
インデータをログに記録する場合)。

統合プロセスの監査データを作成およびログ記録する

ログデータをアーカイブする。アーカイブしないでデータを削除できます。また、アーカイ
ブしたデータも削除できます。

アーキテクチャとワークフロー
以下の図に、webMethods Monitor のワークフローとアーキテクチャを⽰します。

webMethods Broker (廃止)と Software AG Universal Messagingは、Logging Utilityパッケー
ジを使⽤してドキュメントを Integration Server に渡します。

Integration Server は、サービスデータおよびドキュメントを IS Core Audit Log データベー
スに記録します。

Process Engine は、webMethods 実⾏プロセスのデータを Process Audit Log データベース
に記録します。
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Optimize Analytic Engineは、外部実⾏プロセスのデータをProcess Tracker データベースに
記録します。

Monitor は、3 つのすべてのデータベースからログに記録されたデータとドキュメントを抽
出します。

監視できるデータ
webMethods製品では、webMethodsMonitorによる監視のために、以下のタイプのデータがロ
グに記録されます。

フローサービスおよびコード化された (たとえば、Java) サービスの監査データ

Integration Server および webMethods Broker (廃止) ドキュメントの監査データ

webMethods 実⾏プロセスインスタンスの監査データ

外部実⾏プロセスの監査データ

Integration Server ログの詳細については、『webMethods Audit Logging Guide』を参照してく
ださい。

Optimize Analytic Engine は、外部実⾏ビジネスプロセスに関して、ビジネスとプロセスの監査
データをログに記録します。詳細については、『Administering webMethods Optimize』を参照
してください。

フローサービスおよびコード化されたサービスの監視
Monitor では、Integration Server によってログに記録された以下のデータを表⽰できます。
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サービス開始日時

サービス状態および経過時間

サービスが正常に完了したか、または失敗したか

サービスを呼び出したクライアント

サービスからのパイプラインデータ

クライアントが接続した Integration Server ポート

ドキュメントの監視
Monitor では、以下のドキュメントタイプについて Integration Server によってログに記録され
たデータを表⽰できます。

Integration Serverのインダウトドキュメント、失敗したドキュメント、トリガー再試⾏の回
数を過ぎたドキュメント (『Publish-Subscribe Developer’s Guide』を参照)。

webMethods Broker (廃止)クライアントがパブリッシュまたはサブスクライブするドキュメ
ント。

webMethods 実行プロセスインスタンスの監視
Monitor では、webMethods 実⾏プロセスインスタンスの以下のタスクを実⾏できます。

プロセスインスタンスを識別する。

実⾏時にプロセスインスタンスがたどるパスを参照する。

プロセスインスタンスの完了見積時間を表⽰する。

プロセスインスタンスとプロセスステップの開始時および終了時を追跡する。

プロセスインスタンスおよびステップの状態の変化を追跡する。

プロセスインスタンスおよびステップが正常に完了したか失敗したかを追跡する。

ビジネスプロセスインスタンスで定義されたステージとマイルストーンを追跡する。

ステップでログに記録されたフィールドおよびカスタムデータの値を表⽰する。

プロセスインスタンスのエラーメッセージを表⽰する。

プロセスインスタンスに対して実⾏されたコントロールアクション(再サブミットなど)を表
⽰する。

外部実行プロセスの監視
Monitorでは、webMethods実⾏プロセスに対して実⾏できるのと同じタスクを外部実⾏プロセ
スに対して実⾏できます。ただし、コントロールアクション (再サブミットなど) は実⾏できま
せん。
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統合プロセスの監視
Monitorでは、統合プロセスについてログに記録されたデータを使⽤して、以下のタスクを実⾏
できます。

プロセスインスタンスを識別する。

プロセスインスタンスおよびそのステップの状態を追跡する。

ステップでログに記録されたフィールドおよびカスタムデータの値を表⽰する。

プロセスインスタンスのエラーメッセージを表⽰する。

プロセスインスタンスを Optimize for Process で分析する場合は、Monitor を使⽤して、プ
ロセスが完了するまでの平均時間やステップが実⾏された回数など、ビジネスプロセスに関
連するメトリクスを表⽰できます。

動的に呼び出されるプロセスの監視
Monitorでは、呼び出しアクティビティステップを実装することで、動的に呼び出されるプロセ
スの監視をサポートします。

動的に呼び出されるプロセスおよび呼び出しアクティビティステップの詳細については、
『webMethods BPM Process Development Help』を参照してください。

Monitor ユーザインタフェースについて
Monitor 機能にアクセスするには、My webMethods のMonitor ユーザインタフェースを使⽤し
ます。My webMethods アカウントに割り当てられたユーザ特権によって、Monitor でアクセス
できる内容が決まります。使⽤できない項目またはページがこのマニュアルの操作手順に含まれ
ている場合は、必要な特権の取得方法についてシステム管理者に問い合わせてください。My
webMethodsの詳細については、PDFパブリケーション『Working withMywebMethods』を参
照してください。

Note:
既存の My webMethods ユーザアカウントを使⽤して、Integration Server の環境で Monitor
でアクションを実⾏できるようにするには、セントラルユーザ管理機能を実装する必要があ
ります。詳細については、20 ページの「セントラルユーザ管理の設定」を参照してくださ
い。

Monitor の管理タスク
My webMethods で [ナビゲーション] > [アプリケーション] > [管理] を選択して、管理タスクに
アクセスします。特に記述がない限り、このマニュアルではタスクの手順を⽰します。

次の表に、これらのタスクと、各タスクへの管理ナビゲーションパスを⽰します。
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[管理] ナビゲーションパスタスク

[システム全体] > [ユーザ管理]ユーザ、グループ、役割を定義し、Monitor 機能に対するア
クセスを設定する。

[ビジネス] > [ビジネスプロセス]プロセスモデルの実⾏を有効にし、プロセスインスタンスを
実⾏するときに使⽤される設定を定義する。

[ビジネス] > [データ管理] > [監視
データのアーカイブ]

保存されているデータを削除するか、またはアーカイブして
削除する。

[My webMethods] > [システムの
設定内容]

WmMonitorパッケージをホストする Integration Serverを、
My webMethods の Monitor ユーザインタフェースをホスト
する My webMethods Server に対して指定する。

監視タスク
My webMethods で [ナビゲーション] > [アプリケーション] > [監視] を選択して、監視タスクに
アクセスします。

次の表に、これらのタスクと、各タスクへの監視ナビゲーションパスを⽰します。

[監視] ナビゲーションパスタスク

[ビジネス]>[プロセスインスタ
ンス]

プロセスインスタンスおよびステップに関する詳細を表⽰
する。

プロセスインスタンスを⼀時停止、再開および停止する

[統合] > [サービス]サービス監査データを表⽰する。

サービスを再サブミットする

[統合] > [ドキュメント]ログに記録されたドキュメントを表⽰する。

ドキュメントを再サブミットする。

データのアーカイブ
ログのパフォーマンスを最高の状態に維持するために、Software AGでは、IS Core Audit Logお
よびProcessAuditLogデータベースから定期的にデータを削除することをお勧めします。Monitor
では、次の操作を実⾏できます。

アーカイブしないで、データベースからデータを直接削除する。

中央のデータベースから取得したデータを、個別のアーカイブデータベースにアーカイブす
る。次にアーカイブデータベースからデータを必要に応じて削除できます。

データをアーカイブするには、アーカイブの手順を設定する必要があります。詳細については、
31 ページの「アーカイブ設定の指定」を参照してください。
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Monitor 設定の概要
この章では、Monitorで必須の設定タスクについて説明します。ほとんどの設定タスクをこの章
で取り上げていますが、以下の表に記載されているような追加の設定タスクについては、他の章
および他のガイドで説明しています。

参照先タスク

Installing Software AG Products監視対象データを格納するデータベースを作成する。

webMethods Audit Logging Guideサービスとドキュメントのログを設定する。

webMethods Service Development Helpサービスのカスタムフィールドのログを設定する。

97ページの「プロセスモデルデータのロ
グについて」

webMethods 実⾏プロセス:

97ページの「プロセスモデルデータのロ
グについて」

プロセスインスタンス監査ログを設定する。

webMethods BPM Process Development
Help

ランタイム値としてログに記録するプロセスス
テップの入力および出力ドキュメントフィールド
を指定する。

Working with My webMethods実⾏時にプロセスがたどるパスを表⽰できるよう
に、プロセスの移⾏をログに記録する場合、モデ
ル画像形式を設定する。

116ページの「統合プロセスのログへの記
録」.

統合プロセスの監査ログを設定する。

Administering webMethods OptimizeOptimize for Process を使⽤して、webMethods 実⾏
プロセスと外部実⾏プロセスを設定する。

監視する Integration Server の指定
監視対象の Integration Server インスタンスを定義するには、以下の手順に従います。少なくと
も1つの Integration Server を指定する必要があります。複数のサーバを指定する場合、そのう
ち 1 つのサーバをデフォルトとして指定します。デフォルトサーバまたはサーバペアは削除で
きません。

監視する Integration Server を指定するには

1. My webMethods で、[ナビゲーション] > [アプリケーション] > [管理] > [My webMethods] >
[システムの設定内容] > [サーバ] に進みます。

2. [サーバの追加] をクリックして、新しい Integration Server を追加します (または、Monitor
を Optimize for Process と共に使⽤している場合は Integration Server と Analytic Engine ホ
ストのペアを追加します)。
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3. 新しいサーバの名前を [名前] 列に入力し、以下のいずれかを⾏います。

BPM のみのホストの Integration Server を追加するには、ホスト名またはネットワーク
アドレスおよびポート番号を、[INTEGRATIONSERVER(MONITOR)ホスト]列および[ポー
ト] 列に入力します。サーバで SSL接続が使⽤される場合は、[SSL の使用] 列のチェック
ボックスをオンにします。

Integration Server と Analytic Engine ホストのペアを追加するには、[INTEGRATION
SERVER (MONITOR) ホスト] 列と [ポート] 列、[ANALYTIC ENGINE ホスト] 列と [ポート]
列の両方にホスト名またはネットワークアドレス、および適切なポート番号を入力しま
す。いずれかのサーバで SSL 接続が使⽤される場合は、適切な [SSL の使用] 列のチェッ
クボックスをオンにします。

Note:
インストール環境によっては、[システムの設定内容] > [サーバ] ページに Analytic Engine
フィールドがない場合があります。

4. [保存] をクリックします。

5. 上記の手順を繰り返して、監視対象のすべての Integration Server を指定します。

6. デフォルトサーバまたはサーバペアは、[デフォルト] 列に表⽰されます。新しいデフォルト
を選択するには、新しいデフォルトサーバを選択してから [保存] をクリックします。

選択したサーバが新しいMy webMethods ユーザのデフォルトです。ユーザがMonitor ペー
ジでサーバまたはサーバペアを選択した後、そのサーバまたはサーバペアがそのユーザのデ
フォルトになります。

Important:
最初のサブミット時にノードがダウンしていた場合、Monitorは、デフォルトのIntegration
Serverリモートサーバエイリアス「local」を使⽤して、プロセスインスタンスまたはサー
ビスを再サブミットします。デフォルトの Integration Server リモートサーバエイリアス
は必須であり、このエイリアスは変更しないでください。

Tip:
[サーバ状態の確認] をクリックして、指定した Integration Server または Analytic Engine
がアクセス可能であることを確認します。

Monitor ユーザインタフェースをホストする My webMethods
Server の指定
WmMonitor パッケージをホストする Integration Server は、ユーザインタフェースとパッケー
ジの通信を可能にするために、Monitor ユーザインタフェースをホストする My webMethods
Server の情報を保持している必要があります。

Monitor ユーザインタフェースをホストする My webMethods Server を指定するには
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1. ホスト Integration Server の Integration Server Administrator で、[パッケージ] > [管理] を選
択します。

2. [WmMonitor] ⾏で、[ホーム] アイコンをクリックします。

3. [設定] の最初の 5 つのフィールドに情報を入力します。

Note:
MywebMethods Serverのデフォルトのポート番号は8585です。MywebMethods Server
のインストール中にデフォルト以外のポートが指定された場合のみ、[MWSポート]フィー
ルドに別のポート番号を入力します。値を指定しない場合、[MWS ポート] の値は 8585
に設定されます。

4. 必要に応じて残りの設定フィールドを変更します。

5. [サブミット] をクリックします。

データベース接続再試行の設定
データを読み取るデータベース (Process Audit Log データベースなど) への接続を Monitor で試
⾏する回数を設定できます。指定した試⾏回数以内に Monitor が接続できない場合、エラーが
ホスト Integration Server のエラーログに記録されます。

Monitor の接続試行回数を設定するには

1. ホスト Integration Server の Integration Server Administrator で、[パッケージ] > [管理] を選
択します。

2. [WmMonitor] パッケージの [ホーム] アイコンをクリックします。

3. [データベースの再試行] フィールドで、試⾏回数を指定します。

4. [サブミット] をクリックします。

セントラルユーザ管理の設定
My webMethods ユーザがMy webMethods のユーザ名とパスワードを使⽤してMonitor タスク
を実⾏できるようにするには、セントラルユーザ管理を有効にして設定します。セントラルユー
ザ管理を使⽤すると、MywebMethodsユーザがMonitor要求を発⾏した場合、MywebMethods
Server は Integration Server でWmMonitor パッケージのサービスを呼び出して、その要求を処
理します。

サービスは、要求元ユーザのユーザ名およびパスワードを使⽤して呼び出され、Integration
Server によってユーザが認証されます。ユーザ名とパスワードが Integration Server ユーザと⼀
致しない場合、IntegrationServerでは、ユーザの認証にセントラルユーザ管理が使⽤されます。
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セントラルユーザ管理の有効化および設定の詳細については、PDF パブリケーション
『webMethods Integration Server Administrator’s Guide』を参照してください。環境によって
は、セントラルユーザ管理が既に設定されていることがあります。設定されていない場合は、
『webMethods Integration Server Administrator’s Guide』の手順に従って有効化および設定し
てください。セントラルユーザ管理が有効になったら、以下のタスクを実⾏する必要がありま
す。

21 ページの「Integration Server でのセントラルユーザ管理の設定の確認 」.

22 ページの「My webMethods ユーザの Monitor ACL への追加」.

22 ページの「セントラルユーザ管理の使⽤時にMonitor で ACL を設定する方法のカスタマ
イズ」.

Note:
セントラルユーザ管理を使⽤しない場合は、MywebMethodsで定義された各Monitorユーザ
に対応するユーザアカウントが Integration Serverで定義されていることを確認する必要があ
ります。

Integration Server でのセントラルユーザ管理の設定の確認

Integration Server でのセントラルユーザ管理の設定を確認するには

1. WmMonitor パッケージをホストする Integration Server の Integration Server Administrator
で、[セキュリティ] > [ユーザ管理] を選択します。

2. [セントラルユーザ管理] フィールドが [設定済み] に設定されていることを確認します。設定
されていない場合、セントラルユーザ管理を設定するように Integration Server の管理者に
依頼してください。

3. WmMonitor パッケージをホストする Integration Server の Integration Server Administrator
で、[設定] > [リソース] を選択します。

4. [My webMethods Server のシングルサインオン] で、[MWS SAML リゾルバ URL] フィールド
が https://mws-host:mws-port/services/SAML に設定されていることを確認します。設定さ
れていない場合、シングルサインオンを設定するように Integration Server の管理者に依頼
してください。

5. WmMonitor パッケージをホストする Integration Server の Integration Server Administrator
で、[設定] > [拡張設定]を選択します。次に、[拡張設定の編集]をクリックして、以下のキー/
値のペアが拡張設定に含まれていることを確認します。
watt.server.auth.samlResolver=http://mws-host:mws-port/services/SAML

設定が定義されていない場合、この設定を設定するように Integration Server の管理者に依
頼してください。
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My webMethods ユーザの Monitor ACL への追加

My webMethods ユーザを Monitor ACL に追加するには

1. WmMonitor パッケージをホストする Integration Server の Integration Server Administrator
で、[セキュリティ] > [ACL] を選択します。

2. [ACL を選択] フィールドで、[MonitorAdministrators ACL] をクリックします。

3. [許可] リストの下の [追加] をクリックすると、[役割/グループの選択] ダイアログボックス
が開き、現在のグループが表⽰されます。

4. [プロバイダ] フィールドで、[セントラル] をクリックします。

5. [検索] フィールドにアスタリスク (*) を入力し、[実行] をクリックして役割およびグループ
のリストを表⽰します。

6. [My webMethods Users] をクリックして、この役割を [許可] リストに追加します。

7. [ACL を選択] フィールドで、[MonitorUsers ACL] を選択します。

8. 手順3～6を繰り返して、MonitorUsers ACLに [MywebMethodsUsers]役割を追加します。

9. [変更内容の保存] をクリックします。

セントラルユーザ管理の使用時に Monitor で ACL を設定する方法
のカスタマイズ
デフォルトでは、Monitor は WmMonitor サービスに対する ACL を My webMethods の機能特
権に基づいて設定します。この設定により、ユーザは機能特権を持っているすべての操作を実⾏
できるようになります。ただし、ACL が自動的に設定されないように Monitor を設定できるた
め、そのように設定する場合は、WmMonitor サービスに対する ACL を別途設定する必要があ
ります。

ユーザがMywebMethodsで操作を実⾏する機能特権を持っており、対応するACLをWmMonitor
サービスに割り当てていない場合、MywebMethodsユーザインタフェースにエラーが表⽰され
ます。

セントラルユーザ管理の使用時に Monitor で ACL を設定する方法をカスタマイズするには

1. WmMonitor パッケージをホストする Integration Server の Integration Server Administrator
で、[パッケージ] > [管理] を選択します。

2. [WmMonitor] パッケージの [ホーム] アイコンをクリックします。
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3. My webMethodsの機能特権に基づいてMonitor で ACLを自動的に設定できるようにするに
は、[My webMethods Users 役割を MonitorUsers ACL へ追加する] チェックボックスをオン
にします。Monitor でそのように設定できないようにするには、このチェックボックスをオ
フにします。

4. [サブミット] をクリックして変更を保存します。

ユーザへの Monitor へのアクセス権の付与
Monitor ページおよびそのページで使⽤できる機能へのアクセスは、My webMethods Server の
アクセス特権と機能特権に依存します。この製品マニュアルではすべてのページおよび機能につ
いて説明しますが、すべてのユーザが使⽤できるとは限らないページや機能もあります。追加の
特権が必要な場合は、My webMethods Server 管理者に相談してください。

Monitor ページ、操作およびデータへのアクセスの設定
MywebMethods Server管理者は、アクセス特権を割り当てることによって、ユーザがアクセス
できる Monitor ユーザインタフェース内のページを特定します。たとえば、プロセスインスタ
ンスの監視に関連するページを表⽰でき、サービスの監視に関連するページは表⽰できないよう
に、My webMethods を設定できます。

また、MywebMethods Server管理者は、機能特権を割り当てることによって、ユーザが実⾏で
きる Monitor 操作を特定することもできます。たとえば、ユーザに対してドキュメントの表⽰
は許可するが、このドキュメントの再サブミットは許可しないように設定できます。

MywebMethods Server管理者は、アクセス特権および機能特権をユーザ、グループまたは役割
に対して割り当てることができます。

さらに、My webMethods Server 管理者は、ユーザが操作できる監査データ (特定のビジネスプ
ロセス、サービスまたはドキュメント)を特定します。このタイプのユーザ特権は、コンテンツ
ベースアクセスまたはデータレベルセキュリティと呼ばれます。 これらの特権は、役割に対し
て割り当てます。たとえば、Service Administrator役割にサービス監査データの操作を許可でき
ます。

権限の管理および後述するページの詳細については、『Administering My webMethods
Server』を参照してください。

My webMethods ユーザインタフェースおよびその管理機能の詳細については、『Working
with My webMethods』および『Administering My webMethods Server』を参照してくださ
い。

ユーザへの Monitor ページへのアクセス権の付与
特権を付与するには、My webMethods Server Administrator 役割のメンバーである必要があり
ます。My webMethods で、[ナビゲーション] > [アプリケーション] > [管理] > [システム全体] >
[権限の管理] ページを使⽤して、アクセス特権を割り当てます。

次の表に、Monitor ページに割り当てることができるアクセス特権を⽰します。
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[アクセス特権]セクションで選択するチェックボッ
クス

ユーザに許可する操作

[管理] > [ビジネス] > [ビジネスプロセス]監視に使⽤できるプロセスモデルの表⽰

[管理] > [ビジネス] > [データ管理]IS Core Audit Log および Process Audit Log
データベースのデータのアーカイブ

[監視] > [ビジネス] > [プロセスインスタンス]プロセスインスタンスに関するデータの表⽰

[監視] > [統合] > [サービス]サービスに関するデータの表⽰

[監視] > [統合] > [ドキュメント]ドキュメントに関するデータの表⽰

ユーザへの Monitor 操作の実行権限の付与
特権を付与するには、My webMethods Server Administrator 役割のメンバーである必要があり
ます。My webMethods で、[ナビゲーション] > [アプリケーション] > [管理] > [システム全体] >
[権限の管理] ページを使⽤して、機能特権を割り当てます。

次の表に、Monitor ページに割り当てることができる機能特権を⽰します。

[機能特権] セクションで選択するチェックボック
ス

ユーザに許可する操作

[ビジネス監視] > [プロセス] > [停止、一時停止、
再開]

プロセスインスタンスの停止、⼀時停止およ
び再開

[ビジネス監視] > [再サブミット]プロセスインスタンスの再サブミット

[ビジネス監視] > [変更して再サブミット]プロセスインスタンスのパイプラインの変更
およびそのプロセスインスタンスの再サブ
ミット

[統合監視] > [サービス] > [再サブミット]サービスを再サブミットする

[統合監視] > [サービス] > [変更して再サブミット]サービスのパイプラインの変更およびその
サービスの再サブミット

[統合監視] > [ドキュメント] > [再サブミット]ドキュメントを再サブミットする。

[統合監視]>[ドキュメント]>[変更して再サブミッ
ト]

ドキュメントの変更および再サブミット

[データ管理] > [アーカイブ]IS Core Audit Log および Process Audit Log
データベースのデータのアーカイブ、または
データのアーカイブと削除
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dbo 以外のスキーマに対するユーザ権限の付与
webMethods Monitor アーカイブサービスは、SQL Server データベースの dbo 以外のスキーマ
をサポートしています。

dbo 以外のスキーマに対して権限を割り当てるには

1. Archive データベースとしてのデフォルトデータベースにログインを作成します。

2. 同じデータベースに Archive スキーマを作成します。

3. Archive スキーマとしてのデフォルトスキーマに Archive ログイン⽤の Archive ユーザを作
成します。

4. Archive ユーザにProcess/ISCore スキーマにアクセス権を付与するための必要な役割を追加
します。

5. Process/ISCore データベースにアーカイブログイン⽤の Archive ユーザを作成します。

例

dbo 以外のスキーマに対する権限を割り当てる例を⽰します。

この例では、次のデータが使⽤されます。

ISCORE/PROCESS SCHEMA のデータベース名: MYBPMDB

アーカイブ⽤のデータベース名: MYBPMDB_ARCHIVE

Integration Server のコアログイン名: MYBPMDB_USER1

Integration Server のコアユーザ名: MYBPMDB_USER1

Integration Server のコアスキーマ名: dbo

Archive ログイン名: MYBPMDB_ARCHIVE_LOGIN1

Archive ユーザ名: MYBPMDB_ARCHIVE_USER1

Archive スキーマ名: MYBPMDB_ARCHIVE_SCHEMA1

1. MS SQL Studio を使⽤し、MYBPMDB_ARCHIVE というデフォルトデータベースに
MYBPMDB_ARCHIVE_LOGIN1 という名前のログインを作成します。

2. データベース MYBPMDB_ARCHIVE で、スキーマを作成して、ログイン MYBPMDB_ARCHIVE_LOGIN1
に対するユーザを追加します。
USE MYBPMDB_ARCHIVE
GO

CREATE SCHEMA MYBPMDB_ARCHIVE_SCHEMA1
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GO
CREATE USER [MYBPMDB_ARCHIVE_USER1] FOR LOGIN [MYBPMDB_ARCHIVE_LOGIN1] WITH
DEFAULT_SCHEMA=
[MYBPMDB_ARCHIVE_SCHEMA1]
GO

ALTER AUTHORIZATION ON SCHEMA::MYBPMDB_ARCHIVE_SCHEMA1 TO MYBPMDB_ARCHIVE_USER1
GO

ALTER USER MYBPMDB_ARCHIVE_USER1 WITH DEFAULT_SCHEMA = MYBPMDB_ARCHIVE_SCHEMA1
GO

GRANT CREATE TABLE TO MYBPMDB_ARCHIVE_USER1
GO

GRANT ALTER TO MYBPMDB_ARCHIVE_USER1
GO

GRANT CREATE VIEW TO MYBPMDB_ARCHIVE_USER1
GO

GRANT CREATE PROCEDURE TO MYBPMDB_ARCHIVE_USER1
GO

GRANT EXECUTE TO MYBPMDB_ARCHIVE_USER1 WITH GRANT OPTION
GO

GRANT REFERENCES TO MYBPMDB_ARCHIVE_USER1
GO

3. Database Component Configurator を使⽤し、MYBPMDB_ARCHIVE データベースのユーザ ID に
MYBPMDB_ARCHIVE_LOGIN1 を使⽤して、Archive コンポーネントを作成します。

4. ISCoreデータベースでアーカイブユーザを追加して、メインデータベースにアクセスして権
限を付与できるようにします。
USE [MYBPMDB]
GO

CREATE USER MYBPMDB_ARCHIVE_USER1 FOR LOGIN MYBPMDB_ARCHIVE_LOGIN1 WITH
DEFAULT_SCHEMA=dbo
GO

GRANT CONTROL ON SCHEMA::dbo TO MYBPMDB_ARCHIVE_USER1
GO

GRANT SELECT, INSERT, UPDATE, DELETE ON SCHEMA :: dbo TO MYBPMDB_ARCHIVE_USER1;
GO

GRANT CREATE TABLE TO MYBPMDB_ARCHIVE_USER1
GO

GRANT ALTER TO MYBPMDB_ARCHIVE_USER1
GO

GRANT CREATE VIEW TO MYBPMDB_ARCHIVE_USER1
GO

GRANT CREATE PROCEDURE TO MYBPMDB_ARCHIVE_USER1
GO

GRANT EXECUTE TO MYBPMDB_ARCHIVE_USER1 WITH GRANT OPTION
GO

GRANT REFERENCES TO MYBPMDB_ARCHIVE_USER1
GO

5. 次のようにして、OPERATION_PARAMETER のスキーマ名を更新します。

設定された操作パラメータサービスを実⾏して、Integration Server のコアスキーマおよび
Process スキーマを設定します (例: <databasename>.<schemaname>)。
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アーカイブテーブルの作成とPostgresデータベースに対する権限
の割り当て
Integration Server で設定されたpostgres データベースを使⽤して、アーカイブテーブルを作成
し、適切な権限をアーカイブユーザに割り当て、アーカイブサービスを実⾏するには、次の例に
従います。

OPERATION_PARAMETER テーブルでデフォルトのアーカイブパラメータを設定します。
PostgreSQL: Process Audit Log schema name

PostgreSQLデータベースのBPMアーカイブは、単⼀データベースの複数スキーマのみをサ
ポートします。
CREATE DATABASE bpmarchive(db name);
\c bpmarchive;(connect to database)

CREATE SCHEMA processbpm(process schema name);
SET search_path TO processbpm;
-- to create user --
CREATE USER processbpmuser (process schema user);
ALTER USER processbpmuser WITH ENCRYPTED PASSWORD 'manage';
ALTER USER processbpmuser SET search_path = processbpm;
-- to grant permissions --
GRANT CONNECT ON DATABASE bpmarchive TO processbpmuser;
GRANT USAGE, CREATE ON SCHEMA processbpm TO processbpmuser;
GRANT ALL ON SCHEMA processbpm TO processbpmuser;
-- the below grants are needed and they are available for new objects created in
the future --
ALTER DEFAULT PRIVILEGES IN SCHEMA processbpm GRANT ALL ON TABLES TO processbpmuser;
ALTER DEFAULT PRIVILEGES IN SCHEMA processbpm GRANT ALL ON SEQUENCES TO
processbpmuser;
ALTER DEFAULT PRIVILEGES IN SCHEMA processbpm GRANT ALL ON FUNCTIONS TO
processbpmuser;
ALTER DEFAULT PRIVILEGES IN SCHEMA processbpm GRANT ALL ON TYPES TO processbpmuser;
-- to create archive schema --
CREATE SCHEMA archiveprocessbpm(archive schema name);
SET search_path TO archiveprocessbpm;
-- to create user --
CREATE USER archiveprocessbpmuser(archive schema user) ;
ALTER USER archiveprocessbpmuser WITH ENCRYPTED PASSWORD 'manage';
ALTER USER archiveprocessbpmuser SET search_path = archiveprocessbpm;
-- to grant permissions --
GRANT CONNECT ON DATABASE bpmarchive TO archiveprocessbpmuser;
GRANT USAGE, CREATE ON SCHEMA archiveprocessbpm TO archiveprocessbpmuser;
GRANT USAGE, CREATE ON SCHEMA processbpm TO archiveprocessbpmuser;
GRANT ALL ON SCHEMA archiveprocessbpm TO archiveprocessbpmuser;
GRANT ALL ON SCHEMA processbpm TO archiveprocessbpmuser;
-- the below grants are needed and they are available for new objects created in
the future --
ALTER DEFAULT PRIVILEGES IN SCHEMA archiveprocessbpm GRANT ALL ON TABLES TO
archiveprocessbpmuser;
ALTER DEFAULT PRIVILEGES IN SCHEMA archiveprocessbpm GRANT ALL ON SEQUENCES TO
archiveprocessbpmuser;
ALTER DEFAULT PRIVILEGES IN SCHEMA archiveprocessbpm GRANT ALL ON FUNCTIONS TO
archiveprocessbpmuser;
ALTER DEFAULT PRIVILEGES IN SCHEMA archiveprocessbpm GRANT ALL ON TYPES TO
archiveprocessbpmuser;
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ALTER DEFAULT PRIVILEGES IN SCHEMA processbpm GRANT ALL ON TABLES TO
archiveprocessbpmuser;
ALTER DEFAULT PRIVILEGES IN SCHEMA processbpm GRANT ALL ON SEQUENCES TO
archiveprocessbpmuser;
ALTER DEFAULT PRIVILEGES IN SCHEMA processbpm GRANT ALL ON FUNCTIONS TO
archiveprocessbpmuser;
ALTER DEFAULT PRIVILEGES IN SCHEMA processbpm GRANT ALL ON TYPES TO
archiveprocessbpmuser;
GRANT ALL ON ALL TABLES IN SCHEMA processbpm TO archiveprocessbpmuser;
GRANT ALL ON ALL SEQUENCES IN SCHEMA processbpm TO archiveprocessbpmuser;
GRANT ALL ON ALL FUNCTIONS IN SCHEMA processbpm TO archiveprocessbpmuser;

ユーザが操作を実行できる監査データの指定
MywebMethods Server管理者は、ユーザが表⽰または管理できるデータのタイプを制限できま
す。このタイプのアクセスコントロールは、データレベルセキュリティと呼ばれます。ユーザが
複数の役割に属している場合、そのユーザは自身がメンバーであるすべての役割に付与されたす
べてのタイプのデータおよび機能へのアクセス権を持ちます。

役割に基づいて監査データへのアクセスを制限するには、以下の作業を⾏う必要があります。

29 ページの「データレベルセキュリティの有効化」の説明に従ってデータセキュリティを
有効にします。

29 ページの「役割が操作できるプロセス、サービス、ドキュメントの指定」の説明に従っ
て、使⽤可能なプロセス監査データへの役割アクセスを設定します。

機能特権でのデータレベルセキュリティの動作

機能特権は、ユーザがアクセス権を付与されているすべてのデータに対してグローバルです。た
とえば、次の 2 つの条件を想定します。

HR役割は、プロセスインスタンスを開始および停止する機能特権と、newHireプロセスへの
データレベルセキュリティアクセス権を付与されています。その結果、HR役割に割り当てら
れているユーザは、newHire プロセスのインスタンスを表⽰、開始および停止できます。

Interns 役割には、ProblemReporting プロセスへのデータレベルセキュリティアクセス権が
付与されています。その結果、Interns役割に割り当てられているユーザは、ProblemReporting
プロセスのインスタンスを表⽰できます。

ユーザが HRと Internsの両方の役割に割り当てられている場合、機能特権はグローバルであり、
HR役割はプロセスの開始および停止の権限を持つため、両方の役割に割り当てられたユーザは、
newHire プロセスのインスタンスだけではなく ProblemReporting プロセスのインスタンスも開
始および停止できます。

特権を制限する場合は、2つのユーザアカウントを設定する方法が簡単です。たとえば、newHire
プロセスのインスタンスを開始および停止でき、ProblemReporting プロセスのインスタンスは
表⽰のみできる権限をユーザに付与する場合を考えます。このシナリオにおいては、ユーザアカ
ウント joeHR を設定してそのユーザアカウント joeHR を HR 役割に割り当て、ユーザアカウント
joeIntern を設定してそのユーザアカウント joeIntern を Interns 役割に割り当てます。joeHR
としてログインした場合、ユーザは newHireプロセスのインスタンスを表⽰、開始および停止で
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きます。joeIntern としてログインした場合、ユーザは ProblemReporting インスタンスの表⽰
のみを実⾏できます。

Note:
データレベルセキュリティは、現在、単⼀サーバ環境でのみサポートされます。

データレベルセキュリティの有効化

データレベルセキュリティが無効の場合、ユーザは無制限にデータにアクセスでき、すべての監
査データにアクセスできます。ユーザがアクセス権を持つデータを制限する場合は、データレベ
ルセキュリティを有効にしてから、異なるユーザ役割がアクセス権を持つデータを明⽰的に指定
します。

Monitor のデータレベルセキュリティを有効にするには

1. WmMonitor パッケージをホストする Integration Server の Integration Server Administrator
で、[パッケージ] > [管理] をクリックします。

2. [WmMonitor] パッケージの [ホーム] アイコンをクリックします。

3. [データレベルセキュリティの有効化] チェックボックスをオンにします。

4. [データレベルセキュリティの管理者] フィールドに、すべての My webMethods データおよ
び My webMethods ユーザインタフェースのすべてのページへのアクセス権を持つユーザの
ユーザ名を入力します。

5. [サブミット] をクリックして設定を完了します。

役割が操作できるプロセス、サービス、ドキュメントの指定

データレベルセキュリティが無効の場合にアクセス特権を持つユーザが表⽰できるページを以下
の表に⽰します。

ユーザが表示できるデータデータを表示するページ

すべてのサービスの監査データサービス

ログに記録されたすべてのドキュメントドキュメント

すべてのプロセスインスタンスの監査データプロセスインスタンス

データレベルセキュリティを有効にした場合、デフォルトでは、プロセス、サービス、またはド
キュメントの情報へのアクセス権が役割に与えられません。 データレベルセキュリティを有効
にした後、特定の役割に対してデータレベルセキュリティを設定して、各役割が表⽰および操作
できるプロセス、サービス、ドキュメントを指定する必要があります。役割のデータレベルセ
キュリティを設定した後、ユーザが複数の役割に属している場合、そのユーザは、ユーザが属す
るすべての役割で指定されているすべてのプロセス、サービス、ドキュメントを操作できます。

webMethods Monitor ユーザガイド 10.11 29

2 Monitor の設定



ユーザ役割が操作できるデータを指定するには

1. MywebMethodsで、[ナビゲーション] > [アプリケーション] > [管理] > [システム全体] > [ユー
ザ管理] > [役割] をクリックします。

2. データレベルセキュリティを設定する役割を検索し、編集します。詳細な手順については、
『Administering My webMethods Server』を参照してください。

3. プロセスのデータレベルセキュリティを設定するには

a. [役割の編集] ページで、[データレベルセキュリティ] タブをクリックし、[ビジネスプロ
セス] リンクをクリックします。My webMethods によって、役割が現在アクセスできる
プロセスの⼀覧が表⽰されます。プロセスがまだ追加されていない場合、⼀覧は空です。

b. この役割にアクセスを許可するプロセスを追加するには、[プロセスの追加] をクリック
します。次に、[プロセスの追加] ページを使⽤して、この役割にアクセスを許可するプ
ロセスを指定し、[OK] をクリックします。

c. [役割の編集] ページの [適用] をクリックします。

4. サービスのデータレベルセキュリティを設定するには、手順3を繰り返しますが、クリック
するのは [サービス] リンクです。

5. ドキュメントのデータレベルセキュリティを設定するには、手順 3 を繰り返しますが、ク
リックするのは [ドキュメント] リンクです。

Monitor での監査データのアーカイブおよび削除
Monitor がトランザクションで記録する監査データのタイプは、以下の 2 つのスキーマに分類
できます。

IS Core Audit Log テーブルドキュメント、プロセス、サービスおよび Integration Server
データの監査データを格納します。

Process Audit Log テーブルドキュメント制御、プロセス制御およびサービス制御データ (ア
クションの再サブミットなど) の監査データを格納します。

IS Core Audit Log データをアーカイブするには、Archive データベースを設定する必要がありま
す。ProcessAudit Logデータをアーカイブするには、Archiveデータベースまたはパーティショ
ンを使⽤できます。

Archive データベースストアドプロシージャまたは組み込みサービスを使⽤して、監査デー
タを IS Core Audit Log および Process Audit Log テーブルから Archive データベースに移動
します。最高のログパフォーマンスを維持するには、この設定で IS Core Audit Log および
Process Audit Logテーブルの監査データを定期的にアーカイブするか削除するスケジュール
を設定する必要があります。
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Process Audit Log データのデータベースパーティショントランザクション量の多いシステ
ムをパーティション化し、Process Audit Logテーブルの監査データを自動的に管理すること
ができます。その場合も、その他の監査データすべての管理には Archive データベースを使
⽤する必要があります。

Archive データベースの設定方法の詳細については、122 ページの「Archive データベースでの
データのアーカイブまたは削除の概要」を参照してください。Process Audit Log データのアー
カイブのためのパーティションの詳細については、132 ページの「Process Audit Log データに
パーティションを使⽤する方法の概要」を参照してください。

前提条件
データをアーカイブまたは削除する前に、以下の条件が満たされていることを確認してくださ
い。

Archiveデータベースが作成済みである。手順については、32ページの「Archiveデータベー
スの設定」を参照してください。

データをアーカイブまたは削除するユーザが特定され、MywebMethods Serverで適切なデー
タ管理権限が割り当てられている。詳細については、23ページの「ユーザへのMonitorペー
ジへのアクセス権の付与」を参照してください。

アーカイブ設定の指定
監査データを Monitor により Archive データベースにアーカイブする方法を指定できます。以
下のオプションがあります。

ストアドプロシージャこれがデフォルトです。Monitor でストアドプロシージャを実⾏して
監査データをアーカイブまたは削除すると、それ以上Monitorから操作しなくても、データ
ベースでアーカイブまたは削除をすべて実⾏できます。ストアドプロシージャを使⽤して
アーカイブを実⾏する場合、監査データをストアドプロシージャが配置されているのと同じ
データベースにアーカイブする必要があります。ストアドプロシージャを使⽤したアーカイ
ブは、非同期操作であり、システムにほとんど影響を与えません。Integration Serverリソー
スを大量に確保するには、ストアドプロシージャが特に役立ちます。

パーティションパーティションを使⽤したアーカイブの詳細と設定については、132ページ
の「Process Audit Log データにパーティションを使⽤する方法の概要」を参照してくださ
い。

監査データをアーカイブすることも、アーカイブしてから削除することもできます。Monitorで
アーカイブされた監査データは、Archiveデータベースに移動し、ソーステーブルからは削除さ
れます。Monitorで削除されたデータはソーステーブルから削除され、その他の場所には移動し
ません。

監査データをアーカイブまたは削除すると、そのデータはMywebMethodsでは表⽰できなくな
ります。ただし、SQL ステートメントを使⽤して Archive データベースのデータに対してクエ
リーを実⾏することはできます。

データのアーカイブおよび削除を設定した後、データのアーカイブ手順や削除手順については、
122ページの「Archiveデータベースでのデータのアーカイブまたは削除の概要」を参照してく
ださい。
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Oracle データベースを使⽤する場合は、Oracle Purge 操作完了時の電子メールアラートの受信
者を定義できます。手順については、『Administering webMethods Optimize』を参照してくだ
さい。

Archive データベースの設定
パーティション化されていないアーカイブを使⽤する際は、Archiveデータベースを定義する必
要があります。

これ以降では、Archiveデータベースを作成する手順について、概要を説明します。詳細な手順
については、『Installing Software AG Products』の「データベースコンポーネントの作成と削
除」の章を参照してください。「製品のデータベースコンポーネントの説明とインストール要
件」のセクションでは、各データベースプロバイダの詳細について説明します。

データのアーカイブを設定するには

1. Database Component Configurator を使⽤して、Process Audit スキーマの Archive データ
ベースを作成します。

a. [アクション] フィールドで、以下の表から値を選択します。

プロパティフィールド

Create[アクションタイプ]

Archive[アクションコンポーネ
ント]

Latest[バージョン]

b. [接続] フィールドで、以下の表のように Archive データベースへの接続を定義します。

プロパティフィールド

データベースプロバイダを選択します。ProcessAuditデータベー
スとArchiveデータベースは同じタイプにする必要があります。

[RDBMS]

URL アドレス[URL]

データベースにアクセスするためのユーザ名。この値は新しい
ユーザにする必要があり、さらにソースとターゲットの両方の

[ユーザ ID]

Process Audit データベースにアクセスできるようにこのユーザ
に十分な特権を与える必要があります。

パスワード[パスワード]

c. [データベースとデータベースユーザを作成する] フィールドで、次の表のようにデータ
ベース管理者を定義します。
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プロパティフィールド

Archive データベース管理者を追加します。[管理者 ID]

Archive データベース管理者のパスワード。[管理者パスワード]

Archive データベースの名前。たとえば、
wmProcessAuditArchive。

[データベース]

d. [実行] をクリックします。

Archiveデータベースを作成する詳細な手順については、『Installing Software AGProducts』
の「データベースコンポーネントの作成と削除」の章を参照してください。

2. [データベース管理]コンソールで、ArchiveデータベースとProcess Audit データベース内の
テーブルに対して、ユーザに適切な権限を割り当てます。

3. ArchiveデータベースをIntegration Serverに接続します。データベースに接続するための詳
細な手順については、『webMethods Integration Server Administrator’s Guide』でデータ
ベース設定のセクションを参照してください。

4. 新しい JDBC 接続プールエイリアスの設定を定義します。

a. Integration Server Administrator で [設定] > [JDBC プール] をクリックします。

b. [プールエイリアスの定義] で [編集] をクリックします。

c. Database Component Configurator で定義された接続設定と同じ URL、ユーザ ID、パス
ワードを追加して、[設定の保存] をクリックします。

5. Archive データベースの JDBC プールを定義します。

a. Integration Server Administrator で [設定] > [JDBC プール] をクリックします。

b. [機能エイリアスの定義] でアーカイブのために [編集] をクリックします。

c. [関連付けられたプールエイリアス] で、エイリアスを選択して [設定の保存] をクリック
します。

d. [再起動] をクリックします。

6. OPERATION_PARAMETER テーブルでデフォルトのアーカイブパラメータを設定します。

a. Designer で pub.monitor.archive:setOperationParameters サービスを実⾏します。

b. 次のように入力パラメータを指定します。pub.monitor.archive:setOperationParameters
は、Archiveデータベースの OPERATION_PARAMETERテーブルに指定する値を設定します。
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次の表に、これらのパラメータを⽰します。

入力内容パラメータ

Process Audit Logテーブルのデータをアーカイブする場合は、デー
タベースプロバイダについて以下の項目を指定します。

PROCESS_SCHEMA

Oracle: Process Audit Log データベースユーザ

SQL Server: Process Audit Log データベース名

DB2: Process Audit Log スキーマ名

MySQL: Process Audit Log データベース名

PostgreSQL: Process Audit Log スキーマ名

IS Core Audit Logデータベースからデータをアーカイブするには、
以下の項目を指定します。

ISCORE_SCHEMA

Oracle: IS Core Audit Log データベースユーザ

SQL Server: IS Core Audit Log データベース名

DB2: IS Core Audit Log スキーマ名

MySQL: IS Core Audit Log データベース名

PostgreSQL: IS Core Audit Log スキーマ名

Note:
表に⽰されていないその他のパラメータでも設定できます。たとえば、IS Core Audit
LogおよびProcess Audit Logスキーマ内に監査情報を保持する日数を指定できます。
詳細については、『webMethods Monitor Built-In Services Reference』の
setOperationParametersサービスを参照してください。

7. データベースの権限を設定して、アーカイブするデータに応じて、データ(ISCoreAudit Log
テーブル、Process Audit Log テーブル、またはその両方のデータ) を選択および削除する権
限を、Archive データベースユーザに付与します。この操作を⾏うには、以下の SQLコマン
ドを実⾏します。

GRANT SELECT ANY TABLE、UPDATE ANY TABLE、DELETE ANY TABLE、INSERT ANY TABLE

142ページの「アーカイブテーブルの概要」に⽰されているArchiveテーブルに対して権限
が設定されていることを確認します。

MSR 設定変数テンプレートを使用した Monitor プロパティの設定
Microservices Runtime 設定変数テンプレートを使⽤して Monitor プロパティを設定できます。
次の表は、テンプレートファイルに追加することで設定できる Monitor プロパティを⽰してま
す。
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値プロパティ

monproperty.wm.monitor.myWebmethodsHost=localhostMywebMethods Serverホスト

monproperty.wm.monitor.myWebmethodsPort=8585MywebMethods Serverポート

monproperty.wm.monitor.myWebmethodsTransport=httpMy webMethods Server 転送

monproperty.wm.monitor.myWebmethodsUserName=AdministratorMywebMethods Serverユーザ
名

monproperty.wm.monitor.myWebmethodsPassword=My webMethods Server パス
ワード

monproperty.wm.monitor.dbRetries=3データベースの再試⾏

monproperty.wm.monitor.connTimeout=10000接続タイムアウト

monproperty.wm.monitor.dlsEnabled=falseデータレベルセキュリティの
有効化

monproperty.wm.monitor.dlsSuperUser=Administratorデータレベルセキュリティの
管理者

monproperty.wm.monitor.resubmitOnLocalIS=trueローカル Integration Serverに
再サブミットする

monproperty.wm.monitor.addMwUsertoMonitorACL=falseMonitorUsers ACL に [My
webMethods Users] 役割を追
加する

monproperty.wm.monitor.myWebmethodsPath=MywebMethods Serverルート
コンテキストパス

Microservices Runtime 設定変数テンプレートの作成と使⽤についての詳細は「Developing
Microservices with webMethods Microservices Runtime」を参照してください。

webMethods Monitor ユーザガイド 10.11 35

2 Monitor の設定



36 webMethods Monitor ユーザガイド 10.11

2 Monitor の設定



3 サービスの監視

■   サービス検索ページについて ...................................................................................................... 38

■   キーワードを使用したログに記録されたサービスデータの検索 ........................................ 38

■   高度な検索を使用したログに記録されたサービスデータの検索 ........................................ 39

■   サービスの詳細情報の表示 .......................................................................................................... 41

■   サービスの状態 .............................................................................................................................. 43

■   サービスの再サブミット .............................................................................................................. 43

webMethods Monitor ユーザガイド 10.11 37



サービス検索ページについて
ログに記録されたサービスデータを検索するには、[サービス]ページを使⽤します。このページ
で次の検索オプションを設定できます。

ページを最初に表⽰したときに表⽰する [検索] タブ

ページを最初に表⽰したときに実⾏する検索 (ある場合)

検索結果の表⽰結果のソート、表⽰⾏数の定義、表⽰列数の定義を実⾏できます。

ログに記録されたサービスデータの検索を保存したり、ログに記録されたサービスデータの保存
済み検索を再実⾏したりできます。

これらのすべてのタスクの手順については、『WorkingwithMywebMethods』を参照してくだ
さい。

Important:
サービスを監視するには、ProcessAudit JDBCプールエイリアスを設定する必要があります。
詳細については、『webMethods Integration Server Administrator’s Guide』を参照してくだ
さい。

キーワードを使用したログに記録されたサービスデータの検索
サービスの名前またはサービスのコンテキスト ID に含まれるキーワードを指定することによ
り、ログに記録されたサービスデータを検索できます。

pub.flow:setCustomContextIDサービスを使⽤してカスタムのコンテキストIDを設定した場合、
コンテキストIDに基づく検索が役に立ちます。このサービスの詳細については、『webMethods
Integration Server Built-In Services Reference』を参照してください。

Note:
検索で大文字と小文字が区別されるかどうかは、データを取得するために Monitor で発⾏さ
れるクエリーが、データの取得先のデータベース(たとえば、Oracle、DB2またはSQLServer)
でどのように処理されるかによって決まります。

キーワードを使用してログに記録されたサービスデータを検索するには

1. My webMethods で、[ナビゲーション] > [アプリケーション] > [監視] > [統合] > [サービス]
をクリックします。

2. [キーワード] 検索タブをクリックします。

3. Monitor が複数の Integration Server を使⽤するように設定されている場合は、[サーバ] 選
択ボックス (検索パネルの上) を使⽤して、検索するサーバを指定します。

[サーバ] 選択ボックスは、デフォルトで、ログインしているユーザが最後に指定したサーバ
になります。現在のユーザがサーバを選択していない場合は、My webMethods Server 管理
者が [システムの設定内容] ページで設定したデフォルトサーバが使⽤されます。
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4. テキストボックスに、検索するサービスのサービスの名前またはコンテキスト ID に含まれ
るキーワードを入力します。たとえば、次のように指定します。

完全なサービス名 (たとえば、OrderPartner.Services:processOrderなど)

指定したキーワードを含むすべてのサービスを選択するための部分的なサービス名(たと
えば、processOrderなど)

キーワードの指定方法の詳細については、『Working with My webMethods』を参照してく
ださい。

自分が権限を持つ、ログに記録されたすべてのサービス(最大⾏設定まで)のデータを表⽰す
るには、テキストボックスを空白のままにします。

5. [検索] をクリックします。

高度な検索を使用したログに記録されたサービスデータの検索
詳細な条件を指定してログに記録された特定のサービス監査データを検索するには、高度な検索
を使⽤します。

Note:
検索で大文字と小文字が区別されるかどうかは、データを取得するために Monitor で発⾏さ
れるクエリーが、データの取得先のデータベース(たとえば、Oracle、DB2またはSQLServer)
でどのように処理されるかによって決まります。

高度な検索を使用してログに記録されたサービスデータを検索するには

1. My webMethods で、[ナビゲーション] > [アプリケーション] > [監視] > [統合] > [サービス]
に進みます。

2. [高度な検索] 検索タブをクリックします。

3. Monitor が複数の Integration Server を使⽤するように設定されている場合は、[サーバ] 選
択ボックス (検索パネルの上)を使⽤して、検索するサーバを指定します。[サーバ] 選択ボッ
クスは、デフォルトで、ログインしているユーザが最後に指定したサーバになります。現在
のユーザがサーバを選択していない場合は、My webMethods Server 管理者が [システムの
設定内容] ページで設定したデフォルトサーバが使⽤されます。

4. 以下のフィールドを使⽤して、検索条件を指定します。検索を特定のフィールドに基づいて
実⾏しない場合は、フィールドを空白のままにします。

Note:
[サービスの詳細] ページを表⽰することにより、サービスのコンテキスト ID を検索でき
ます (43 ページの「サービスの状態」を参照)。

次の表に、これらのフィールドとその説明を⽰します。
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説明フィールド

検索するサービスの完全な名前または部分的な名前
(OrderPartner.Services:processOrder、processOrderなど)

[サービス名]

Note:
[高度な検索] 検索タブの⼀番上にあるラベルのないテキストボックスお
よび [サービス名] フィールドには、どちらも検索するサービスの完全な
名前または部分的な名前を指定します。これら 2 つのフィールドの⼀方
のみ使⽤します。

検索するサービスが実⾏された、または実⾏されているIntegrationServer。
Integration Server の DNS 名とポート (たとえば、

[サーバ ID]

integration.east.rubicon.com:5555) または部分的な DNS 名またはポート
(たとえば、rubicon) を入力します。

検索するサービスの完全なサービスコンテキスト ID。[コンテキスト
ID]

指定したルートサービスから開始し、次々に呼び出されたサービスをすべ
て検索するための完全なルートコンテキスト ID。

[ルートコンテ
キスト ID]

指定した親サービスによって呼び出されたすべてのサービスを検索するた
めの完全な親サービスコンテキスト ID。

[親コンテキス
ト ID]

検索するサービスの状態。複数の状態を選択するには、Ctrl キーを押しな
がら各状態を選択します。状態の詳細については、43ページの「サービス
の状態」を参照してください。

[状態]

検索するサービスを呼び出したクライアントの完全または部分的なユーザ
名。

[ユーザ]

[サービスの詳細]ページの[アクティビティメッセージ]パネルの [詳細メッ
セージ]フィールドに入力されたメッセージの全体または⼀部。サービスが

[アクティビ
ティメッセー
ジ] pub.prt.log:logActivityMessagesサービスを呼び出してユーザ定義のメッセー

ジをログに記録している場合は、[詳細メッセージ] フィールドにデータが
入力されます。

検索を絞り込むための定義済みの日付オプション。[フィルタ対象]

サービスデータが最後にログに記録された日時に基づいてサービスを検
索するには、[最終更新日時] を選択します。

サービスの開始日に基づいてサービスを検索するには、[開始日]を選択
します。

サービスのデータが最後にログに記録された日時に基づいてサービスを検
索します。[範囲] リストで事前定義済みの期間を選択することも、カレン

[範囲] 領域

ダーピッカーを使⽤して [開始日] および [終了日] を指定し、リストから時
間と分の数字を選択することもできます。
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説明フィールド

Note:
検索結果を My webMethods ワークスペースに追加する場合、事前定義
済みの期間を使⽤すると、ワークスペースの検索結果には、現在の日付
との相対で (たとえば、昨日など) データが動的に表⽰されます。厳密な
開始日と終了日を使⽤する場合、検索結果には、現在の日付に関係なく、
使⽤する特定の日付のデータが常に含まれます。

5. カスタムのログフィールドに基づいてサービスを検索する場合、ページの [フィルタ] セク
ションを使⽤します。

次の表に、これらのフィールドとその説明を⽰します。

説明フィールド

検索に使⽤するカスタムログフィールドの完全な名前。フィールド名の大
文字小文字は区別されません。ワイルドカード文字はサポートされていま
せん。

[ログフィール
ド名]

使⽤する演算子を選択します。演算子は、Equal、Contain、NotContain、!=、
<、>、<=、>= です。

[演算子]

比較に使⽤する値を指定します。その他のフィールドを指定するには、[行
の追加] をクリックします。

[値]

6. [検索条件] リストで、すべての検索条件に⼀致するサービスを検索するには、[すべて一致]
を選択します。いずれかの検索条件に⼀致するサービスを検索するには、[いずれかに一致]
を選択します。

7. [検索] をクリックします。

サービスの詳細情報の表示
Monitor によって [サービス] ページの検索結果に表⽰されたサービスの詳細情報を確認するこ
とができます。検索結果で、詳細を表⽰するサービスを探し、[詳細の表⽰] をクリックしま
す。[サービスの詳細] ページが表⽰されます。

[サービス情報]パネルには、Monitorによって以下のようなサービスを識別する情報が表⽰され
ます。

説明フィールド

完全なサービス名。[サービス名]

ルートレベルサービスのコンテキスト ID。[ルートコンテ
キスト ID]
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説明フィールド

サービスを呼び出したサービス(親サービス)のコンテキストID。親コンテキス
ト ID には、ルートコンテキスト ID と同じ ID を指定できます。

[親コンテキス
ト ID]

サービスのコンテキスト ID。[コンテキスト
ID]

pub.flow:setCustomContextIDサービスを使⽤して、サービスのコンテキスト
ID に対して設定されたカスタム値。

[カスタムコン
テキスト ID]

サービスが実⾏された、または実⾏されている Integration Server の DNS 名お
よびポート番号。

[サーバ ID]

サービスを呼び出したユーザのユーザ名。[ユーザ]

[現在の状態] で⽰されているアクティビティ (たとえば、[失敗]) がログに記録
された日時。

[タイムスタン
プ]

サービスの現在の状態。詳細については、43ページの「サービスの状態」を参
照してください。

[現在の状態]

サービスに関連付けられている最新のエラーメッセージ。[エラーメッセージ]
フィールドは、[現在の状態] が [失敗] の場合にのみ表⽰されます。

[エラーメッ
セージ]

Monitor によって詳細が表⽰されているサービスのルートサービスの完全修飾
名。

[ルートサービ
ス]

Monitorによって詳細が表⽰されているサービスを直接呼び出したすべてのサー
ビスの完全修飾名。

[親サービス]

[履歴]パネルには、サービスが遷移した状態および各状態が発⽣した日時が表⽰されます。状態
のリストについては、43 ページの「サービスの状態」を参照してください。

サービスが pub.prt.log:logActivityMessagesサービスを呼び出してユーザ定義のメッセージをロ
グに記録している場合は、[アクティビティメッセージ]パネルに、メッセージがログに記録され
た日時、メッセージのタイプ(エラー、警告またはメッセージ)、メッセージの簡易バージョンと
長いバージョンのテキストが表⽰されます。

サービスが再サブミットされている場合は、[コントロールアクション]パネルに再サブミットに
ついての情報が表⽰されます。パネルには、サービスが再サブミットされた日時、実⾏された操
作、サービスを再サブミットしたユーザのユーザ名およびサービスがサブミットされたIntegration
Server が表⽰されます。

Note:
サービスが再サブミットされるたびに、Integration Server によってそのサービスに新しいコ
ンテキスト ID が割り当てられます。

サービスがカスタムフィールドのランタイム値をログに記録した場合は、[ログに記録される
フィールド]パネルに、カスタムフィールドがログに記録された日時、ランタイム値がログに記
録されたサービスの入力または出力パラメータおよびカスタムログフィールドの名前と値が表⽰
されます。

42 webMethods Monitor ユーザガイド 10.11

3 サービスの監視



サービスの実⾏中にエラーが発⽣した場合は、[サービスエラー]パネルに、各エラーがログに記
録された日時およびエラーの説明が表⽰されます。

サービスの状態
Monitor では、状態キーワード ([完了] や [開始] など) と状態アイコンを使⽤して、[サービス]
ページと [サービスの詳細] ページにサービスの状態が表⽰されます。

次の表に、表⽰されるサービス状態アイコンと、その意味を⽰します。

意味アイコ
ン

サービスは正常に完了しました。

サービスは実⾏されていますが、エラーが発⽣しました。

サービスは完了しましたが、エラーが発⽣しました。

次の表に、表⽰されるサービス状態と、その意味を⽰します。

意味[状態]

サービスは処理を終了しました。[完了]

エラーが発⽣したため、サービスは処理を停止しました。[失敗]

サービスが再サブミットされました。[再サブミット]

サービスが開始し、現在実⾏されています。[開始]

サービスの再サブミット
入力パイプラインがログに記録されているルートレベルのサービスを再サブミットできます。
サービスは、どの状態でもかまいません。

サービスを再サブミットするには、IntegrationServerリモートサーバエイリアスが必要であり、
デフォルトの Integration Server エイリアスが存在していて、変更されていないことが前提にな
ります。サービスのサブミット時に元のノードが停止していた場合、デフォルトのエイリアスを
使⽤してサービスを再サブミットします。

サービスを再サブミットすると、サービスの状態が[再サブミット]に変更されます。次に、サー
ビスの新しいインスタンスが開始されて、その状態が [開始] に設定されます。Monitor では、
サービスの新しいインスタンスの親コンテキスト ID として、元のサービスのコンテキスト ID
が使⽤されます。再サブミットに関するすべてのデータのログは、サービスの新しいインスタン
スに対して記録されます。

最初に入力パイプラインを編集せずにサービスを再サブミットするには、サービスを検索し、検
索結果でサービスの横にあるチェックボックスをオンにして[再サブミット]をクリックします。
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入力パイプラインを編集してからサービスを再サブミットするには、サービスを検索し、検索結
果でサービスの[詳細の表⽰] をクリックして[パイプラインの編集]をクリックします。[パイ
プラインの編集]ページで、フィールドを更新し、[OK]をクリックして[再サブミット]をクリッ
クします。

Important:
[サービスの詳細] ページを終了した場合、変更は保持されないため、このページから再サブ
ミットする必要があります。
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ドキュメント検索ページについて
ログに記録されたドキュメントを検索するには、[ドキュメント]ページを使⽤します。このペー
ジで次の検索オプションを設定できます。

ページを最初に表⽰したときに表⽰する [検索] タブ

ページを最初に表⽰したときに実⾏する検索 (ある場合)

検索結果の表⽰結果のソート、表⽰⾏数の定義、表⽰列数の定義を実⾏できます。

ログに記録されたドキュメントの検索を保存したり、ログに記録されたドキュメントの保存済み
検索を再実⾏したりできます。

これらのすべてのタスクの手順については、『WorkingwithMywebMethods』を参照してくだ
さい。

キーワードを使用したログに記録されたドキュメントの検索
ドキュメントの名前に含まれるキーワードを指定することにより、ログに記録されたドキュメン
トを検索できます。

Note:
検索で大文字と小文字が区別されるかどうかは、データを取得するために Monitor で発⾏さ
れるクエリーが、データの取得先のデータベース(たとえば、Oracle、SQLServerまたはDB2)
でどのように処理されるかによって決まります。

キーワードを使用してログに記録されたドキュメントを検索するには

1. My webMethods で、[ナビゲーション] > [アプリケーション] > [監視] > [統合] > [ドキュメン
ト] に移動します。

2. [キーワード] 検索タブをクリックします。

3. Monitor が複数の Integration Server を使⽤するように設定されている場合は、[サーバ] 選
択ボックス (検索パネルの上) を使⽤して、検索するサーバを指定します。

[サーバ] 選択ボックスは、デフォルトで、現在のユーザが最後に指定したサーバになりま
す。現在のユーザがサーバを選択していない場合は、My webMethods Server 管理者が [シ
ステムの設定内容] ページで設定したデフォルトサーバが使⽤されます。

4. テキストボックスに、検索するドキュメントの名前に含まれるキーワードを入力します。た
とえば、次のように指定します。

webMethods Broker (廃止) に存在する完全なドキュメント名 (たとえば、
wm::is::OrderProcess::Implementation::CanonicalOrder)

Integration Server に存在する完全なドキュメント名 (たとえば、
OrderProcess.Implementation:CanonicalOrder)。
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指定したキーワードを含むすべてのドキュメントを選択するための部分的なドキュメン
ト名 (たとえば、OrderProcess)。

Note:
ドキュメントがUniversalMessagingを介して送信された場合、ドキュメントはIntegration
Serverに存在しているため、パブリッシュ可能なドキュメントタイプの完全修飾名を検索
します。パブリッシュ可能なドキュメントタイプと関連付けられた Universal Messaging
チャネル名は、検索することができません。

キーワードの指定方法の詳細については、『Working with My webMethods』を参照してく
ださい。

表⽰権限を持つ、ログに記録されたすべてのドキュメントを (最大⾏設定まで) 表⽰するに
は、テキストボックスを空白のままにします。

5. [検索] をクリックします。

高度な検索を使用したログに記録されたドキュメントの検索
詳細な条件を指定してログに記録された特定のドキュメントを検索するには、高度な検索を使⽤
します。

Note:
検索で大文字と小文字が区別されるかどうかは、データを取得するために Monitor で発⾏さ
れるクエリーが、データの取得先のデータベース(たとえば、Oracle、DB2またはSQLServer)
でどのように処理されるかによって決まります。

高度な検索を使用してログに記録されたドキュメントを検索するには

1. My webMethods で、[ナビゲーション] > [アプリケーション] > [監視] > [統合] > [ドキュメン
ト] に移動します。

2. [高度な検索] 検索タブをクリックします。

3. Monitor が複数の Integration Server を使⽤するように設定されている場合は、[サーバ] 選
択ボックス ([検索] パネルの上) を使⽤して、検索するサーバを指定します。[サーバ] 選択
ボックスは、デフォルトで、現在のユーザが最後に指定したサーバになります。現在のユー
ザがサーバを選択していない場合は、My webMethods Server 管理者が [システムの設定内
容] ページで設定したデフォルトサーバが使⽤されます。

4. 以下の表を使⽤して、検索条件を指定します。検索を特定のフィールドに基づいて実⾏しな
い場合は、フィールドを空白のままにします。
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説明フィールド

検索するドキュメントの完全な名前または部分的な名前
(wm::is::OrderProcess::Implementation::CanonicalOrder、OrderProcessな
ど)

[ドキュメント
名]

Note:
[高度な検索]検索タブの⼀番上にあるラベルのないテキストボックスおよ
び[ドキュメント名]フィールドには、どちらも検索するドキュメントの完
全な名前または部分的な名前を指定します。これら2つのフィールドの⼀
方のみ使⽤します。

検索するドキュメントの完全な ID または部分的な ID。検索をドキュメント
IDに基づいて実⾏しない場合は、空白のままにします。ドキュメントをパブ

[ドキュメント
ID]

リッシュするときに、ドキュメントをパブリッシュするwebMethods Broker
(廃止) または Integration Server によって ID が⽣成されます。

検索するドキュメントに関連付けられた完全なクライアント ID または部分
的なクライアントID。複数のクライアントに関連付けられているドキュメン

[クライアント
ID]

トを検索するには、部分的なクライアント ID を使⽤します。[クライアント
ID] に対して指定する値は、検索するドキュメントのタイプによって異なり
ます (次の [タイプ] フィールドを参照)。

webMethods Broker (廃止) ID の形式は、Broker@host:port (たとえば、
CustOps@qatest07:6849、または部分的な ID CustOps) です。

webMethods Broker (廃止) クライアントの ID の形式は、
clientprefix_folder1.folder2.foldern_trigger (たとえば、
smitha_documenthistory.history.
triggers_MsgHistoryWithNoResServiceTrigger、または部分的なID smitha)
です。

Note:
webMethods Broker (廃止) を介して送信されたドキュメントタイプを
サブスクライブしているwebMethodsメッセージングトリガーには、
webMethods Broker (廃止) 上に対応するクライアントがあります。

UniversalMessagingから受信したインダウトドキュメントには、クライ
アント ID はありません。My webMethods では、検索結果のクライアン
ト ID に NA と表⽰されます。

検索するドキュメントのタイプ (たとえば、[Broker (廃止)]、[インダウト]、
[再試行回数を超過]など)。複数のタイプを選択するには、Ctrlキーを押しな
がら各タイプを選択します。

[タイプ]

指定内容検索するドキュメントのタイプ

ドキュメントをログに記録した
webMethods Broker (廃止) の ID

Broker(廃止)
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説明フィールド

webMethods Broker (廃止) を介して送
信されたドキュメントを検索する場合、

インダウト

ドキュメントを最初に処理したトリガー
の webMethods Broker (廃止) クライア
ント ID を指定します。

Note:
UniversalMessagingを介して送信さ
れたドキュメントには、クライアン
ト ID がありません。

元の宛先の webMethods Broker (廃止)
クライアントの IDwebMethods メッ

デリバー時に失敗/再試⾏回数の超過
が発⽣した場合の [失敗] および [再
試行回数を超過] セージングトリガーの場合、クライア

ント ID は、webMethods Broker (廃止)
接続エイリアスのクライアントプリ
フィックスにトリガー名を追加した値
です。

Integration Server がドキュメントを最
初に抽出しようとしたトリガーに関連

抽出中にエラーが発⽣した場合の[失
敗] ドキュメント

付けられているwebMethods Broker (廃
止) クライアントの ID

Note:
パブリケーション中に失敗した [失敗] および [再試行回数を超過] ドキュ
メントの場合、検索するクライアント ID はありません。

ドキュメントのデータが最後にログに記録された日時に基づいてドキュメン
トを検索します。[範囲] リストから事前定義済みの期間を選択することも、

[範囲]

カレンダーピッカーを使⽤して [開始日] および [終了日] を指定し、リスト
から時間と分の数字を選択することもできます。

Note:
検索結果をMywebMethodsワークスペースに追加する場合、事前定義済
みの期間を使⽤すると、ワークスペースの検索結果には、現在の日付との
相対で(たとえば、昨日など)データが動的に表⽰されます。厳密な開始日
と終了日を使⽤する場合、検索結果には、現在の日付に関係なく、使⽤す
る特定の日付のデータが常に含まれます。

5. [検索条件]リストで、すべての検索条件に⼀致するドキュメントを検索するには、[すべて一
致] を選択します。いずれかの検索条件に⼀致するドキュメントを検索するには、[いずれか
に一致] を選択します。

6. [検索] をクリックします。
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ドキュメントの詳細情報の表示
Monitor によって [ドキュメント] ページの検索結果に表⽰されたドキュメントの詳細情報を確
認することができます。検索結果で、詳細を表⽰するドキュメントを探し、[詳細の表⽰] を
クリックします。[ドキュメントの詳細] ページが表⽰されます。

[ドキュメント情報] パネルには、以下のようなドキュメントを識別する情報が表⽰されます。

ドキュメントの完全修飾名と ID、およびドキュメントがログに記録された日時。

ドキュメントのタイプ (つまり、[webMethods Broker (廃止)]、[失敗]、[インダウト] または
[再試⾏回数を超過])。

webMethods Broker (廃止) ドキュメントの場合、パブリッシュするwebMethods Broker (廃
止) の ID。

webMethods Broker (廃止)から受信したインダウトドキュメント、デリバーまたは抽出中に
失敗したドキュメント、および再試⾏回数の上限を超えたためデリバーできなかったドキュ
メントの場合、対象となる受信側のクライアント ID。

パブリッシュ中に失敗したドキュメント、および再試⾏回数の上限を超えたためパブリッ
シュできなかったドキュメントでは、クライアント ID は表⽰されません。

UniversalMessagingから受信したインダウトドキュメントの場合、Integration Serverによっ
てドキュメントに割り当てられたメッセージ ID (または UUID)、および Integration Server
で監査サブシステムによって自動的に⽣成されたドキュメント ID。

Note:
Universal Messagingから受信したインダウトドキュメントには、クライアント IDはあり
ません。[ドキュメントの詳細] ページでは、検索結果のクライアント ID に NA と表⽰さ
れます。

ドキュメントが webMethods Broker (廃止) によってログに記録された場合、webMethods
Broker (廃止) がドキュメントを最初にエンキューした (最初のサブスクライバーのキューに
追加した) 日時。

[コントロールアクション]パネルには、以下のようなドキュメントの再サブミットに関連する情
報が表⽰されます。

ドキュメントを再サブミットしたユーザのユーザ名、およびドキュメントが再サブミットさ
れた日時

webMethodsBroker (廃止)ドキュメントの場合、ドキュメントがデリバーされたwebMethods
Broker (廃止)(Monitor を搭載した Integration Server の接続先のwebMethods Broker (廃止))

ドキュメントの再サブミット
ドキュメントを再サブミットすると、Monitorによってドキュメントの新しいインスタンスがロ
グに記録され、その新しいインスタンスについて、再サブミットに関するすべてのデータがログ
に記録されます。

50 webMethods Monitor ユーザガイド 10.11

4 ドキュメントの監視



最初にフィールドを編集せずにドキュメントを再サブミットするには、ドキュメントを検索し、
検索結果でドキュメントの横にあるチェックボックスをオンにして [再サブミット] をクリック
します。

ドキュメントのフィールドを編集してから再サブミットするには、ドキュメントを検索し、検索
結果でドキュメントの[詳細の表⽰] をクリックして[ドキュメントの編集]を選択します。[ド
キュメントの詳細]ページで、フィールドを更新し、[保存] をクリックして [再サブミット] をク
リックします。

Important:
[ドキュメントの詳細]ページを終了した場合、変更は保持されないため、このページから再サ
ブミットする必要があります。

Monitor は、以下の表に⽰す各ドキュメントタイプを再サブミットします。

Monitorドキュメント

Monitor を搭載した Integration Server の接続先の webMethods Broker (廃止)
にドキュメントをパブリッシュします。

webMethods
Broker (廃止)

ドキュメントを最初に処理したトリガーにドキュメントをデリバーします。インダウト

[失敗] デリバー中に失敗: ドキュメントを元の宛先の webMethods Broker (廃止)
クライアントにデリバーします。

パブリケーション中に失敗: Monitor を搭載した Integration Server の接続
先の webMethods Broker (廃止) にドキュメントをパブリッシュします。

抽出中に失敗: Integration Serverがドキュメントの抽出を最初に試⾏した対
象のトリガーにドキュメントをデリバーします。

[再試⾏回数を
超過]

デリバー中に超過: ドキュメントを元の宛先の webMethods Broker (廃止)
クライアントにデリバーします。

パブリケーション中に超過: Monitor を搭載した Integration Server の接続
先の webMethods Broker (廃止) にドキュメントをパブリッシュします。
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[プロセスインスタンス] ページの使用
My webMethods の [プロセスインスタンス] ページ ([ナビゲーション] > [アプリケーション] >
[監視] > [ビジネス] > [プロセスインスタンス]) では、ログに記録されたプロセスインスタンス
データを検索することができます。キーワードの入力または高度な検索条件の定義により、検索
できます。またこのページのために、次のような検索オプションを設定できます。

ページを最初に開いたときに表⽰する検索タブを指定します。

ページを最初に開いたときに実⾏する検索を指定します (ある場合)。

検索結果表⽰を定義します。結果のソート、最大表⽰⾏数の定義、表⽰列の定義を実⾏でき
ます。

作成した検索の検索条件は保存できるため、再構築しなくても保存済みの検索を再実⾏できま
す。また検索結果を My webMethods の ワークスペースに追加できます。

これらのすべてのタスクの手順については、PDF パブリケーション『Working with My
webMethods』を参照してください。

キーワードを使用したプロセスインスタンスの検索
プロセスインスタンスモデル名およびプロセスインスタンス ID と比較するキーワード検索語を
指定することで、現在の日付でログに記録されたプロセスインスタンスデータを検索できます。

Important:
検索で大文字と小文字が区別されるかどうかは、データを取得するために Monitor で発⾏さ
れるクエリーが、データの取得先のデータベース(たとえば、Oracle、DB2またはSQLServer)
でどのように処理されるかによって決まります。

キーワード検索を使用してプロセスインスタンスデータを検索するには

1. My webMethods で、[ナビゲーション] > [アプリケーション] > [監視] > [ビジネス] > [プロセ
スインスタンス] を選択します。

2. [キーワード] 検索タブをクリックします。

3. Monitor が複数の Integration Server を使⽤するように設定されている場合は、[サーバ] 選
択ボックスを使⽤して、検索するサーバを指定します。

Note:
[サーバ]選択ボックスは、デフォルトで、現在のユーザが最後に指定したサーバになりま
す。現在のユーザがサーバを選択していない場合は、MywebMethods Server管理者が[シ
ステムの設定内容] ページで設定したデフォルトサーバが使⽤されます。

4. [キーワード] フィールドにキーワード検索語を入力します。キーワード検索は、使⽤可能な
プロセスインスタンスの [プロセス名] や [プロセスインスタンス ID] フィールドと指定され
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た検索語を比較して、⼀致するプロセスインスタンスで、ユーザに表⽰権限が与えられたプ
ロセスインスタンスをすべて返します (設定された最大結果数に達するまで)。

表⽰権限を持つすべてのプロセスインスタンスを返す場合は、[キーワード] フィールド
を空白のままにします。

ワイルドカード文字として * を使⽤します。

完全に⼀致する語句の検索には " " を使⽤します。

完全⼀致語句の外側では、スペース文字は論理演算子の AND として認識されます。

5. [検索] をクリックします。オプション: [保存済み] タブで検索条件を維持するには、[保存] を
クリックします。

高度な検索を使用したプロセスインスタンスの検索
特定のプロセスインスタンスを検索するには、高度な検索を使⽤して複数の条件を指定します。

Important:
検索で大文字と小文字が区別されるかどうかは、データを取得するために発⾏されるクエリー
が、データの取得先のデータベース (Oracle、DB2または SQL Server など)でどのように処理
されるかによって決まります。

高度な検索を使用してログに記録されたプロセスインスタンスデータを検索するには

1. My webMethods で、[ナビゲーション] > [アプリケーション] > [監視] > [ビジネス] > [プロセ
スインスタンス] を選択します。

2. [高度な検索] 検索タブをクリックします。

3. Monitor が複数の Integration Server を使⽤するように設定されている場合は、[サーバ] 選
択ボックスを使⽤して、検索するサーバを指定します。

Note:
[サーバ]選択ボックスは、デフォルトで、現在のユーザが最後に指定したサーバになりま
す。現在のユーザがサーバを選択していない場合は、MywebMethods Server管理者が[シ
ステムの設定内容] ページで設定したデフォルトサーバが使⽤されます。

4. [高度な検索]タブには、[キーワード]フィールドがあります。操作の詳細については、54ペー
ジの「キーワードを使⽤したプロセスインスタンスの検索」を参照してください。

5. 次のフィールドを使⽤して、追加の検索条件を指定します。
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選択項目フィールド

[すべて] (デフォルト)を選択するか、すべての使⽤可能なプロセスモデルの
スクロール可能なリストから 1 つ以上のモデルを選択します。複数のエン
トリを選択するには、Ctrl キーを押しながら各名前を選択します。

[プロセス]

webMethods 実⾏プロセスモデルの場合、[プロセス] リストのエントリに
は、プロセスモデル名に加えて、モデルバージョンがprocess_model_name
- process_model_version の形式で指定されています。

[すべて] (デフォルト)を選択するか、1つ以上の状態値を選択します。複数
の状態を検索するには、Ctrl キーを押しながら各状態を選択します。

[状態]

定義済みのオプションのいずれかを選択します。[フィルタ対象]

[最終更新日時]をクリックすると、プロセスインスタンスデータが最後
にログに記録された日時に基づいてプロセスインスタンスが検索されま
す。

[開始日]をクリックすると、プロセスインスタンスの開始日に基づいて
プロセスインスタンスが検索されます。

次のいずれかのオプションを指定して、検索のデータ範囲を指定します。[日付範囲]

[日付範囲] リストで、[すべて] (デフォルト) を選択するか、ドロップダ
ウンリストから定義済み日付範囲のいずれかを選択します。

カレンダーピッカーを使⽤して、[開始日]および[終了日]フィールドで
カスタム日付範囲を指定し、[時刻]フィールドに開始時刻と終了時刻を
指定します。

6. [検索条件] リストで、以下を選択します。

すべての検索条件に⼀致するプロセスインスタンスを検索するには、[すべて一致] を選
択します。

いずれかの検索条件に⼀致するプロセスインスタンスを検索するには、[いずれかに一致]
を選択します。

7. [検索] をクリックします。オプション: [保存済み] タブで検索条件を維持するには、[保存] を
クリックします。

Note:
検索を[保存済み]タブに保存する際に、厳密な開始日と終了日を指定すると、検索結果に
は、現在の日付に関係なく、使⽤する特定の日付のデータが常に含まれるようになるので
注意してください。この状態を避けるには、[日付範囲]リストで、定義済みの相対的な日
付範囲 (たとえば、[前日]、[前週]) を選択して保存済み検索を作成します。

プロセスインスタンス検索オプションのカスタマイズ
[検索] パネルの [オプション] タブでは、検索設定をカスタマイズできます。
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プロセスインスタンスの検索オプションをカスタマイズするには

1. My webMethods で、[ナビゲーション] > [アプリケーション] > [監視] > [ビジネス] > [プロセ
スインスタンス] を選択します。

2. [オプション] タブをクリックします。

3. 以下のいずれか、またはすべての手順に従います。

デフォルトで表⽰される検索タブを指定します ([キーワード]、[高度な検索]、[保存済
み]、または [保存済み - 詳細])。

目的の保存済み検索を指定します。この選択では、少なくとも 1 つの保存済み検索が存
在している必要があります。それ以外の場合、リストは空白になります。

[プロセスインスタンス] ページが開かれたときに選択した保存済み検索を自動的に実⾏
するかどうかを指定します。

4. 以下のいずれかを⾏います。

検索結果として返されるプロセス数を制限するには、[最大結果数] フィールドに値を入
力します。または、

すべての検索結果を返すには、[最大値なし] チェックボックスをオンにします。このオ
プションを選択するときは、十分に注意してください。多くのプロセスを実⾏している
システムの場合、応答時間がかなり遅くなる可能性があります。

5. [保存] をクリックします。

プロセスインスタンスの詳細情報の表示
プロセスモデルインスタンスの詳細情報を表⽰するには、以下の手順に従います。

プロセスインスタンスの詳細情報を表示するには

1. My webMethods で、[ナビゲーション] > [アプリケーション] > [監視] > [ビジネス] > [プロセ
スインスタンス] を選択します。

2. 表⽰するプロセスモデルを検索します。手順については、54 ページの「キーワードを使⽤
したプロセスインスタンスの検索」および 55 ページの「高度な検索を使⽤したプロセスイ
ンスタンスの検索」を参照してください。

3. 検索結果で、処理するプロセスインスタンスを探し、[詳細] 列でプロセスインスタンスの詳
細アイコン をクリックします。
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プロセスインスタンスの状態について
[プロセスインスタンス]ページには、各プロセスインスタンスの⼀般的な状態アイコンと状態テ
キストが表⽰されます。状態アイコンは以下のとおりです。

Note:
この節で説明されている状態定義は、webMethods 実⾏プロセスおよび外部実⾏プロセスに
適⽤されます。統合プロセスでは、同じ状態テキスト値([完了]、[待機中]など)が表⽰されま
すが、ユーザが作成したサービスによって統合プロセス状態が設定されます。そのため、ユー
ザが作成したサービスの状態定義は、webMethods 製品スイートによって定義されているも
のとは異なる可能性があります。

次の表に、⼀般的な状態アイコンとその説明を⽰します。

説明意味アイコ
ン

プロセスインスタンスは、実⾏されているか、または中断やエラーなし
で実⾏されています。

正常

プロセスインスタンスは、⼀時停止、停止、または実⾏されていますが
1 つ以上のステップが実⾏エラーになっています。

統計的異常

プロセスインスタンスは完了しましたが、1つ以上のステップが実⾏エ
ラーになっています。

規定外

次の表に、状態テキストと、その意味を⽰します。

意味プロセスの状態

プロセスが正常に完了しました ( )。または、プロセスが完了しました
が、1 つ以上のステップにランタイムエラーが発⽣しました ( )。

[完了]

1つ以上のステップが実⾏エラーになったためプロセスインスタンスが停
止したか、プロセスインスタンスが追跡されなくなって情報が失われま
した。

[失敗]

親プロセスが失敗したプロセスインスタンスを制御します。親プロセス
は、失敗したプロセスインスタンスの通知を受信し、実⾏を継続します。

[失敗 (エスカレート
済み)]

親プロセスが応答を待機しなくなるため、この状態のプロセスインスタ
ンスを再サブミットすることはできません。

プロセスインスタンスの実⾏が⼀時停止されましたが、現在は再開され
ています。

[再開]

実⾏中のプロセスインスタンスが実⾏時に新しいプロセスモデルのバー
ジョンに更新されたことを⽰します。プロセスバージョンが更新される

[改訂済み]

と、実⾏プロセスインスタンスの状態は、前の状態に関係なく自動的に
[改訂済み] に変更されます。
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意味プロセスの状態

プロセスが開始しましたが、まだ完了していないステップがあります。
の状態アイコンは、1つ以上のステップにランタイムエラーが発⽣してい
る可能性があることを⽰します。

[開始]

プロセスインスタンスが停止またはキャンセルされました。[停止]

プロセスの実⾏が⼀時停止されました( )。この状態は、外部(BAMのみ)
プロセスには適⽤されません。

[一時停止]

プロセスが⼀時停止された後、再開されました。この状態は、外部(BAM
のみ) プロセスには適⽤されません。

[再開]

プロセスインスタンスの詳細情報
[プロセスインスタンスの詳細]ページを使⽤すると、プロセスインスタンスに関する最も重要な
情報を 1 箇所で表⽰できます。次のボタンがあります。

[前へ] および [次へ]これらのボタンを使⽤すると、[プロセスインスタンス] ページに戻らず
に検索結果にリストされているプロセスインスタンス間を移動できます。

[リフレッシュ]使⽤可能な最新のプロセスデータでページを更新します。

[閉じる][プロセスインスタンスの詳細] ページを閉じて [プロセスインスタンス] ページに戻
ります。

[プロセスインスタンスの詳細] ページには、以下の情報とコントロールがあります。

[プロセスインスタンス情報]

[プロセスインスタンス情報]ウィンドウには、以下の表のようなプロセスインスタンスを識別す
る情報が表⽰されます。

説明フィールド

プロセスインスタンスに関連付けられているプロセスモデルの名前。[プロセス]

プロセスインスタンスに使⽤されるモデルバージョンの名前。このフィールド
は、webMethods 実⾏プロセスにのみ適⽤されます。

[モデルバー
ジョン]

プロセスインスタンスの開始日時。[開始日時]

プロセスインスタンスの状態が最後に変更された日時。[最終更新日時]

プロセスインスタンスの⼀意の識別子。プロセスインスタンスIDが複数の部分
(たとえば、2 つ以上の異なる注文システムからの注文番号) で構成されている
場合は、各部分に対して⾏が 1 つずつ作成されます。

[インスタンス
ID]

親プロセスインスタンスの⼀意の識別子 (該当する場合)。他のインスタンスに
開始されたインスタンスにのみ提供されます。

[親インスタン
ス ID]
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説明フィールド

プロセスインスタンスがサブミットされた回数。[インスタンス
の繰り返し]

プロセスインスタンスの状態。詳細については、58ページの「プロセスインス
タンスの状態について」を参照してください。

[状態]

プロセスインスタンスがアクティブだった時間の長さ。経過時間は、プロセス
インスタンスの以下の状態に基づいて計算されます。

[経過時間]

アクティブプロセスインスタンスが実⾏中だった時間の長さ。[経過時間]
は、現在のシステム時刻からプロセスインスタンスの開始時刻を引くこと
で計算されます。

非アクティブプロセスインスタンスがアクティブだった時間の長さ。[経過
時間]は、プロセスインスタンスが非アクティブになった時刻からプロセス
インスタンスの開始時刻を引くことで計算されます。

タイムアウトまたは停止プロセスインスタンスがアクティブだった時間の
長さ。[経過時間]は、キャンセルまたはタイムアウト操作が発⽣した時刻か
らプロセスインスタンスの開始時刻を引くことで計算されます。

Note:
並列に実⾏される手順では、[経過時間] には重複する実⾏時間は含まれ
ません。

これらのボタンは、プロセスインスタンスの実⾏時 (状態が [完了] ではない場
合) にのみ使⽤できます。

ボタン:

[更新]プロセスインスタンスが実⾏中で、新しいバージョンのソースプロセ
スモデルが有効になっている場合に使⽤できます。これにより、実⾏中の
インスタンスが更新され、残りのプロセスでは、新たに有効になったモデ
ルバージョンが使⽤されます。詳細については、79ページの「プロセスイ
ンスタンスの新しいモデルバージョンへの更新」を参照してください。

[⼀時停止]/[再開]クリックすると、プロセスインスタンスが⼀時停止または
再開されます。

[停止]クリックすると、プロセスインスタンスが停止します。

プロセスステージタイムライン

[プロセスステージタイムライン]ウィンドウでは、ステージアクティビティと状態が時系列で視
覚的に表現されます。ステージのタイムライン情報を表⽰するには、webMethods Optimize for
Process をインストールする必要があります。

Note:
プロセスにステージが含まれていない場合、またはwebMethods Optimize for Processがイン
ストールされていない場合、このウィンドウは縮小されて、タイトルバーのみが表⽰されま
す。このウィンドウは展開することができません。
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Note:
プロセスステージのログ記録はすぐには実⾏されません。したがって、ステージインスタン
スが変化した後で、[ステージタイムライン]ウィンドウにこのステージの状態が表⽰されるま
で、最大 5 分の遅れが出ることもあります。たとえば、実⾏した直後にプロセスインスタン
スを表⽰すると、初めのうちはステージがまだ開始されていないと表⽰されることがありま
す。[プロセスステージタイムライン] ウィンドウを更新するには、[プロセスインスタンスの
詳細] ページで [リフレッシュ] ボタンをクリックします。詳細については、『webMethods
BPM Process Development Help』で「Building and Uploading」の章にある「About Process
Generation and Stage Status Display」を参照してください。

デフォルトではすべての状態のステージが表⽰され、ステージ状態の表⽰チェックボックスが⽰
されます。

表⽰されるステージのリストは、ステージの状態チェックボックスをオフにして絞り込むことが
できます。オフにすると、その状態のステージが表⽰から除外されます。特定の状態のステージ
を表⽰するには、対応するチェックボックスをオンにします。

Note:
列名をクリックすると、その列の並べ替えのコントロールがアクティブになります。

次の表では、ステージのリストが提供する情報について説明します。

説明列

ステージの現在の状態。[完了]、[実⾏中]、[未完了]、または [未開始]。[状態]

ステージに割り当てられた名前。[ステージ名]

サイクル時間は、ステージの状態に基づいています。サイクル時間

[完了]開始から完了までステージの実⾏にかかった時間。

[実行中]ステージが実⾏を開始してから経過した時間。

[未完了]ステージの実⾏開始から、完了以外の何らかの理由(たとえば、
ステップの失敗またはプロセスの⼀時停止など) で実⾏停止になるまで
の時間。実⾏中ではあるが、何らかの理由でプロセスが停止している場
合、ステージは未完了の状態になります。プロセスインスタンスに終了
しない分岐がある場合、通常のプロセス実⾏でもこの状態になることが
あります。

[未開始]サイクル時間は表⽰されません。

ステージで違反があった場合にのみ偏差が計算されます。+/- 0の値は偏差
がないことを⽰します。定義した条件に違反したステージには、アラーム
アイコン が表⽰されます。

[偏差]

偏差の時間は、サイクル時間とステージに定義された条件式を比較するこ
とで計算されます。条件に < を指定している場合、サイクル時間が指定さ
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説明列

れた時間を超過すると、ステージに違反があったことになります。条件に
> を指定している場合、サイクル時間が指定された時間よりも短いと、ス
テージに違反があったことになります。次に例を⽰します。

条件式が「< 2 秒」であり、ステージが 3 秒で完了した場合、偏差は 1
秒になり、ステージに違反があったことになります。

条件式が「>2時間」であり、ステージが1時間30分で完了した場合、
偏差は -30 分になり、ステージに違反があったことになります。

次のように追加的なステージ情報を取得できます。

ステージリストで⾏の上にカーソルを移動するか、チャート領域でステージの色付きバーに
カーソルを移動すると、次の情報とともに、ステージの名前と説明が表⽰されます。

[状態]: ステージの現在の状態。

[開始マイルストーン]: ステージが開始するプロセス内の位置。

[終了マイルストーン]: ステージが終了するプロセス内の位置。

[SLA の条件]: ステージの条件式で指定された予想実⾏時間。

[違反時に追跡を停止]:このオプションが選択されているかどうかを⽰します([はい]また
は [いいえ])。

ステージリストで⾏をクリックすると、次のすべてが実⾏されます。

[プロセスダイアグラム] ウィンドウには、ステージの開始マイルストーン と終了マイ
ルストーン が表⽰されます。[プロセスダイアグラム]には、いつでも1つのステージ
のみが表⽰されきます。別の⾏をクリックすると、別のステージのマイルストーンが表
⽰されます。

Note:
ステージに対して [違反時に追跡を停止] オプションをオンにしており、そのステージ
で違反が発⽣した場合、ステージの追跡がすべて停止されて、プロセス内に残ったす
べてのステージが [未完了] としてマークされます。この場合、プロセスダイアグラム
では、ステージ内のステップが [完了] と表⽰されている⼀方で、これらを含むステー
ジが [未完了] と表⽰されることがあります。これは、予期される動作です。

[ステップサマリ] リストをフィルタリングして、ステージのサイクル時間内に実⾏され
たステップのみ表⽰します。ステップの実⾏時間がステージのサイクル時間に含まれる
場合、ステージの開始/終了マイルストーンのステップとは異なる経路にあるステップも
含まれます。

[ログに記録されるフィールド]リストをフィルタリングして、フィルタリングされた[ス
テップサマリ]リストに表⽰されるステップのログに記録されたフィールドのみ表⽰しま
す。
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[プロセスステージタイムライン] ウィンドウで [選択のクリア] をクリックすると、マイ
ルストーンアイコンが非表⽰になり、すべてのプロセスステップが[ステップサマリ]ウィ
ンドウに表⽰され、ログに記録されたすべてのフィールドが[ログに記録されるフィール
ド] ウィンドウに表⽰されます。

チャートに対して時間の単位を設定するには、[時間単位] リストで [年]、[月]、[週]、[日]、
[時]、[分] のいずれかを選択します。

[プロセスダイアグラム]

[プロセスダイアグラム] ウィンドウには、Designer で設計されたプロセスモデルのイメージが
表⽰されます (webMethods 実⾏プロセスモデルまたは外部実⾏プロセスモデルのイメージが使
⽤可能な場合)。統合プロセスにはモデルが存在しないため、Monitor には統合プロセスのプロ
セスダイアグラムは表⽰されません。

Note:
Internet Explorer を使⽤して GWT (Google Web Toolkit) でレンダリングされたプロセスモデ
ルを表⽰している場合、ブラウザのバージョンに応じて My webMethods Server で互換性の
設定を調整する必要があります。この項目の詳細情報、およびプロセスモデルのレンダリン
グの⼀般的な情報については、112ページの「プロセスモデルのレンダリングについて」を参
照してください。

イメージには、実⾏された、または現在実⾏されているステップの横の状態アイコンが含まれま
す。

ダイアグラムを右クリックして、次のメニューコマンドを使⽤すると、ダイアグラムのサイズや
ラベルの表⽰を変更できます。

[画面に合わせる]プロセスモデルダイアグラム全体を画面のサイズに合わせます。ダイアグ
ラムのサイズを100%に戻すには、[元に戻す] をクリックします。また画面の左側にあるス
ライダを使⽤すると、拡大/縮小レベルを調整することができます。

[移行ラベルの非表示] または [移行ラベルの表示]このメニューコマンドでは、プロセス内の
イベントまたはステップの間で、移⾏の⾏に表⽰されるラベルを表⽰/非表⽰にすることが
できます。

[移行の説明の表示] または [移行の説明の非表示]このメニューコマンドでは、移⾏の説明を
表⽰/非表⽰にすることができます。説明が定義されておらず、[移行の説明の表示]がオンに
なっている場合、移⾏式のラベルが表⽰されます。このオプションは[移⾏式の表⽰]または
[移行式の非表示] とは相互排他的になっています。

[移行式の表示]または[移行式の非表示]このメニューコマンドでは、移⾏式を表⽰/非表⽰に
することができます。このオプションは[移⾏の説明の表⽰]または[移⾏の説明の非表⽰]と
は相互排他的になっています。

[移行の式/説明ラベルの切り捨て] または [移行の式/説明ラベルの展開]このメニューコマン
ドでは、完全または部分的なラベルの説明を切り替えることができます。
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[ステップサマリ]

[ステップサマリ]ウィンドウには、プロセスインスタンス内のステップの実⾏に関する情報が表
⽰されます。

Note:
[プロセスステージタイムライン] ウィンドウのリスト領域でステージを選択することで、ス
テップのリストをステージ別にフィルタリングすることができます。

次の表では、[ステップサマリ] ウィンドウに含まれるフィールドについて説明します。

説明フィールド

ステップの名前。[ステップ名]

ステップの実⾏が開始した日時。[開始日時]

ステップが最後に更新された日時。[最終更新日時]

再サブミットを含め、プロセスインスタンスが実⾏された回数。外部実⾏プロ
セスの場合は、この値は常に 1 です。

[インスタンス
の繰り返し]

以下の結果としてステップが実⾏された回数。[ステップの繰
り返し]

このステップのダウンストリームへの移⾏。これにより、1回のプロセス実
⾏の間にステップが複数回実⾏されます。

プロセスの再サブミットによるステップの再実⾏。

サブプロセスステップや呼び出しアクティビティステップなどの標準ループ⽤
に設定できるステップにのみ適⽤されます。ステップでループの繰り返しが実

[ループの繰り
返し]

⾏されるのは、そのステップのループ条件が設定され、その条件が満たされた
場合のみです。

Note:
ステップは、ループ条件が満たされなくなるまで2回以上ループできます。
ループの繰り返しごとに個別の⾏が存在します。ステップの繰り返しがイン
クリメントされると、ループの繰り返しカウントがリセットされ、再び1か
ら始まります。

ステップの状態。詳細については、71 ページの「プロセスインスタンスのス
テップの状態について」を参照してください。

[状態]

ステップの実⾏に要した時間の長さ。[経過時間]

このステップの実⾏時に実⾏されたwebMethods被参照プロセスまたはBPMN
呼び出し可能プロセス。

[被参照プロセ
ス]

[子インスタンス..]をクリックすると、[ステップの子インスタンス]ウィンドウ
が表⽰されます。このウィンドウには、表⽰されたステップのすべての子プロ
セスインスタンスの詳細についてリストが表⽰されます。

64 webMethods Monitor ユーザガイド 10.11

5 プロセスの監視



説明フィールド

ステップの詳細を表⽰するには、[詳細] 列でステップの詳細アイコン をク
リックします。また、分析しているプロセスの場合、KPIサマリアイコン を
クリックして KPI 情報を表⽰することもできます。

[詳細]

[コントロールアクション]

[コントロールアクション]ウィンドウには、コントロールアクション(つまり、⼀時停止、再開、
再サブミットまたは停止)がwebMethods実⾏プロセスインスタンスに対して実⾏された場合に
のみ、次のような情報が表⽰されます。

説明フィールド

コントロールアクションが実⾏された日時[日時]

プロセスインスタンスに対して実⾏されたアクション (⼀時停止、再開、再サ
ブミットまたは停止)

アクション

プロセスのインスタンス ID[インスタンス
の繰り返し]

ステップの名前。[ステップ名]

ステップが実⾏された回数[ステップの繰
り返し]

プロセスインスタンスが実⾏されているサーバ[サーバ ID]

プロセスインスタンスに関連付けられているユーザ[ユーザ]

[アクティビティメッセージ]

[アクティビティメッセージ]ウィンドウに情報が表⽰されるのは、プロセスインスタンスでサー
ビスが実⾏され、ユーザ定義メッセージがログに記録された場合のみです。

次の表では、このウィンドウのフィールドについて説明します。

説明フィールド

アクティビティメッセージがログに記録された日時[日時]

アクティビティメッセージをログに記録したステップの名前[ステップ名]

メッセージタイプ ([情報]、[デバッグ]、[エラー] または [警告])[エントリタイ
プ]

メッセージの短縮バージョン[簡易メッセー
ジ]

webMethods Monitor ユーザガイド 10.11 65

5 プロセスの監視



説明フィールド

メッセージの完全バージョン[詳細メッセー
ジ]

[ログに記録されるフィールド]

[ログに記録されるフィールド] ウィンドウに情報が表⽰されるのは、プロセスインスタンスに
よってカスタムフィールドのランタイム値がログに記録された場合のみです。カスタムログフィー
ルドは、Designer でプロセスを作成さするときに指定します。

Note:
[プロセスステージタイムライン]ウィンドウのリスト領域でステージを選択することで、ログ
フィールドのリストをステージ別にフィルタリングすることができます。

次の表では、このウィンドウのフィールドについて説明します。

説明フィールド

カスタムフィールドがログに記録された日時[日時]

カスタムフィールドをログに記録したステップの名前[ステップ名]

再サブミットを含め、プロセスインスタンスが実⾏された回数。外部実⾏プロ
セスの場合は、この値は常に 1 です。

[インスタンス
の繰り返し]

以下の結果としてステップが実⾏された回数。[ステップの繰
り返し]

このステップのダウンストリームへの移⾏。これにより、1回のプロセス実
⾏の間にステップが複数回実⾏されます。

プロセスの再サブミットによるステップの再実⾏。

サブプロセスステップや呼び出しアクティビティステップなどの標準ループ⽤
に設定できるステップにのみ適⽤されます。ステップでループの繰り返しが実

[ループの繰り
返し]

⾏されるのは、そのステップのループ条件が設定され、その条件が満たされた
場合のみです。

Note:
ステップは、ループ条件が満たされなくなるまで2回以上ループできます。
ループの繰り返しごとに個別の⾏が存在します。ステップの繰り返しがイン
クリメントされると、ループの繰り返しカウントがリセットされ、再び1か
ら始まります。

[入力] は、ステップへの入力として渡された値がログに記録されることを⽰し
ます。[出力] は、ステップの出力パイプライン値がログに記録されたことを⽰
します。

[入力/出力]

ログに記録されたカスタムフィールドの名前。[フィールド名]

ログに記録されたカスタムフィールドの値。[フィールド値]
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[プロセスエラー]

[プロセスエラー]ウィンドウには、プロセスインスタンスのエラー情報が表⽰されます。プロセ
スインスタンス全体のエラーのみがここに表⽰されます。ステップエラーは [プロセスステップ
の詳細] ページに表⽰されます。詳細については、70 ページの「プロセスステップの詳細情報
の表⽰」を参照してください。

次の表では、このウィンドウのフィールドについて説明します。

説明フィールド

エラーが発⽣した日時。[日時]

発⽣したエラーのタイプ。以下に、典型的なエラーをいくつか⽰します。[エラー]

[プロセスタイムアウト]プロセスが完了する前にタイムアウトしました。

[ステップタイムアウト] ステップが完了前にタイムアウトになりました。

[再試行回数を超過]ステップが、定義された最大回数よりも多く実⾏されま
した。

[シーケンス異常]実⾏しようとしたステップのシーケンスが間違っていま
す。

[ランタイムエラー]プロセスインスタンスで、正常な完了を妨害するランタ
イムイベント (たとえば、アカウントの検証の失敗) が発⽣しました。

エラーメッセージのテキスト。エラーがランタイムエラーの場合 (たとえば、
実⾏時にアカウントが拒否された場合)、この列には、ランタイムエラーコード
も表⽰されます。

[エラーメッ
セージ]

プロセスインスタンスで実⾏されているいずれかのサービスによってスローさ
れた例外メッセージの全文。

[メッセージの
詳細]

例外をスローしたサービスの名前。[サービス名]

以下の結果としてステップが実⾏された回数。[ステップの繰
り返し]

このステップのダウンストリームへの移⾏。これにより、1回のプロセス実
⾏の間にステップが複数回実⾏されます。

プロセスの再サブミットによるステップの再実⾏。

エラーに関連付けられているステップの名前。[ステップ名]

webMethods 実⾏プロセスまたは統合プロセスの場合、エラーが発⽣したサー
バの ID。

[サーバ ID]

外部実⾏プロセスエラーではサーバ ID を使⽤できません。
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プロセスインスタンス内のユーザタスクの優先順位の設定
MywebMethodsのMonitorユーザインタフェースを使⽤して、選択したプロセスインスタンス
内のユーザタスクの優先順位を設定できます。プロセスインスタンスのユーザタスクの優先順位
を設定するときは、まだ完了していないすべてのユーザタスクに対して優先順位が設定されま
す。

プロセスインスタンス内のユーザタスクの優先順位を設定するには

1. My webMethods Server で [アプリケーション] > [監視] > [ビジネス] > [プロセスインスタン
ス] を選択します。

2. [詳細] 列でプロセスインスタンスの をクリックします。

3. [プロセスインスタンス情報]パネルで、[ユーザタスクの優先順位を更新]をクリックします。

Monitor に [ユーザタスクの優先順位を更新] ウィンドウが表⽰されます。

4. 現在のプロセスインスタンスのユーザタスクの優先順位を以下のいずれかのオプションから
選択します。

[非常に高い]

[高い]

[中程度]

[低い]

[なし]

5. [適用] をクリックします。

ユーザタスクの ID と更新後の優先順位を⽰すツールチップが表⽰されます。

プロセスインスタンスのパスの予測
MywebMethodsのMonitorユーザインタフェースを使⽤して、プロセスインスタンスのパスの
予測をチェックできます。パスの予測は、Optimize によって収集される集約された履歴データ
に基づいていて、分析が有効になっている現在実⾏中のプロセスインスタンスに対して使⽤でき
ます。

プロセスインスタンスの詳細を表⽰して、予測パスを選択し、そのパスについて次の見積データ
を表⽰できます。

[完了見積時間] 予測パスが採⽤される場合の完了見積時間。

[完了パーセンテージ] 選択した予測パスの [平均パスサイクル時間]に基づくプロセスインス
タンスの完了見積パーセンテージ。
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[平均パスサイクル時間] 予測パスの平均時間。予測パスの集約された平均ステップ時間に基
づいて計算されます。

[平均プロセスサイクル時間] 完了済みのプロセスインスタンスの平均実⾏時間。完全に完了
していないプロセスインスタンスは、平均サイクル時間では考慮されません。

[パス頻度] 履歴データのサンプルに基づく予測パスが採⽤される頻度。

完了見積時間データは、そのステップ 1 つに対してではなく、プロセスインスタンス全体に対
して表⽰されます。見積は大量の履歴サンプルに基づくため、完了済みのプロセスインスタンス
の数が増加すると、見積の精度も向上します。

パスの予測機能は、完了済みのプロセスインスタンスに基づいて見積を提供するためにOptimize
を使⽤します。Optimizeには、プロセスおよびステップの統計メトリクスを計算するためのモー
ドがあります。このモードは、Optimize Analytic Engine の [Monitor Behavior Settings] によっ
て管理されます。この設定には、3 つの操作モードがあります。

すべての曜日 (all): すべての曜日が同じ平均の対象になります。

平日と週末 (work): 平日と週末がそれぞれ別の平均の対象になります。

曜日別 (day): 曜日ごとに独自の平均を使⽤します。

統計間隔の詳細については、『Administering webMethods Optimize』を参照してください。

予測パスの見積データをチェックするときは、Optimize の操作統計モードを考慮する必要があ
ります。たとえば、今日が火曜日で Optimize の統計モードが「曜日別 (day)」の場合、見積は
火曜日に完了した過去のプロセスインスタンスに基づきます。

Note:
Optimize Analytic Engine は 1日が終わってからプロセスおよびステップのメトリクスを計算
するため、平均には現在の日付のプロセスインスタンスは含まれません。

プロセスインスタンスのパスの予測を見積もるためのシステム設
定

プロセスインスタンスのパスの予測を使用するようにシステムを設定するには

1. [My webMethods] > [システムの設定内容] > [サーバ] で、以下のサーバ環境のいずれかを選
択します。

BAM

BPM および BAM

2. [ビジネス] > [ビジネスプロセス] で編集するプロセスを開き、[プロセスの詳細]タブで [分析
の有効化] チェックボックスをオンにして、プロセスで分析を有効にします。

3. Designer の [Process Development] で、プロセスを開きます。
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4. [Properties] タブで、[ランタイム] をクリックします。

5. [QoS (サービス品質)] セクションで、[最小のログレベル] を [2 - エラーのみ] 以上に設定しま
す。

予測パスの見積データの表示

プロセスインスタンスの見積データ予測パスを表示するには

1. My webMethods Server で [アプリケーション] > [監視] > [ビジネス] > [プロセスインスタン
ス] を選択します。

2. [詳細] 列でプロセスインスタンスの をクリックします。

3. [プロセスダイアグラム] パネルで、[オン] ラジオボタンをクリックして [パスの予測] を有効
にします。

Monitor でプロセスダイアグラムの左側に [パスの予測] バーが表⽰されます。

4. [パスの予測] バーでいずれかの点をクリックし、プロセスインスタンスの予測パスを表⽰し
ます。

予測パスは、デフォルトで最も⼀般的から最も⼀般的でない順に並べ替えられます。並べ替
えのタイプはドロップダウンリストから変更できます。

5. [パス情報]ポップアップウィンドウで、[統計を表示]をクリックすると、予測パスの見積デー
タが表⽰されます。

見積データを表⽰する予測パスを選択すると、パスがハイライト表⽰されます。これは、パスの
さまざまな部分が完了なのか(青色のハイライト)未完了なのか(黒色のハイライト)を⽰します。
予測パスは常に順次であり、並列パスは考慮されません。

プロセスステップの詳細情報の表示
[プロセスインスタンスの詳細]ページで、[ステップサマリ]領域にリストされている各ステップ
の詳細情報を表⽰できます。

プロセスインスタンス内のステップの詳細情報を表示するには

1. My webMethods で、[ナビゲーション] > [アプリケーション] > [監視] > [ビジネス] > [プロセ
スインスタンス] を選択します。

2. 表⽰するステップを含むビジネスプロセスインスタンスを検索します。

3. 検索結果で、処理するプロセスインスタンスを探し、[詳細] 列で をクリックします。
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4. [プロセスインスタンスの詳細] ページの [ステップサマリ] 領域で、表⽰するステップを探
し、[ 詳細] 列で をクリックします。

Note:
アイコンは、サブプロセスまたは呼び出しアクティビティのループの繰り返しを⽰す⾏

には使⽤できません。使⽤可能な追加情報がないためです。

プロセスインスタンスの状態が [再サブミット] または [⼀時停止] で、表⽰されているステップ
の入力パイプラインがログに記録されている場合は、[パイプラインの表示]をクリックしてパイ
プラインを表⽰できます。

プロセスインスタンスのステップの状態について
[プロセスインスタンスの詳細]ページには、プロセスインスタンス内におけるステップの実⾏の
状態情報が表⽰されます。

[プロセスダイアグラム]ページでは、現在実⾏中のステップと完了したステップの横に状態アイ
コンが表⽰されます。

次の表に、これらのアイコンを⽰します。

意味アイコ
ン

ステップは実⾏されています。

ステップは正常に完了しました。

ステップが失敗しました。

ステップは待機しています (たとえば、外部ドキュメントを受信するため)。

[ステップサマリ]領域には、各プロセスステップの⼀般的な状態アイコンと状態テキストが表⽰
されます。

⼀般的な状態アイコンは以下の表のとおりです。

説明意味アイコ
ン

ステップは、実⾏されているか、または中断やエラーなしで実⾏されて
います。

正常

プロセスインスタンスが⼀時停止または停止されたか、ステップが実⾏
されていますがエラーが発⽣した可能性があります。

統計的異常

ステップが失敗しました。または完了しましたが、実⾏エラーが発⽣し
ました。

規定外

状態テキストは以下の表のとおりです。
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意味状態

ステップの処理が完了しました。[完了]

イベントが完了する前に、イベントのプロセスモデルのステップに対して
指定された時間が経過しました。たとえば、結合条件で要求されるドキュ

[期限切れ]

メントが到着する前に、結合条件に対して設定されている時間が経過しま
した。

1 つ以上のエラーが発⽣したためステップが停止したか、ステップが追跡
されなくなり、情報が不足しています。

[失敗]

ステップの実⾏が、指定されている回数よりも多く試⾏されました。[再試行回数を超過]

ステップの結合定義に不備があります。つまり、予想された⼀部の移⾏が
まだ達成されていません。

[不十分な結合]

ステップが開始しましたが、完了していません。[開始]

ステップが停止しました。[停止]

ステップがイベントの発⽣を待機しています。たとえば、ステップがドキュ
メントの到着を待機している可能性があります。

[待機中]

割り込みの境界イベントにより、ステップが中断されています。[割り込み]

サブプロセス内のステップの表示
通常、各サブプロセスには 1 つ以上のステップが含まれます。サブプロセスを標準ループ⽤に
設定した場合は、ループ情報も使⽤できます。

サブプロセス内のステップを表示するには

1. My webMethods で、[ナビゲーション] > [アプリケーション] > [監視] > [ビジネス] > [プロセ
スインスタンス] を選択します。

2. 57 ページの「プロセスインスタンスの詳細情報の表⽰」の説明に従って、処理するサブプ
ロセスを含むプロセスインスタンスの詳細情報を表⽰します。

3. [ステップサマリ] 領域で、表⽰するサブプロセスを検索し、サブプロセス名の横にある展開
アイコン をクリックします。サブプロセス内のステップがテーブルに表⽰されます。

サブプロセスがループ⽤に設定されていない場合は、プロセスのステップごとにテーブ
ルエントリを使⽤できます。

サブプロセスが標準ループ⽤に設定されたBPMNサブプロセスの場合は、サブプロセス
の各ループ繰り返しが個別のテーブルエントリとして表⽰されます。サブプロセスの繰
り返しの横にある展開アイコン をクリックすると、そのループの繰り返し中にプロセ
スの各ステップのステップサマリ情報が表⽰されます。
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Note:
親サブプロセスのステップの繰り返しがインクリメントされると、ループの繰り返し
カウントがリセットされ、再び 1 から始まります。

4. 子サブプロセスが含まれるサブプロセスにも展開アイコンが表⽰されます。表⽰するステッ
プが見つかるまでサブプロセスを展開し続けます。

Tip:
テーブル内のすべてのサブプロセスインスタンスを展開したり縮小したりするには、[ステッ
プ名] 列のタイトルの横にある展開アイコンをクリックします。

Note:
この展開可能/縮小可能表⽰は、廃止されたwebMethodsサブプロセスには使⽤できません。
この場合、すべてのステップエントリは、テーブルの最上位レベルでのみ使⽤できます。

呼び出しアクティビティステップの表示
呼び出しアクティビティステップは、現在のプロセスの外部にある別のプロセスモデルのインス
タンスを開始し、状況に応じて、その被参照プロセスの結果を現在のプロセスのパイプラインに
組み込みます。呼び出しアクティビティを標準ループ⽤に設定した場合は、ループ情報も使⽤で
きます。

呼び出しアクティビティの結果を表示するには

1. My webMethods で、[ナビゲーション] > [アプリケーション] > [監視] > [ビジネス] > [プロセ
スインスタンス] を選択します。

2. 57 ページの「プロセスインスタンスの詳細情報の表⽰」の説明に従って、処理するサブプ
ロセスを含むプロセスインスタンスの詳細情報を表⽰します。

3. [ステップサマリ] 領域で、詳細を表⽰する呼び出しアクティビティを探します。

呼び出しアクティビティがループ⽤に設定されていない場合は、呼び出しアクティビティ
のステップサマリ情報を含むテーブルエントリが Monitor に表⽰されます。

呼び出しアクティビティが標準ループ⽤に設定されている場合は、呼び出しアクティビ
ティの各ループ繰り返しが個別のテーブルエントリとして Monitor に表⽰されます。呼
び出しアクティビティの繰り返しの横にある展開アイコン をクリックすると、その
ループの繰り返し中に各被参照プロセスのステップサマリ情報が表⽰されます。

Note:
呼び出しアクティビティのステップの繰り返しがインクリメントされると、ループの
繰り返しカウントがリセットされ、再び 1 から始まります。

4. 次の 2 つの方法のいずれかで、被参照プロセスの詳細を表⽰できます (詳細からは、内部の
ステップサマリ情報を表⽰できる)。

[ステップサマリ] ウィンドウで、[被参照プロセス] 列のリンクをクリックします。
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[プロセスダイアグラム] ウィンドウで、被参照プロセスステップ内にある + アイコンを
クリックします。

親プロセスに戻るには、被参照プロセスの [プロセスの詳細] ページで [閉じる] ボタンをク
リックします。

プロセスステップの詳細情報
[プロセスステップの詳細]ページを使⽤すると、プロセスステップに関する最も重要な情報を1
箇所で表⽰できます。次のボタンがあります。

[閉じる][プロセスステップの詳細] ページを閉じて [プロセスインスタンスの詳細] ページに
戻ります。

ステップ監視のさまざまな項目の情報については、以下のトピックを参照してください。

77 ページの「サブプロセス詳細情報について」

77 ページの「サブプロセスおよび呼び出しアクティビティの経過時間について」

[プロセスステップの詳細] ページには、以下の情報とコントロールがあります。

[プロセスインスタンス情報]

[プロセスインスタンス情報]ウィンドウには、[プロセスインスタンスの詳細]ページと同じ情報
が表⽰されます。

[ステップ情報]

[ステップ情報] ウィンドウには、選択したステップの情報が表⽰されます。ここに表⽰される
データは、[ステップサマリ] ウィンドウに表⽰される情報とほぼ同じです。

次の表に追加情報を⽰します。

説明列

ステップが実⾏されたサーバのタイプが表⽰されます。webMethods 実⾏
プロセスの場合、この値は Process Engine です。

[サーバタイプ]

実⾏中のサーバのホスト名とポート番号が表⽰されます。たとえば、
my.integration.server:5555 です。

[サーバ ID]

webMethods 実⾏プロセスの場合に、ステップで実⾏されたサービスが表
⽰されます (ステップがフローステップの場合)。この⾏は、サービス以外
のステップまたは外部実⾏プロセスの場合は表⽰されません。

[呼び出されたサー
ビス]

webMethods 実⾏プロセスに含まれたタスクステップの場合、ステップを
実⾏したタスクが表⽰されます。この⾏は、タスク以外のステップまたは
外部実⾏プロセスの場合は表⽰されません。

[タスクの詳細]
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再サブミットのためにステップを有効にすると、[ステップ情報]ウィンドウで次のボタンが使⽤
可能になります。

[パイプラインをファイルに保存]パイプラインがログに記録される場合、このボタンでパイ
プラインデータの表⽰や、ファイルへの保存を実⾏できます。

[パイプラインの編集]再サブミットの前にパイプラインデータを変更できます。

[再サブミット]プロセスインスタンスを再サブミットしてそのステップで実⾏を開始します。

これらのボタンの使い方の詳細、および再サブミットの⼀般的な情報については、80 ページの
「プロセスインスタンスおよびプロセスステップの再サブミットについて」を参照してくださ
い。

[ステップの履歴]

[ステップの履歴]ウィンドウでは、ステップの実⾏に応じて、ステップの状態の変化がリストで
表⽰されます。したがって、ステップのアクティビティを追跡することができます。

次の表では、このウィンドウのフィールドについて説明します。

説明フィールド

特定の状態に関して記録された日時が表⽰されます。[日時]

ステップに関してログに記録された各状態が表⽰されます。[状態]

ユーザインタラクション⽤のwebMethods Task Engineを含むwebMethods
実⾏プロセスの場合に、このステップの状態に関連付けられているユーザ
が表⽰されます。外部実⾏プロセスの場合、この列は空です。

[ユーザ]

ユーザインタラクション⽤のwebMethods Task Engineを含むwebMethods
実⾏プロセスの場合に、このステップの状態に関連付けられている役割が
表⽰されます。外部実⾏プロセスの場合、この列は空です。

[ロール]

[コントロールアクション]

[コントロールアクション] ウィンドウには、コントロールアクションが webMethods 実⾏プロ
セスステップに対して実⾏された場合にのみ、次のような情報が表⽰されます。

説明フィールド

コントロールアクションが実⾏された日時[日時]

プロセスステップで実⾏されたアクションアクション

プロセスステップアクションに関連付けられているユーザ (ユーザによって適
⽤される場合)

[ユーザ]

プロセスステップが実⾏されたサーバ[サーバ ID]
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[アクティビティメッセージ]

[アクティビティメッセージ]ウィンドウに情報が表⽰されるのは、プロセスインスタンスでサー
ビスが実⾏され、ユーザ定義メッセージがログに記録された場合のみです。

次の表では、このウィンドウのフィールドについて説明します。

説明フィールド

アクティビティメッセージがログに記録された日時[日時]

メッセージタイプ ([情報]、[デバッグ]、[エラー] または [警告])[エントリタイ
プ]

メッセージの短縮バージョン[簡易メッセー
ジ]

メッセージの完全バージョン[詳細メッセー
ジ]

[ログに記録されるフィールド]

[ログに記録されるフィールド] ウィンドウに情報が表⽰されるのは、プロセスインスタンスに
よってカスタムフィールドのランタイム値がログに記録された場合のみです。カスタムログフィー
ルドは、Designer でプロセスを作成さするときに指定します。

次の表では、このウィンドウのフィールドについて説明します。

説明フィールド

カスタムフィールドがログに記録された日時[日時]

ログに記録されたカスタムフィールドの名前。[フィールド名]

ログに記録されたカスタムフィールドの値。[フィールド値]

[ステップエラー]

[ステップエラー]ウィンドウには、ステップの実⾏時に発⽣したエラーの情報が表⽰されます。

次の表では、このウィンドウのフィールドについて説明します。

説明フィールド

エラーが発⽣した日時。[日時]

発⽣したエラーのタイプ。たとえば、PRT.STEP.FAILEDです。⼀部のエラーが
[エラータイプ] に含まれないことがあります。

[エラータイプ]
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説明フィールド

エラーメッセージのテキスト。[エラーメッ
セージ]

サブプロセス詳細情報について

Software AG Designer の Process Development パースペクティブでプロセスモデルを作成する
場合は、1つ以上のサブプロセスをモデルに追加できます。さらに、サブプロセスをサブプロセ
スに追加したり、必要な数のレベルをネストしたりできます。他のステップと同様に、[ステッ
プサマリ]領域にサブプロセスステップの詳細情報を表⽰できます。通常、各サブプロセスには
1つ以上のステップが含まれます。サブプロセスを標準ループ⽤に設定した場合は、ループ情報
も使⽤できます。

Note:
サブプロセスステップを webMethods 被参照プロセスステップまたは BPMN 呼び出しアク
ティビティステップと混同しないでください。被参照プロセスおよび BPMN 呼び出し可能プ
ロセスは、[ステップサマリ] 領域の [被参照プロセス] 列にプロセスモデル名が表⽰されてい
る別のプロセスモデルを実⾏します。

サブプロセス内のステップを表⽰するには、72 ページの「サブプロセス内のステップの表⽰」
を参照してください。

サブプロセスおよび呼び出しアクティビティの経過時間について

[ステップサマリ] 領域には [経過時間] 列があり、ステップの実⾏にかかった時間の長さが表⽰
されます。この値は、以下のようにアクティビティの実⾏時間を表します。

サブプロセスの場合は、サブプロセス内のステップすべての実⾏時間

呼び出しアクティビティの場合は、呼び出し可能プロセスの実⾏時間

したがって、サブプロセスまたは呼び出しアクティビティの経過時間が、サブプロセス内のス
テップすべての経過時間の合計または呼び出し可能プロセスの経過時間と等しくなるのが当然と
思われます。

ただし、経過時間は、実際には内部オブジェクトの合計よりも長くなることがあります。これ
は、サブプロセスまたは呼び出しアクティビティの経過時間には、通信時間およびネットワーク
の待ち時間により発⽣した短い転送遅延時間も含まれるためです。

さらに、動的参照プロセスのサービス pub.prt.SubprocessModelの WaitForSubprocess 値が
falseに設定されている場合、親の呼び出しアクティビティステップは、子インスタンスが開始
されるとすぐに終了と表⽰されます。したがって、そのステップ繰り返しの経過時間は、最初は
非常に短くなっています。子インスタンスが完了すると、経過時間の値が子インスタンスの実際
の経過時間に変わります。Monitorによって、ステップの開始レコードから最後のレコードまで
の経過時間が計算されます。

動的な参照プロセス方式を使⽤して子モデルの複数のインスタンスを開始する場合、経過時間の
値は、すべての子の経過時間の総計ではなく、実⾏された子インスタンスの最も長い経過時間を
表します。
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プロセスインスタンスの KPI データの表示
webMethods Optimize for Process を使⽤する場合、キーパフォーマンスインジケータ (KPI) を
作成して、プロセスインスタンスのクリティカルな成功要因を測定できます。たとえば、受注管
理プロセスの場合、受信した注文の数、注文金額、および注文が正常に処理されたかどうかに関
する KPI を定義します。

Optimize for Process では、各 KPI に対してデータが作成および保存されます。KPI 値を表⽰し
て、その値が時間の経過に従ってどのように変化したかを確認できます。KPI の詳細について
は、webMethods Optimize User’s Guideを参照してください。

プロセスインスタンスに関連付けられている KPI データを表示するには

1. 54ページの「キーワードを使⽤したプロセスインスタンスの検索」および55ページの「高
度な検索を使⽤したプロセスインスタンスの検索」の説明に従って、KPI データを表⽰する
プロセスインスタンスを検索します。

2. 検索結果で、処理するプロセスインスタンスを探し、[詳細] 列で KPI サマリアイコン を
クリックします。

プロセスステップに関連付けられている KPI データの表示
[プロセスインスタンスの詳細] ページの [ステップサマリ] 領域で、プロセスインスタンスの特
定のステップに関連付けられている KPI データを表⽰できます。KPI の詳細については、
webMethods Optimize User’s Guideを参照してください。

プロセスインスタンス内のステップに関連付けられている KPI データを表示するには

1. My webMethods で、[ナビゲーション] > [アプリケーション] > [監視] > [ビジネス] > [プロセ
スインスタンス] を選択します。

2. 57 ページの「プロセスインスタンスの詳細情報の表⽰」の説明に従って、処理するプロセ
スインスタンスの詳細情報を表⽰します。

3. [プロセスインスタンスの詳細] ページの [ステップサマリ] 領域で、表⽰するステップを探
し、[KPI サマリ] をクリックします。

プロセスインスタンスの停止、一時停止または再開
プロセスインスタンスに以下のアクションを適⽤できます。

プロセスインスタンスの実⾏を永久に停止します。[完了]、[失敗]、[失敗 (エスカレート済
み)]または [停止]状態のプロセスインスタンスを除くすべてのプロセスインスタンスを停止
できます。
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プロセスインスタンスを⼀時停止して、実⾏を⼀時的に停止します。[完了]、[失敗]、[失敗
(エスカレート済み)] または [⼀時停止] 状態のプロセスインスタンスを除くすべてのプロセ
スインスタンスを⼀時停止できます。

現在⼀時停止されているプロセスインスタンス(つまり、状態が[⼀時停止]のプロセス)を再
開します。

Note:
MywebMethodsでは、webMethods実⾏プロセスインスタンスのみを停止、⼀時停止または
再開できます。

プロセスインスタンスを停止、一時停止または再開するには

1. My webMethods で、[ナビゲーション] > [アプリケーション] > [監視] > [ビジネス] > [プロセ
スインスタンス] を選択します。

2. 57 ページの「プロセスインスタンスの詳細情報の表⽰」の説明に従って、処理するプロセ
スインスタンスの詳細情報を表⽰します。

3. [プロセスインスタンスの詳細] ページで、必要に応じて [停止]、[一時停止] または [再開] を
クリックします。

プロセスインスタンスの新しいモデルバージョンへの更新
プロセスモデルを更新して新しいバージョンを作成し、そのモデルの現在実⾏されているインス
タンスのいずれかまたはすべてを更新し、それらが新しいバージョンで開始されるようにするこ
ともできます。以下のように更新できます。

実行中のすべてのインスタンス新しいプロセスモデルバージョンを有効にするときに、プロ
ンプトに応答して実⾏中のすべてのインスタンスを更新します。詳細については、102ペー
ジの「プロセスモデルバージョンの有効化および無効化」を参照してください。

1 つのインスタンス以下の手順で説明するように、[プロセスインスタンスの詳細] ページの
[更新] ボタンをクリックして、1 つのインスタンスを更新します。

実⾏中のインスタンスを更新すると、そのインスタンスは、実⾏する次のステップから、新しい
バージョンの使⽤を開始します。

Important:
新しいバージョンが、インスタンスでそれまで使⽤されていたバージョンと互換性を持って
いない場合、プロセスインスタンスは失敗することになります。たとえば、新しいインスタ
ンスに、インスタンスで実⾏すべき次のステップが含まれていない場合、そのインスタンス
は失敗する可能性があります。

プロセスモデルバージョンの新規作成の詳細については、『webMethods BPM Process
Development Help』のトピック「Working with Process Version」を参照してください。

プロセスインスタンスを新しいモデルバージョンに更新するには
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1. My webMethods で、[ナビゲーション] > [アプリケーション] > [監視] > [ビジネス] > [プロセ
スインスタンス] を選択します。

2. 57 ページの「プロセスインスタンスの詳細情報の表⽰」の説明に従って、アップグレード
するプロセスインスタンスの情報を表⽰します。

3. [プロセスインスタンスの詳細] ページの [プロセスインスタンス情報] 領域で、[更新] をク
リックします。

Monitor によって、前の状態に関係なく、プロセスインスタンスの状態が [改訂済み] に変更さ
れます。

プロセスインスタンスおよびプロセスステップの再サブミットに
ついて
Monitorで再サブミット機能を使⽤すると、失敗したプロセスインスタンスの修復および再実⾏
や、完了したプロセスインスタンスの再実⾏を⾏うことができます。webMethods実⾏プロセス
のみを再サブミットできることに注意してください。

再サブミット機能で重要となる要素は、再サブミットを⾏う前に、プロセスインスタンス内でス
テップと関連付けられたパイプラインを編集する機能です。この機能は、失敗の原因となってい
るパイプラインデータを変更する場合に役立ちます。

[プロセスインスタンス] ページには、プロセスインスタンスを再サブミットするための [一番近
いステップの再サブミット]と [一番古いステップの再サブミット]の 2つのボタンがあります。
これらのボタンは、適⽤可能な条件が存在する場合にのみアクティブになります。次の段落で説
明するように、プロセスの再サブミット要求に対するシステムの具体的な動作は、クリックする
ボタンと、プロセス、ステップおよびモデルの状態に応じて異なります。

Note:
再サブミットボタンおよび関連付けられているテーブルチェックボックスは、Integration
Server (IS) が使⽤可能な場合にのみ表⽰されます。

Note:
再サブミットボタンおよび関連付けられているテーブルチェックボックスは、Integration
Server (IS) が使⽤可能な場合にのみ表⽰されます。

[ナビゲーション] > [アプリケーション] > [監視] > [ビジネス] > [プロセスインスタンス] ページか
ら、1つ以上のプロセスインスタンスを再サブミットできます。ほとんどの場合、対象のタイム
フレーム内の適切な状態のプロセスを見つけるために、検索機能を使⽤する必要があります。次
の段落で説明されている要因と選択した再サブミットボタンに応じて、適切なステップから再サ
ブミットされたプロセスの実⾏が開始されます。

[完了]状態のプロセスは、次のように、プロセスに再サブミット可能なステップがあるかどうか
に基づいて再サブミットされます。

再サブミット可能なステップがあるプロセスは、いずれかのボタンを使⽤して再サブミット
できます。いずれの場合も、プロセスインスタンスの実⾏が再度開始されます。

80 webMethods Monitor ユーザガイド 10.11

5 プロセスの監視



再サブミット可能なステップがないプロセスは再サブミットできません。いずれのボタンを
クリックしても影響はありません。

再サブミット可能なステップがあるものの元の実行時にそのステップが実行されなかったプ
ロセスは再サブミットできません。いずれのボタンをクリックしても影響はありません。

[⼀時停止中] 状態のプロセスは、[一番近いステップの再サブミット] または [一番古いステップ
の再サブミット] のボタンをクリックすると、⼀時停止された時点から再開されます。⼀時停止
されたプロセスのステップを再サブミットすると、最初に webMethods Monitor によってプロ
セスが再開されてから、要求されたステップから、⼀時停止されたプロセスが再サブミットされ
ます。

[失敗] 状態のプロセスインスタンスは、次の優先順位で再サブミットされます。

[一番近いステップの再サブミット] ボタンをクリックすると、失敗したステップが再サブ
ミット可能であるかどうかに基づいて次の処理が実⾏されます。

失敗したステップが再サブミット可能である場合、失敗したステップから、プロセスイ
ンスタンスの実⾏が再開されます。

失敗したステップが再サブミット可能でない場合、プロセスインスタンスの、失敗した
ステップに⼀番近い、以前に実⾏された再サブミット可能なステップの実⾏が開始され
ます。

失敗したステップが再サブミット可能でなく、以前に実⾏されたステップが存在しない
場合、アクションは実⾏されません。

[一番古いステップの再サブミット] ボタンをクリックすると、そのインスタンスの⼀連の処
理の再サブミット可能な最初のステップから、実⾏が開始されます。プロセスインスタンス
の再実⾏の要件を満たすステップがない場合、アクションは実⾏されません。

プロセスインスタンス内のステップを再サブミットすることで、プロセスインスタンスを再サブ
ミットします。再サブミットの手順は、プロセス内のステップの状態により異なります。

プロセスインスタンスの実⾏が始まる前に、最初に再サブミットのステップを有効にした場
合、[完了] 状態になっているプロセスインスタンスであれば、インスタンス内のどのステッ
プからでも再サブミットできます。

[失敗] 状態のプロセスインスタンスは、失敗したプロセスインスタンスステップから再サブ
ミットできます。失敗したステップは、再サブミットの実⾏が自動的に有効になります。失
敗時のパイプラインは、Process Engine により自動的にログに記録され、Monitor で使⽤可
能になります。手動での設定は不要です。[失敗 (エスカレート済み)] 状態のプロセスインス
タンスは、親プロセスが応答を待機しなくなるため、再サブミットできません。

プロセス再サブミットの有効化
Monitor をホストする Integration Server がメッセージング製品に接続されておらず、プロセス
モデルフラグメントがない場合に、プロセスを再サブミットするには、以下の手順に従います。

1. Integration Server Administratorでは、[パッケージ] > [管理]ページに移動して、WmMonitor
パッケージをクリックします。

webMethods Monitor ユーザガイド 10.11 81

5 プロセスの監視



2. [ローカル IS に再サブミットする] チェックボックスをオフにし、[サブミット] をクリック
し、パッケージを再ロードします。

プロセスインスタンスのサブミットの要件
完了したプロセスまたは失敗したプロセスの再サブミットには、以下の要件が適⽤されます。

webMethods 実⾏プロセスのみを再サブミットできる。[プロセスインスタンス] ページの⼀
番上にある [サーバ] リストで BPM または BPM/BAM サーバ環境を選択する必要がありま
す。

完了したプロセスの場合は、プロセスインスタンスの実⾏を開始する前に、プロセスインス
タンスを再サブミットするステップが、再サブミットに対して有効になっている必要があ
る。再サブミットの有効化の詳細については、105ページの「再サブミットのためのステッ
プの有効化と無効化」を参照してください。

98 ページの「プロセスモデルのログレベルについて」で説明しているように、インスタン
スが開始されたプロセスモデルのログレベルは、これらのステップの入力パイプラインのロ
グを記録するレベルに設定する必要がある。

プロセスインスタンスと、呼び出される被参照プロセスに対する、再サブミットの特権を
持っている必要がある。詳細については、23 ページの「ユーザへの Monitor へのアクセス
権の付与」および28ページの「ユーザが操作を実⾏できる監査データの指定」を参照して
ください。

Integration Serverを使⽤可能にする必要がある。再サブミットボタンおよび関連付けられて
いるテーブルチェックボックスは、この場合にのみ表⽰されます。

プロセスインスタンスをクラスタ化されていない環境のリモート Integration Server に再サ
ブミットするための適切な Integration Server ACL 設定がある。適切なACL設定がない場合
は、以下の手順に従います。

1. Integration Server Administrator を使⽤して ACL を作成します。[セキュリティ] > [アク
セスコントロールリスト] ページに移動し、新しい ACL を作成して、リモートサーバに
アクセスできるユーザグループを指定します。

2. [設定] > [リモートサーバ] > [エイリアスの作成] ページに移動し、前の手順で作成した
ACL を [実行 ACL] リストから選択してリモートサーバエイリアスを作成します。

Integration Serverがクラスタ化されている場合は、Monitorによってプロセスインスタンス
がホスト Integration Server に再サブミットされます。

実行時の再サブミットの動作
[再サブミット]ボタンをクリックした場合の動作は、プロセスインスタンス自体の状態によって
異なります。

[失敗]状態のプロセスインスタンスの場合、インスタンス内の失敗したステップを再サブミット
すると、次のように動作します。

プロセスインスタンスを [再サブミット] としてマークします。
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Monitor から渡されたパイプラインでステップを実⾏します。

プロセスインスタンスのインスタンスの繰り返しは変更しません。

再サブミットされるステップのステップ繰り返しをインクリメントします。

再サブミットの時点から、プロセスインスタンスの残りを実⾏します。

[完了]状態のプロセスインスタンスの場合、インスタンス内のステップを再サブミットすると、
次のように動作します。

プロセスインスタンスの完全に新しい繰り返しを作成します。

プロセスインスタンスの繰り返し回数をインクリメントします。

再サブミットの時点から、プロセスインスタンスの残りを実⾏します。

ステップからのプロセスの再サブミットおよびオプションのパイ
プライン情報の編集

プロセスインスタンスのステップを再サブミットし、オプションとしてパイプライン情報を
編集するには

1. My webMethods で、[ナビゲーション] > [アプリケーション] > [監視] > [ビジネス] > [プロセ
スインスタンス] を選択します。

2. 54ページの「キーワードを使⽤したプロセスインスタンスの検索」および55ページの「高
度な検索を使⽤したプロセスインスタンスの検索」の説明に従って、再サブミットするプロ
セスインスタンスを検索します。

3. 検索結果で、再サブミットするプロセスインスタンスを探し、[詳細] をクリックします。

Note:
プロセスインスタンスが複数の場所で失敗した場合、複数のステップを再サブミットし
て、インスタンスを正常に実⾏する必要があります。このような場合、再サブミットが必
要になっている各ステップで、再サブミットの手順を繰り返します。

4. [プロセスインスタンスの詳細]ページの [ステップサマリ]ウィンドウで、再サブミットする
ステップを探し、[.詳細] をクリックします。

Note:
この時点では、追加的な分析のために、ステップパイプラインデータを XML 形式で表⽰
または保存することができます。[パイプラインをファイルに保存] > [開く] をクリックし
てファイルを表⽰するか、[保存] > [OK] をクリックしてファイルを保存します。

5. [プロセスステップの詳細] ページでステップの入力パイプラインを編集するには

a. [ステップ情報] ウィンドウで、[パイプラインの編集] をクリックします。
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Important:
パイプラインを更新した後、⾏った変更は、[プロセスステップの詳細] ページを表⽰
している間だけ有効です。ページを終了した場合、⾏った変更は保存されません。再
サブミットの前にパイプラインを編集する場合は、編集を⾏ってから、プロセスステッ
プを即時に再サブミットする必要があります。

Note:
ステップの元の繰り返しのパイプラインは変更されません。Monitor では、ステップ
の新しい繰り返しで、更新されたパイプラインがログに記録されます。

b. [ステップの編集] ページで、変更する各フィールドについて、以下の操作を⾏います。

a. 変更するハイパーリンクフィールド値をクリックします。フィールドの値がアクティ
ブなハイパーリンクで表⽰されない場合は、フィールド値を変更できません。

b. フィールドの新しい値を指定します。

c. [OK] をクリックします。

d. 変更するすべてのフィールドを変更した後で、[保存] をクリックします。Monitorが
[プロセスステップの詳細] ページに戻ります。

6. [再サブミット] をクリックします。

再サブミットの使用事例
次の使⽤事例では、プロセスインスタンスを再サブミットする場合の最も⼀般的なシナリオを紹
介します。

未処理の例外

再サブミットの最も⼀般的な使⽤事例としては、プロセス内のステップが失敗して、そのステッ
プに対して例外ハンドラがなく、未処理の例外として報告された場合が挙げられます。未処理の
例外が発⽣した場合、ステップとプロセスインスタンスの両方がモニタで [失敗] としてマーク
され、失敗したステップのパイプラインが失敗の位置に保存されます。

失敗よりも前に実⾏していたプロセスに、その他の追跡が存在していた場合、論理的な停止位置
にインスタンスが達するまで、プロセスインスタンスは実⾏を続けます。

次に失敗したインスタンスとステップを探し、パイプラインを編集し、失敗したステップを再サ
ブミットすることができます。プロセスインスタンスは、変更されたパイプライン値を使⽤し
て、未処理の例外の位置から論理的な結論に至るまで実⾏を続けます。

処理済みの例外

この場合、プロセスモデルの実装には例外ハンドラが含まれます。たとえば、実⾏時にステップ
で失敗が発⽣した場合にエラーハンドラのシーケンスフローに移⾏する境界エラーイベントをモ
デル化することができます。これは、処理済みの例外と認識されます。
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再サブミット機能は、この場合に失敗したステップを再サブミットするために使⽤できます。た
だし、これは⼀般的なパターンではありません。例外ハンドラの目的は、ステップで失敗が発⽣
した場合にプロセスインスタンスの失敗を防止できるように、必要とされる論理的な処理を実⾏
することです。

言い換えると、例外ハンドラが適切に設計されており、期待どおりに機能している場合、通常
は、プロセスインスタンスを再サブミットする必要はありません。プロセスインスタンス内の失
敗したステップを例外ハンドラで再サブミットする必要がある場合、例外処理のロジックを変更
して、失敗の原因に正しく対応することをお勧めします。

再サブミットを有効にしたステップ

再サブミットは、失敗したステップに限定されていません。たとえば、失敗したプロセスインス
タンスを修復する場合、プロセスフロー内で、実際に失敗したステップよりも前の位置で、正常
に完了したステップを再サブミットすることができます。失敗したステップを正常に完了させる
には、それ以前の正常に完了したステップでパイプラインを編集する必要があります。

この操作は、再サブミットする完了済みのステップが、事前に再サブミットが有効になっていた
場合にのみMonitorで実⾏できます。プロセスインスタンスの実⾏前に、ステップの再サブミッ
トを有効にする必要があります。ステップの再サブミットを有効にするには、105ページの「再
サブミットのためのステップの有効化と無効化」を参照してください。

完了済みプロセスの再サブミット

あまり⼀般的ではありませんが、正常に完了したプロセスインスタンスの再サブミットもサポー
トされています。プロセスを正常に完了させることができる例外ハンドラステップがプロセスモ
デルに含まれている場合、正常に完了したプロセスにも、失敗したステップが含まれている可能
性があることに注意してください。この場合、失敗したステップでも、再サブミットが有効に
なっているその他のステップでも、該当する任意のステップを再サブミットすることができま
す。プロセスの完全に新しいインスタンスが開始され、再サブミットの位置から実⾏が開始され
ます。プロセスモデルによっては、プロセスの完了のために、複数のステップを再サブミットす
る必要があります。
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My webMethods でのプロセスモデル情報の検索
プロセスモデル情報は、My webMethods 内の次の場所で確認できます。

My webMethods の [ビジネスプロセス] ページ: [ナビゲーション] > [アプリケーション] > [管理]
> [ビジネス] > [ビジネスプロセス] を選択します。

[ビジネスプロセス] ページの使用
[ビジネスプロセス]ページにアクセスするには、[ナビゲーション] > [アプリケーション] > [管理]
> [ビジネス] > [ビジネスプロセス] を選択します。

[ビジネスプロセス] ページには、表⽰権限を与えられたすべてのプロセスモデルのリストが、
ページ分けをして表⽰されます。検索オプションによっては、最初の段階で、プロセスモデルリ
ストが空白になっていることもあります。

キーワードの入力または高度な検索条件の定義により、プロセスモデルを検索することができま
す。また、このページでは、次のような検索オプションを設定したり、次のようなアクションを
実⾏したりできます。

Note:
BAM のみのモードおよび BAM のみのプロセスモデルでは、インスタンスやしきい値ステー
タスに関する情報の表⽰およびプロセスモデルでの実⾏と分析の有効/無効の切り替えを⾏う
ことはできません。

ページを最初に開いたときに表⽰する検索タブを指定します。

ページを最初に開いたときに実⾏する検索を指定します (ある場合)。

検索結果表⽰を定義します。結果のソート、最大表⽰⾏数の定義、表⽰列の定義を実⾏でき
ます。

プロセスモデルダイアグラムを表⽰します。

これらの列でインスタンス数の上にマウスポインタを移動し、実⾏中のインスタンス、失敗
したインスタンス、その他のインスタンスについて情報を表⽰します。

プロセスインスタンスの数またはデータベース内のデータに基づいて、アーカイブポリシー
のしきい値を設定します。

プロセスモデルの実⾏および分析を有効または無効にします。

各プロセスモデルの詳細情報を表⽰します。また、ログレベルやプロセスステップの再サブ
ミットの可否など、プロセスモデルの⼀部の属性を変更します(93ページの「プロセスモデ
ル情報の表⽰と変更」を参照)。

作成した検索の検索条件は保存できるため、再構築しなくても保存済みの検索を再実⾏できま
す。また検索結果を My webMethods の ワークスペースに追加できます。

これらのすべてのタスクの手順については、PDF パブリケーション『Working with My
webMethods』を参照してください。
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[ビジネスプロセス]ページには、使⽤可能なプロセスモデルに関して、以下の情報が表⽰されま
す。

説明列

モデルが作成されたアプリケーションでプロセスモデルに割り当てられ
ている名前。93 ページの「プロセスモデル情報の表⽰と変更」で説明

[プロセス名]

しているように、各プロセスモデルの詳細情報を表⽰するには、リンク
をクリックします。プロセスモデルに 2 つ以上のバージョンがある場
合、このリンクをクリックすると、最新バージョンの情報が表⽰されま
す。

プロセス名の横にある展開アイコン をクリックすると、プロセスモ
デルのバージョンが表⽰されます(可能な場合)。モデルバージョンは、

[モデルバージョン]

webMethods 実⾏プロセスモデルに対してのみ適⽤されます。93 ペー
ジの「プロセスモデル情報の表⽰と変更」で説明しているように、各
バージョンの詳細情報を表⽰するには、リンクをクリックします。

Optimize に対して監視および分析のためにプロセスを使⽤可能にする
かどうかを⽰します。この列は、Optimize for Process がインストール

[分析]

されている場合にのみ使⽤可能です。詳細については、103ページの「プ
ロセスモデルの分析の有効化または無効化」を参照してください。

Note:
このフィールドは、webMethods 実⾏プロセスモデルと外部実⾏プ
ロセスモデルにのみ適⽤されます。統合プロセスの分析を有効にす
ることはできません。

分析を有効または無効にするプロセスモデルの⾏で、有効アイコン
または無効アイコン をクリックします。

Process Engineが、webMethods実⾏プロセスモデルのこのバージョン
を使⽤して新規プロセスインスタンスを開始するかどうかを⽰します。

[実行の有効化]

有効にできる webMethods 実⾏プロセスモデルのバージョンは⼀度に
1 つだけです。

このフィールドは、外部実⾏プロセスと統合プロセスには適⽤できませ
ん。詳細については、102ページの「プロセスモデルバージョンの有効
化および無効化」を参照してください。

実⾏を有効または無効にするプロセスモデルの⾏で、有効アイコン
または無効アイコン をクリックします。

プロセスモデルバージョンが少なくとも 1 つのプロセスインスタンス
に対して使⽤されているかどうかを⽰します。

[使用済み]

[Yes]プロセスモデルバージョンが少なくとも1回使⽤されました。

[No]プロセスモデルバージョンが⼀度も使⽤されませんでした。つ
まり、このモデルバージョンのインスタンスは 1 つも存在しませ
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説明列

ん。モデルのバージョンが⼀度も使⽤されていない場合は、そのモ
デルバージョンを削除できます。

[Unavailable]モデルバージョンのインスタンスのログ記録に使⽤さ
れたサーバが使⽤可能でないため、現在Monitorは使⽤状況情報を
提供できません。

プロセスモデルのインスタンス合計数が表⽰されます。[合計インスタンス]

インスタンスの合計数の上にマウスを移動すると、実⾏中、完了、失敗
およびその他のインスタンスについて統計が表⽰されます。

インジケータの色は、しきい値に基づいて異なります。

緑: 実⾏インスタンス数がしきい値の 1/4 より少ないとき

黄: 実⾏インスタンス数がしきい値の 1/4～3/4 であるとき

赤: 実⾏インスタンス数がしきい値の 3/4 より多いとき

インジケータは、そのプロセスに設定されたしきい値に基づき、インス
タンスをアーカイブするタイミングを⽰します。

プロセスモデルが Process Audit Log データベースコンポーネントで最
後に更新された日時。

[展開日]

キーワードを使用したプロセスモデルの検索
以下の項目に含まれる 1 つ以上キーワードを指定して、プロセスモデルを検索できます。

すべてのプロセスモデルタイプ: プロセスモデル名にキーワードが含まれているプロセスモ
デルは、すべて検索結果に表⽰されます。

webMethods実⾏プロセスモデルのみ:プロセスモデル名またはプロセスモデルの説明にキー
ワードが含まれているプロセスモデルは、すべて検索結果に表⽰されます。

Important:
検索で大文字と小文字が区別されるかどうかは、データを取得するために Monitor で発⾏さ
れるクエリーが、データの取得先のデータベース(たとえば、Oracle、DB2またはSQLServer)
でどのように処理されるかによって決まります。

キーワード検索を使用してプロセスモデルを検索するには

1. My webMethods で、[ナビゲーション] > [アプリケーション] > [管理] > [ビジネス] > [ビジネ
スプロセス] に進みます。

2. [キーワード] 検索タブをクリックします。
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3. Monitor が複数の Integration Server を使⽤するように設定されている場合は、[サーバ] 選
択ボックスを使⽤して、検索するサーバを指定します。

Note:
[サーバ]選択ボックスは、デフォルトで、現在のユーザが最後に指定したサーバになりま
す。現在のユーザがサーバを選択していない場合は、MywebMethods Server管理者が[シ
ステムの設定内容] ページで設定したデフォルトサーバが使⽤されます。

4. [キーワード] フィールドにキーワードを入力します。キーワード検索は、指定された検索語
と上記のフィールドを比較して (プロセスタイプに基づいて)、⼀致するすべてのプロセスモ
デルで、なおかつユーザに表⽰権限が与えられたプロセスモデルを返します (設定された最
大結果数に達するまで)。

表⽰権限を持つすべてのプロセスモデルを返す場合は、[キーワード] フィールドを空白
のままにします。

ワイルドカード文字として * を使⽤します。

完全に⼀致する語句の検索には " " を使⽤します。

完全⼀致語句の外側では、スペース文字は論理演算子の AND として認識されます。

5. [検索] をクリックします。オプション: [保存済み] タブで検索条件を維持するには、[保存] を
クリックします。

高度な検索を使用したプロセスモデルの検索
特定のプロセスモデルを検索するには、高度な検索を使⽤して複数の条件を指定します。

Important:
検索で大文字と小文字が区別されるかどうかは、データを取得するために発⾏されるクエリー
が、データの取得先のデータベース (Oracle、DB2または SQL Server など)でどのように処理
されるかによって決まります。

高度な検索を使用してプロセスモデルを検索するには

1. My webMethods で、[ナビゲーション] > [アプリケーション] > [管理] > [ビジネス] > [ビジネ
スプロセス] に進みます。

2. [高度な検索] 検索タブをクリックします。

3. Monitor が複数の Integration Server を使⽤するように設定されている場合は、[サーバ] 選
択ボックスを使⽤して、検索するサーバを指定します。

Note:
[サーバ]選択ボックスは、デフォルトで、現在のユーザが最後に指定したサーバになりま
す。現在のユーザがサーバを選択していない場合は、MywebMethods Server管理者が[シ
ステムの設定内容] ページで設定したデフォルトサーバが使⽤されます。
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4. 次のフィールドを使⽤してプロセスモデルを検索できます。

90ページの「キーワードを使⽤したプロセスモデルの検索」の説明に従って、キーワー
ドを使⽤します。

プロセス名を使⽤します。[プロセス名] フィールドをクリックして、すべての使⽤可能
なプロセスモデルのスクロール可能なリストからエントリを選択します。

[Set Model Description] を使⽤します。プロセスの説明に含まれている単語または語句
を入力します。

実⾏の有効化状態を使⽤します。[実行の有効化] リストをクリックして、[すべて]、[は
い] (有効になっているモデル)、[いいえ] (有効になっていないモデル) のいずれかの値を
選択します。

分析の有効化状態を使⽤します。[分析の有効化] リストをクリックして、[すべて]、[は
い] (有効になっているモデル)、[いいえ] (有効になっていないモデル) のいずれかの値を
選択します。

2 つ以上のフィールドを指定した場合、値は論理 AND で組み合わせられます。

5. [検索] をクリックします。オプション: [保存済み] タブで検索条件を維持するには、[保存] を
クリックします。

プロセスモデル検索オプションのカスタマイズ
[検索] パネルの [オプション] タブでは、検索設定をカスタマイズできます。

プロセスインスタンスの検索オプションをカスタマイズするには

1. My webMethods で、[ナビゲーション] > [アプリケーション] > [管理] > [ビジネス] > [ビジネ
スプロセス] に進みます。

2. [オプション] タブをクリックします。

3. 以下のいずれか、またはすべての手順に従います。

デフォルトで表⽰される検索タブを指定します ([キーワード]、[高度な検索]、[保存済
み]、または [保存済み - 詳細])。

目的の保存済み検索を指定します。この選択では、少なくとも 1 つの保存済み検索が存
在している必要があります。それ以外の場合、このリストは空白のままになります。

[ビジネスプロセス] ページが開かれたときに選択した保存済み検索を自動的に実⾏する
かどうかを指定します。

4. 以下のいずれかを⾏います。

検索結果として返されるプロセス数を制限するには、[最大結果数] フィールドに値を入
力します。または、
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すべての検索結果を返すには、[最大値なし] チェックボックスをオンにします。このオ
プションを選択するときは、十分に注意してください。多くのプロセスを実⾏している
システムの場合、応答時間がかなり遅くなる可能性があります。

5. [保存] をクリックします。

プロセスモデル情報の表示と変更
プロセスモデルの詳細情報を表⽰できます。また、このモデルのさまざまなランタイム設定を変
更できます。

プロセスモデルの詳細情報を表示してランタイム設定を変更するには

1. My webMethods で、[ナビゲーション] > [アプリケーション] > [管理] > [ビジネス] > [ビジネ
スプロセス] に進みます。

2. 表⽰するプロセスモデルを検索します。手順については、90 ページの「キーワードを使⽤
したプロセスモデルの検索」および 91 ページの「高度な検索を使⽤したプロセスモデルの
検索」を参照してください。

次のいずれかの手順に従います。

プロセスモデルの詳細情報を表⽰するには、プロセスモデル名をクリックするか、[編集]
をクリックして [プロセスの編集] ページを開きます。

列の内容でテーブルを並べ替えるには、列名をクリックして、その列の並べ替えコント
ロールをアクティブにします。

[プロセスの編集] ページの使用
Monitorは、[プロセスの編集]ページに詳細なプロセスモデル情報を表⽰します。表⽰される情
報は、プロセスのタイプ (たとえば、webMethods 実⾏プロセス、外部実⾏プロセスまたは統合
プロセス) およびインストールされている webMethods 製品によって異なります。

プロセスの読み取り専⽤情報を表⽰する以外にも、プロセスステージやさまざまなランタイム設
定を追加、変更、削除することができます。これらの変更は、作業の保存時に Process Audit
データベースに書き込まれます。Designer内のプロセスモデルをこれらの変更で更新するには、
プロセスモデルの [Properties] ビューで適切な [同期] ボタンを使⽤して、Software AG Designer
内のプロセスモデルに新しいデータベース値を適⽤する必要があります。

Software AG Designer 内のプロセスモデルに変更を適⽤する場合、Designer はビルドとアップ
ロードの実⾏時にこれらの変更をProcess Audit データベースに書き込みます。さらに変更は、
プロセスモデルの次のインスタンスの実⾏に適⽤されます。これらの点に注意してください。詳
細については、『webMethods BPM Process Development Help』を参照してください。

[プロセス情報管理] ウインドウ

このウィンドウには、次のタブが表⽰されます。
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[プロセスの詳細] タブ

[プロセスの詳細]タブには、以下の表のようなプロセスモデルを識別するフィールドが表⽰され
ます。

説明フィールド

モデルが作成されたツールでプロセスモデルに割り当てられている名前。[プロセス名]

Designer で設定されたプロセスモデルのバージョン。モデルバージョンは、
webMethods 実⾏プロセスモデルに対してのみ適⽤されます。

[モデルバー
ジョン]

外部実⾏プロセスおよび統合プロセスの単⼀のバージョンのみ使⽤でき、これ
らのプロセスタイプのモデルバージョンは常に 1 に設定されます。

モデルが作成されたツールで定義されたプロセスモデルの説明。[説明]

Note:
統合プロセスの場合、この説明は
pub.monitor.integrationProcessLogging:createProcessMetadataサービスの
processLabel 入力変数の値です。

プロセスモデルを作成したユーザのユーザ名。[作成者]

Note:
統合プロセスの場合、このユーザ名は、
pub.monitor.integrationProcessLogging:createProcessMetadataサービスを
呼び出したユーザの名前です。

プロセスモデルが Process Audit Log データベースコンポーネントで最後に更
新された日時。

[展開日]

webMethods 実⾏プロセスモデルバージョンの場合は、バージョンが最後
に構築され、実⾏するためにDesigner からアップロードされた時刻です。

外部実⾏プロセスモデルの場合は、分析のためにプロセスモデルがDesigner
から最後にアップロードされた時刻です。

統合プロセスの場合は、
pub.monitor.integrationProcessLogging:createProcessMetadataサービスが
プロセスに関する情報をログに記録した時刻です。

Process Engine が、webMethods 実⾏プロセスモデルのこのバージョンを使⽤
して新規プロセスインスタンスを開始するかどうかを⽰します。有効にできる
webMethods 実⾏プロセスモデルのバージョンは⼀度に 1 つだけです。

[実行の有効化]

Process Engine は外部実⾏プロセスおよび統合プロセスの実⾏を管理しないた
め、このフィールドはこれらのタイプのプロセスには適⽤されません。詳細に
ついては、102ページの「プロセスモデルバージョンの有効化および無効化」を
参照してください。
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説明フィールド

Optimizeに対して監視および分析のためにプロセスを使⽤可能にするかどうか
を⽰します。この列は、Optimize for Processがインストールされている場合に

[分析の有効化]

のみ使⽤可能です。詳細については、103ページの「プロセスモデルの分析の有
効化または無効化」を参照してください。

Note:
このフィールドは、webMethods 実⾏プロセスモデルと外部実⾏プロセスモ
デルにのみ適⽤されます。統合プロセスの分析を有効にすることはできませ
ん。

プロセスモデルバージョンが少なくとも1つのプロセスインスタンスに対して
使⽤されているかどうかを⽰します。

[使用済み]

[Yes]プロセスモデルバージョンが少なくとも 1 回使⽤されました。

[No] プロセスモデルバージョンが⼀度も使⽤されませんでした。つまり、
このモデルバージョンのインスタンスは1つも存在しません。モデルのバー
ジョンが⼀度も使⽤されていない場合は、そのモデルバージョンを削除で
きます。

[Unavailable]モデルバージョンのインスタンスのログ記録に使⽤されたサー
バが使⽤可能でないため、現在Monitorは使⽤状況情報を提供できません。

[プロセスの設定内容] タブ

[プロセスの設定内容]タブには、webMethods実⾏プロセスモデルのみに適⽤されるログ設定が
表⽰されます。このプロセスモデルバージョンを使⽤するプロセスインスタンスを対象として、
Process Engine でログに記録するデータの量とタイプ、Process Engine でプロセスの移⾏をロ
グに記録するかどうか、診断ログを有効にするかどうかを指定できます。

詳細については、97ページの「プロセスモデルデータのログについて」および100ページの「プ
ロセスモデルバージョンのログの設定」を参照してください。

[プロセスの設定内容] タブには、次の情報が表⽰されます。

説明フィールド

webMethods実⾏プロセス専⽤。このプロセスモデルバージョンを使⽤
するプロセスインスタンスについて、Process Engineでログに記録する

[ログレベル]

データ量を指定します。詳細については、97 ページの「プロセスモデ
ルデータのログについて」を参照してください。

アーカイブが必要になるまで対象のプロセスモデルで実⾏可能なプロセ
スインスタンスの数。[ビジネスプロセス]ページの各プロセスモデルの
インジケータは、この値に基づきます。

[インスタンスのし
きい値]
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説明フィールド

webMethods実⾏プロセス専⽤。Process Engineでプロセスの移⾏をロ
グに記録する場合に指定します。詳細については、97 ページの「プロ
セスモデルデータのログについて」を参照してください。

[移行ログ]

プロセスモデルから開始されたインスタンスのログメッセージを、診断
のために個別のファイルに記録することを指定します。

[診断ログ]

[ステップ設定] タブ

[ステップ設定]タブには、webMethods実⾏プロセスモデルのプロセスモデルバージョンにある
ステップが表⽰されます。またこのタブでは、モデルバージョンから実⾏されたプロセスインス
タンスの再サブミットのために、ステップを使⽤可能にするかどうかを指定できます。詳細につ
いては、105ページの「再サブミットのためのステップの有効化と無効化」を参照してください。

[インスタンス分析] タブ

[インスタンス分析] タブは、Optimize for Process がインストールされている場合にのみ使⽤可
能です。このパネルには、現在のプロセスに関連付けられているエラータイプのリストが表⽰さ
れます。さらに、標準およびカスタムエラータイプを作成できます。詳細については、PDF パ
ブリケーション『Administering webMethods Optimize』を参照してください。

[プロセスステージと EDA イベント] ウィンドウ

このウィンドウには、次のタブが表⽰されます。

[ステージ] タブ

通常、プロセスステージは設計時に Designer 内で定義されますが、プロセスモデル内では、こ
れらのステージの変更、削除、新規作成を⾏うことができます。93ページの「[プロセスの編集]
ページの使⽤」で説明しているように、変更をMonitorに保存した後、これらの変更をDesigner
内のプロセスモデルに同期することもできます。

列の内容でステージテーブルを並べ替えるには、列名をクリックして、その列の並べ替えコント
ロールをアクティブにします。

Monitor内でステージとマイルストーンを使⽤する方法の詳細については、106ページの「ステー
ジとマイルストーンの使⽤」を参照してください。ステージとマイルストーンの詳細について
は、『webMethods BPM Process Development Help』を参照してください。

[イベント] タブ

[イベント] タブでは、Process Engine からの事前定義済み EDA イベントのイベント発⽣を有効
または無効にすることができます。詳細については、104ページの「EDAイベント発⽣の有効化
および無効化」を参照してください。

[プロセスダイアグラム] ウィンドウ
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[プロセスダイアグラム] ウィンドウには、Designer で設計されたプロセスモデルのイメージが
表⽰されます (webMethods 実⾏プロセスモデルまたは外部実⾏プロセスモデルのイメージが使
⽤可能な場合)。プロセスモデルを正常にレンダリングする方法については、112ページの「プロ
セスモデルのレンダリングについて」の節を参照してください。

Note:
統合プロセスはモデル化されないため、統合プロセスのモデルイメージは表⽰できません。

Tip:
ダイアグラムを右クリックして、次のメニューコマンドを使⽤すると、ダイアグラムのサイ
ズやラベルの表⽰を変更できます。

[画面に合わせる]プロセスモデルダイアグラム全体を画面のサイズに合わせます。ダイア
グラムのサイズを100%に戻すには、[元に戻す]をクリックします。また画面の左側にあ
るスライダを使⽤すると、拡大/縮小レベルを調整することができます。
[移行ラベルの非表示]または[移行ラベルの表示]このメニューコマンドでは、プロセス内
のイベントまたはステップの間で、移⾏の⾏に表⽰されるラベルを表⽰/非表⽰にするこ
とができます。
[移行の説明の表示]または[移行の説明の非表示]このメニューコマンドでは、移⾏の説明
を表⽰/非表⽰にすることができます。説明が定義されておらず、[移行の説明の表示] が
オンになっている場合、移⾏式のラベルが表⽰されます。このオプションは [移⾏式の表
⽰] または [移行式の非表示] とは相互排他的になっています。
[移行式の表示] または [移行式の非表示]このメニューコマンドでは、移⾏式を表⽰/非表
⽰にすることができます。このオプションは [移⾏の説明の表⽰]または [移⾏の説明の非
表⽰] とは相互排他的になっています。
[移行の式/説明ラベルの切り捨て] または [移行の式/説明ラベルの展開]このメニューコマ
ンドでは、完全または部分的なラベルの説明を切り替えることができます。

プロセスモデルデータのログについて
Process Engineでは、webMethods実⾏プロセスインスタンスのデータをログに記録できます。
Monitor で、このデータを表⽰し、操作を実⾏できます。

各プロセスモデルバージョンについて、ログに記録するデータの量とタイプを [ログレベル]
設定で指定します。

Note:
105ページの「再サブミットのためのステップの有効化と無効化」で説明しているように、
特定のステップでMonitorからプロセスインスタンスを再サブミットできるようにする場
合は、これらのステップの入力パイプラインをログに記録するレベルにログレベルを設定
し、[再サブミットの有効化]設定を使⽤してこれらの各ステップの再サブミットを有効に
する必要があります。

Monitor がプロセスダイアグラムをレンダリングする場合、プロセスインスタンス内で使⽤
できるすべてのパスが表⽰されます。プロセスインスタンスが実⾏時に実際にたどるパスを
表⽰する場合は、[移行ログ] 設定を使⽤して、プロセスモデルバージョンのプロセスの移⾏
ログを有効にします。実際に使⽤されるパスの線は太い線で表⽰されます。

[診断ログ] オプションを選択すると、プロセスモデルから開始されたインスタンスのログ
メッセージを、診断のために個別のファイルに記録することができます。詳細については、
100ページの「プロセスインスタンス診断ログの有効化および無効化」を参照してください。
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Important:
プロセスモデルバージョンを再⽣成する場合、ログ設定はデフォルト値に戻ります。別の設
定が必要な場合は、ログ設定を再設定する必要があります。

プロセスモデルのログレベルについて
以下の表では、使⽤可能なプロセスモデルログレベルについて説明します。さらに特定のレベル
の選択については、補足的な情報について説明します。

設定Monitor で実行する操作ログに記録する内容

プロセスの再サ
ブミット

ステップの状態
の表示

プロセスの状態
の表示

[1 - なし]いいえいいえいいえなし(プロセスログを無効に
する)

[2 -エラーのみ]失敗したステッ
プで可能

いいえ失敗したステッ
プで可能

ステップに失敗した場合の
プロセス状態

失敗したステップの入力パ
イプライン

ドキュメントフィールドの
ランタイム値

[3 - プロセスの
み]

失敗したステッ
プで可能

いいえはいプロセスの状態

失敗したステップの入力パ
イプライン

ドキュメントフィールドの
ランタイム値

(オプション) 移⾏

[4 - プロセスと
開始イベント]

開始または失敗
したステップで
可能

開始ステップに
ついて可能

はいプロセス状態と開始ステッ
プ状態

開始ステップおよび失敗し
たステップの入力パイプラ
イン

ドキュメントフィールドの
ランタイム値

(オプション) 移⾏

[5 - プロセスお
よびすべてのイ

入力パイプライ
ンをログに記録

すべてのステッ
プについて可能

はいプロセス状態およびすべて
のステップ状態

ベント/アクしたステップで
可能
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設定Monitor で実行する操作ログに記録する内容

プロセスの再サ
ブミット

ステップの状態
の表示

プロセスの状態
の表示

ティビティ/
ループアクティ
ビティ]

すべてのステップの入力パ
イプライン

ドキュメントフィールドの
ランタイム値

(オプション) 移⾏

処理される全ステップでの
ループ回数およびループ繰
り返し状態

ログレベルの選択の詳細については、99 ページの「プロセスログのパフォーマンスの向上」を
参照してください。

プロセスログのパフォーマンスの向上
プロセスログのパフォーマンスを向上させるには、以下の点を考慮します。

ログレベルとして、[2 -エラーのみ]、[3 -プロセスのみ] または [4 -プロセスと開始ステップ]
を選択します。[5 - プロセスとすべてのステップ/ループ] は、最高のサービス品質が必要な
場合にのみ選択します。

入力パイプラインは、どうしても必要な場合にのみ格納します。通常は、失敗したステップ
のパイプラインについてのみ格納すれば十分です。格納するデータ量を最小化するには、パ
イプラインから不要なデータをすべて削除します。

サービスを実⾏するプロセスステップの場合、同じ情報を間違って2回ログに記録する可能
性のある状況が 2 つあります。

Process Engineは、サービスを実⾏するプロセスステップの開始と、正常完了または失敗
のログエントリを書き込むことができます。サービスでも、同じ情報を伝達するログエ
ントリを書き込むことがあります。

Process Engineでは、プロセスステップによって実⾏されたサービスの入力パイプライン
を格納できます。サービスでも、入力パイプラインをログに記録できます。

これらのサービスのログを調整して、同じ情報が 2 回記録されることを回避します。

Note:
ログを調整する場合は、サービスがプロセスステップによって実⾏されたときに、サービ
スは実際にはラッパーサービスによって呼び出されるため、(トップレベルのサービスで
はなく) ネストされたサービスになる点を考慮してください。

サービスログの設定手順、および⼀般的なログの詳細情報については、『webMethods Audit
Logging Guide』を参照してください。
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プロセスモデルバージョンのログの設定

プロセスモデルバージョンのログを設定するには

1. My webMethods で、[ナビゲーション] > [アプリケーション] > [管理] > [ビジネス] > [ビジネ
スプロセス] をクリックします。

2. 処理するプロセスモデルバージョンを見つけて [編集] をクリックし、[プロセスの編集]
ページを開きます。

3. [プロセス情報管理] ウィンドウでは、[プロセスの設定内容] タブをクリックして、以下のい
ずれかの手順に従います。

98ページの「プロセスモデルのログレベルについて」の説明に従って、[ログレベル] の
いずれかの値を選択します。

Important:
[最小のログレベル] 設定は、プロセスモデルバージョンごとにDesignerで指定されま
す。Designer のこの設定は、Monitor で設定できる最小のログレベルを制御します。

プロセスの移⾏をログに記録してプロセスダイアグラムに表⽰するには、[移行ログ]
チェックボックスをオンにします。この場合、移⾏をログに記録できるログレベルが必
須になります。

診断のために、プロセスインスタンスからのメッセージを個別のログファイルに記録す
る場合、[診断ログ]チェックボックスをオンにします。詳細については、下記の100ペー
ジの「プロセスインスタンス診断ログの有効化および無効化」を参照してください。

4. [保存] をクリックします。

プロセスインスタンス診断ログの有効化および無効化
個々のプロセスインスタンスからのログメッセージは、常に Integration Server の server.log
ファイルに送信されます。ただし、これらのメッセージは、Process Engineメッセージおよび他
のプロセスインスタンスからのメッセージと組み合わせられ、探している特定のメッセージが見
つかりにくくなることがあります。

Process Engineでは、個々のプロセスモデルのプロセスインスタンス診断ログもサポートされて
います。プロセスモデルのプロセスインスタンス診断ログを有効にすると、プロセスインスタン
スログメッセージは、server.logファイルと個別のプロセスインスタンスログファイルの両方に
送信されます。その後、プロセスインスタンスログファイルにアクセスして、個々のプロセスイ
ンスタンスからのメッセージを確認できます。

プロセスモデルインスタンスの診断ログを有効または無効にするには

1. My webMethods で、[ナビゲーション] > [アプリケーション] > [管理] > [ビジネス] > [ビジネ
スプロセス] に進みます。
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2. 有効または無効にするプロセスモデルを検索します。手順については、90 ページの「キー
ワードを使⽤したプロセスモデルの検索」および 91 ページの「高度な検索を使⽤したプロ
セスモデルの検索」を参照してください。

3. 検索結果で、分析を有効にするwebMethods実⾏モデルバージョンまたは外部実⾏プロセス
モデルの [編集] をクリックします。

Note:
このオプションを有効にすると、このプロセスモデルのインスタンスすべての処理オー
バーヘッドが増加し、パフォーマンスに影響することがあります。診断アクティビティが
完了したらすぐにこのオプションを無効にすることをお勧めします。

4. [診断設定] ウィンドウで、以下のいずれかを⾏います。

プロセスインスタンスログを有効にするには、[診断ログの有効化] チェックボックスを
オンにします。

プロセスインスタンスログを無効にするには、[診断ログの有効化] チェックボックスを
オフにします。

5. [保存] をクリックします。

診断ファイルの表⽰の詳細については、次のトピックを参照してください。

プロセスインスタンス診断ログファイルの表示
プロセスインスタンス診断ログに対してプロセスモデルを有効にすると、ログファイルが
processInstanceID.log の形式のファイル名で、ディレクトリ Software AG_directory
/IntegrationServer/serverName/instances/instance_name/packages/WmPRT/log に作成されま
す。複数のサーバでプロセスを実⾏している場合(たとえば、分散環境)、診断ログファイルはプ
ロセスを実⾏している各サーバで作成されます。この場合、インスタンスアクティビティの全体
像を把握するには、インスタンスログをすべて確認する必要があります。ログファイル名は各
サーバで同じです。

ファイルは任意のテキストエディタで表⽰できます。またコマンドセッションで tail コマンド
を使⽤して、ファイルを動的に監視することもできます。tailコマンドは、LinuxおよびUNIX
の全システム、⼀部の Windows システムで使⽤できます。Windows システムに tail コマンド
機能が備わっていない場合、

Windows Server 2003 Resource Kit Tools の⼀部として、Microsoft のサイトからこの機能
をダウンロードできます。

また Sourceforge から実⾏可能ファイルとしてダウンロードできます。

メッセージエントリは、次のような形式になっています。

[timestamp messageID threadID] processInstanceID:iteration stepID message

プロセスインスタンス (たとえば、受信ドキュメントの相関) に関係がないすべてのメッセージ
は、server.log ファイルに送信されます。
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プロセスモデルバージョンの有効化および無効化
webMethods実⾏プロセスモデルバージョンの実⾏を有効または無効にできます。有効にできる
プロセスモデルのバージョンは、⼀度に 1 つだけです。

Designer からプロセスモデルを最初に構築およびアップロードしたときには、バージョンがデ
フォルトで無効になります。ただし、Designer での構築およびアップロードプロセス中にプロ
セスモデルを自動的に有効にするように指定できます。それ以外の場合は、Monitorでプロセス
を有効にする必要があります。

モデルバージョンが無効の場合、Process Engineは、新しいプロセスインスタンスにモデルバー
ジョンを使⽤しません。プロセスモデルの有効なバージョンがない場合、Process Engineはプロ
セスモデルのプロセスインスタンスを開始しません。

Important:
別のプロセスによって呼び出されるモデルのすべてのバージョンを無効にした場合は、無効
にされたプロセスモデルを呼び出すステップで親プロセスが失敗します。

特定のモデルバージョンを有効にするとき、以前に別のバージョンが有効になっていた場合は、
新しいプロセスインスタンスの開始時に、Monitorにより以前のバージョンが無効にされ、新た
に有効にされたバージョンが Process Engine で使⽤されます。新しいバージョンのプロセスモ
デルを有効にするとき、そのモデルを使⽤する実⾏中の全プロセスインスタンスをアップグレー
ドすることを選択できます。アップグレードすると、次に実⾏されるステップで新しいバージョ
ンの使⽤が開始されます。詳細については、79 ページの「プロセスインスタンスの新しいモデ
ルバージョンへの更新」を参照してください。

webMethods 実行モデルバージョンを有効または無効にするには

1. My webMethods で、[ナビゲーション] > [アプリケーション] > [管理] > [ビジネス] > [ビジネ
スプロセス] に進みます。

2. 有効または無効にするモデルバージョンを検索します。検索結果で、目的のモデルバージョ
ンの [編集] をクリックして、[プロセスの編集] ページを開きます。

3. [プロセスの詳細] タブをクリックして、以下のいずれかの手順に従います。

モデルバージョンを有効にするには、[実行の有効化]チェックボックスをオンにします。

Monitor によって、実⾏中のプロセスインスタンスをこのバージョンのプロセスモデル
にアップグレードするかどうかを尋ねられます。アップグレードすると、次に実⾏され
るステップで新たに有効になったバージョンの使⽤がすぐに開始されますプロセスモデ
ルのすべての実⾏インスタンスをアップグレードして新しいモデルバージョンを使⽤す
る場合は、[はい] をクリックします。

また、⼀部のプロセスインスタンスのみをアップグレードする場合は、モデルバージョ
ンを有効にした後で、対象とするプロセスインスタンスの詳細を表⽰して、アップグレー
ドを実⾏できます。詳細については、79ページの「プロセスインスタンスの新しいモデ
ルバージョンへの更新」を参照してください。
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モデルバージョンを無効にするには、[実行の有効化]チェックボックスをオフにします。

4. [保存] をクリックします。

プロセスモデルの有効なバージョンの特定
webMethods実⾏プロセスモデルの複数のバージョンを持つことができます。ただし、⼀度に有
効にできるバージョンは 1 つだけです。有効になっているバージョンがある場合に、そのバー
ジョンを特定するには、以下の手順に従います。

webMethods 実行プロセスモデルの有効なバージョンを特定するには

1. My webMethods で、[ナビゲーション] > [アプリケーション] > [管理] > [ビジネス] > [ビジネ
スプロセス] に進みます。

2. [高度な検索] 検索タブをクリックします。

3. [プロセス名] リストで、検査する webMethods 実⾏プロセスモデルの名前を選択します。

4. [検索] をクリックします。有効になっているバージョンがある場合は、検索結果で、その
バージョンの [実⾏の有効化] 列に チェックマークが表⽰されます。

プロセスモデルの分析の有効化または無効化
プロセスモデルの分析を有効にするには、まずOptimize for Process をインストールする必要が
あります。実⾏が有効になっているプロセスモデルのバージョンのみ有効にできます。

Note:
外部実⾏プロセスモデルでは、分析が常に有効になっています。統合プロセスの実⾏は有効
にでません。

プロセスモデルの分析が有効になっている場合、モデルバージョンのプロセスインスタンスが実
⾏されるときに、Optimize for Process では、プロセスインスタンスの実⾏に要した時間、プロ
セスの各ステップの実⾏に要した時間、発⽣したエラー数など、プロセスインスタンスの実⾏に
関するメトリクスが収集されます。[ナビゲーション] > [アプリケーション]> [監視] > [ビジネス]>
[プロセス分析] ページで、収集したメトリクスを表⽰できます。詳細については、PDF パブリ
ケーション『webMethods Optimize User’s Guide』を参照してください。

プロセスモデルバージョンの分析を有効または無効にするには

1. My webMethods で、[ナビゲーション] > [アプリケーション] > [管理] > [ビジネス] > [ビジネ
スプロセス] に進みます。

2. 有効または無効にするプロセスモデルを検索します。
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3. 検索結果で [編集] をクリックして、処理する webMethods 実⾏モデルバージョンまたは
外部実⾏プロセスモデルの [プロセスの編集] ページを開きます。

4. [プロセスの詳細] タブをクリックして、以下のいずれかの手順に従います。

プロセスモデルバージョンの分析を有効にするには、[分析の有効化] チェックボックス
をオンにします。

プロセスモデルバージョンの分析を無効にするには、[分析の有効化] チェックボックス
をオフにします。

5. [保存] をクリックします。

EDA イベント発生の有効化および無効化
個々のプロセスモデルの事前定義済み Process Engine EDA イベントの発⽣は、イベントごとに
有効および無効にすることができます。イベントタイプの発⽣を無効にすると、無効にしたイベ
ントタイプの事前定義済みイベントがモデルで発⽣しなくなります。

すべての事前定義済みイベントタイプの EDA イベント発⽣は、デフォルトで無効になっていま
す。イベント発⽣を有効にするには、個々のプロセスモデルに対して発⽣させる事前定義済み
EDA イベントを個別に有効にする必要があります。イベント発⽣の有効化設定は、構築および
アップロード手順を通じて、プロセスで保持されます。これらはプロセスアセット説明の⼀部で
あり、webMethods Deployer で展開すると、プロセスと共に送信されます。

Note:
Process Engine EDA イベントを無効にしても、プロセスモデルまたはそのモデル内のステッ
プに適⽤されたカスタムイベントタイプには影響を与えません。

以下の説明に従って Monitor で EDA イベント発⽣を有効にする以外に、Software AG Designer
でもイベントを有効にできます。EDAイベント発⽣をDesigner で有効にしたり無効にしたりす
る方法の詳細および EDA イベント全般については、『webMethods BPM Process Development
Help』を参照してください。

Note:
プロセスモデルのEDAイベント設定を変更する前に、Designerと [プロセスの編集]ページの
間で、これらの設定が相互に反映されていることに注意してください。詳細については、
110ページの「ステージおよびイベントの Software AG Designer との同期について」を参照
してください。

Monitor で EDA イベント発生を有効または無効にするには

1. [ビジネスプロセス] ページで、処理するプロセスモデルを探し、[編集] をクリックしま
す。

2. [プロセスステージと EDA イベント] ウィンドウで、[イベント] タブをクリックします。[使
用可能なEDAイベント]リストには、以下の事前定義済みのEDAイベントタイプが表⽰され
ます。
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[プロセスインスタンス] [開始]から[完了]へなど、プロセスインスタンスの状態が変わっ
たときにイベントを発⽣させるかどうかを制御します。

[プロセスインスタンスのログメッセージ] 警告、メッセージ、エラーなど、プロセスモ
デルのステップからメッセージがログに記録されたときにイベントを発⽣させるかどう
かを制御します。

[プロセスインスタンスのエラー] プロセスインスタンスでエラーが発⽣したときにイベ
ントを発⽣させるかどうかを制御します。

[プロセスインスタンスカスタムID]カスタムIDとプロセスモデルインスタンスを関連付
ける pub.prt.log:logCustomId サービスがプロセスモデルステップで呼び出されたときに
イベントを発⽣させるかどうかを制御します。

[ステップインスタンス] [開始] から [待機中] へなど、ステップの状態が変わったときに
イベントを発⽣させるかどうかを制御します。

[ステップループインスタンス] ステップループが開始または完了したときにイベントを
発⽣させるかどうかを制御します。

[ステップインスタンスの移行] あるステップが別のステップに移⾏したときにイベント
を発⽣させるかどうかを制御します。

[ステップインスタンスのエラー] プロセスステップでエラーが発⽣したときにイベント
を発⽣させるかどうかを制御します。

Note:
各 EDA イベントタイプの詳細については、『webMethods BPM Process Development
Help』の EDA イベントタイプに関する章を参照してください。

3. イベント発⽣に対して有効または無効にする EDA イベントを選択します。

4. ⽤意されているボタンを使⽤して、[使用可能な EDA イベント] リストと [選択済み EDA イベ
ント] リストの間で EDA イベントを移動します。

または をクリックして、イベントを1つずつ移動して選択します。また、CTRL
キーを押しながらイベントを選択すると、範囲選択ではなく個別にイベントを複数選択
することができます。

リストにあるすべてのEDAイベントを別のリストに移動するには、 または をク
リックします。

5. [保存] をクリックします。

再サブミットのためのステップの有効化と無効化
プロセスインスタンスの実⾏が始まる前に、最初に再サブミットのステップを有効にした場合、
[完了]状態になっているプロセスインスタンスであれば、インスタンス内のどのステップからで
も再サブミットできます。現在実⾏中のプロセスインスタンス、または既に実⾏を終了したプロ
セスインスタンスはこの設定の影響を受けません。
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以下の説明に従って、Monitorでのステップの再サブミットを有効にできます。また、Software
AGDesignerでもステップの再サブミットを有効にすることができます。『Designer』でステッ
プの再サブミットを有効、無効にする手順の詳細については、『webMethods BPM Process
Development Help』を参照してください。

Note:
特定のステップで、Monitorからプロセスインスタンスを再サブミットできるようにする場合
は、プロセスモデルのログレベルを、これらのステップの入力パイプラインをログに記録す
るレベルに設定する必要があります。詳細については、98ページの「プロセスモデルのログ
レベルについて」を参照してください。

Monitor でステップの再サブミットを有効または無効にするには

1. [ビジネスプロセス] ページで、有効にするステップが含まれているプロセスモデルを検索し
ます。

2. 検索結果で、処理するプロセスモデルを探し、[編集] をクリックします。

3. [プロセスの編集]ページで [ステップ設定] タブをクリックして、以下のいずれかの手順に従
います。

再サブミットを有効にするステップで、対応するチェックボックスをオンにします。

再サブミット機能を無効にするには、ステップの対応するチェックボックスをオフにし
ます。

Note:
ステップの再サブミットを有効にすると、そのステップのパイプラインデータが保存され
ます。再サブミットの有効化を広範囲に⾏うと (たとえば、全プロセスモデルの全ステッ
プのサブミットを有効にする場合)、パフォーマンスが低下することがあります。

4. [保存] をクリックします。

ステージとマイルストーンの使用
Monitorでは、プロセスステージの作成、削除、および変更を実⾏できます。詳細については、
96 ページの「[ステージ] タブ」を参照してください。

Note:
Monitorでステージを追加できるようにするには、[プロセスインスタンス]ページの⼀番上に
ある [サーバ]リストで [BPMのみ]または [BPMおよび BAM] のサーバ環境を選択する必要が
あります。

ステージの追加
Note:
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ステージの追加を⾏っているとき、[保存]をクリックする前に[ステージ]タブを終了すると、
変更は破棄されます。

Note:
プロセスモデルのステージ設定を変更する前に、Designer と webMethods Monitor の間で、
これらの設定が相互に反映されていることに注意してください。詳細については、110ページ
の「ステージおよびイベントの Software AG Designer との同期について 」を参照してくださ
い。

ステージを追加するには

1. [ビジネスプロセス] ページで、処理するプロセスモデルを探し、[編集] をクリックしま
す。

2. [プロセスステージと EDA イベント] ウィンドウで、[ステージ] タブをクリックします。

3. [ステージの追加] をクリックします。デフォルトの情報が入力された状態で、ステージリス
トには新しい⾏が表⽰されます。

4. 以下のフィールドを設定してステージを定義します。

Note:
ステージの⾏には、データ入力の妥当性検査エラーが表⽰されます。

次の表では、フィールドの設定方法について説明します。

説明列

ステージの名前を入力します。[名前]

Note:
[保存]をクリックした後、[ステージ名]は編集できなくなります。ス
テージの名前を変更する場合、ステージを削除して、新しい名前で
作成し直す必要があります。

Note:
IBM DB2 データベースで 2 バイト文字を使⽤する場合、ステージ名
には 80 文字の制限が適⽤されます。DB2 を使⽤していない場合、
文字が1バイト文字である場合、ステージ名は255文字に制限され
ます。

オプション。ステージの説明を入力します。[説明]

リストをクリックしてマイルストーンを選択します。リストのフィル
タリングのために、テキストボックスにオプションで文字を入力でき

[開始マイルストー
ン]

ます。[開始マイルストーン] と [終了マイルストーン] の値は、異なる
値にする必要があります。
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説明列

マイルストーンの選択の右側にあるリストをクリックし、[開始]または
[完了]をクリックして、選択したマイルストーンの開始または完了を指
定します。

リストをクリックしてマイルストーンを選択します。リストのフィル
タリングのために、テキストボックスにオプションで文字を入力でき

[終了マイルストー
ン]

ます。[開始マイルストーン] と [終了マイルストーン] の値は、異なる
値にする必要があります。

マイルストーンの選択の右側にあるリストをクリックし、[開始]または
[完了]をクリックして、選択したマイルストーンの開始または完了を指
定します。

[条件] < (より小さい)または > (より大きい)を選択します。デフォルトは
< です。

正の整数を入力します。サポートされる最大値は以下のとおりで
す。

2,777,777 時間

166,666,666 分

9,999,999,999 秒

9,999,999,999,999 ミリ秒

デフォルトは 1 です。

[時間]、[分]、[秒]、または [ミリ秒] を選択します。デフォルトは
[時間] です。

結果は条件になります。条件に < を指定している場合、サイクル時間
が指定された時間を超過すると、ステージに違反があったことになり
ます。条件に > を指定している場合、サイクル時間が指定された時間
よりも短いと、ステージに違反があったことになります。次に例を⽰
します。

「< 1 時間」の場合、ステージは1時間に達する前に完了する必要があ
り、完了しない場合には ProcessStageBreached イベントが⽣成されま
す。

特定のステージでステージ違反が発⽣して、1 つのステージ違反 EDA
イベントのみが⽣成された場合、プロセスインスタンスにある残りの

[違反時に追跡を停
止]

すべてのステージで、ステージの処理が停止されます。残りのステー
ジは追跡されず、Monitor で [未完了] として表⽰されます。チェック
ボックスは、デフォルトでオフになっています。

5. [保存] をクリックします。
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Designer で新しいステージとプロセスモデルを同期する方法の詳細については、110 ページの
「ステージおよびイベントの Software AG Designer との同期について 」を参照してください。

ステージの変更
Note:
ステージの変更を⾏っていて、[保存] をクリックする前に [ステージ] タブを終了すると、変
更は破棄されます。

Note:
プロセスモデルのステージ設定を変更する前に、Designer と webMethods Monitor の間で、
これらの設定が相互に反映されていることに注意してください。詳細については、110ページ
の「ステージおよびイベントの Software AG Designer との同期について 」を参照してくださ
い。

ステージ名は変更できません。ステージの名前を変更する場合、ステージを削除して、新しい名
前で作成し直す必要があります。

それ以外の場合、106ページの「ステージの追加」で説明しているように、その他のすべてのス
テージとマイルストーンの情報を変更することができます。

ステージの削除
Note:
ステージの削除を⾏っても、[保存] をクリックする前に [ステージ] タブを終了した場合は、
削除は取り消されます。

Note:
プロセスモデルのステージ設定を変更する前に、Designer と webMethods Monitor の間で、
これらの設定が相互に反映されていることに注意してください。詳細については、110ページ
の「ステージおよびイベントの Software AG Designer との同期について 」を参照してくださ
い。

ステージを削除するには

1. [ビジネスプロセス] ページで、処理するプロセスモデルを探し、[編集] をクリックしま
す。

2. [プロセスステージと EDA イベント] ウィンドウで、[ステージ] タブをクリックします。

3. 削除するステージのステージ名の横にあるオプションボタン をクリックします。選択を
解除するには、オプションボタンをもう⼀度クリックします。

4. [削除] をクリックします。

5. [保存] をクリックします。
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プロセスダイアグラムでのステージの表示
[プロセスダイアグラム]ウィンドウでは、ステージの開始マイルストーン と終了マイルストー
ン を表⽰することができます。[プロセスダイアグラム] には、いつでも 1 つのステージのみ
が表⽰されきます。

プロセスダイアグラムでステージを表⽰するには、次のようにステージリストで⾏を選択しま
す。

ステージ⾏を選択するには、ステージ名の横にあるオプションボタン をクリックします。
アイコンがアクティブになり、マイルストーンを⽰すピンがダイアグラムでレンダリン

グされます。

ダイアグラムでステージ⾏のピン表⽰を無効にするには、⾏を選択状態にしたままで ア
イコンをクリックします。

ダイアグラムでステージ⾏のピン表⽰を無効にするには、⾏の選択を解除してオプションボ
タン をクリックします。

選択したステージ⾏でピン表⽰が無効になっている場合、ピンを再び表⽰するには アイ
コンをクリックします。

ステージの選択を切り替えるには、別のステージ⾏のオプションボタン をクリックしま
す。ダイアグラムでは、新たに選択されたステージのマイルストーンのピンが更新されま
す。

ステージおよびイベントの Software AG Designer との同期につい
て
ステージの作成、変更、削除、EDAイベントの有効化/無効化は、以下の2つの場所で⾏うこと
ができます。

My webMethods の [プロセスの編集] ページ:

Software AG Designer。これはプロセスモデル開発機能のコンポーネントです。詳細につい
ては、『webMethods BPM Process Development Help』を参照してください。

どちらの場合でも、プロセスモデルでステージ定義またはイベント定義を変更して、変更を
ProcessAuditデータベースに保存することができます。ここで保存する変更により、データベー
スに存在していた以前のステージ情報は上書きされます。ベストプラクティスとして、プロセス
モデルのステージ設定とイベント設定は、これらの 2 つの場所で必ず同期されるように設定す
る必要があります。[プロセスの編集] ページでは、次の条件が適⽤されます。

[プロセスの編集] ページを開いて [プロセスステージと EDA イベント] ウィンドウでプロセ
スモデル設定を表⽰すると、ProcessAuditデータベースに保存されているステージ設定とイ
ベント設定が抽出されて、画面に表⽰されます。

[プロセスの編集] ページでプロセスモデルのステージ設定とイベント設定を保存すると、こ
れらの設定は Process Audit データベースに書き込まれ、保存されていたステージ設定とイ
ベント設定が上書きされます。
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プロセスモデルがビルドされてアップロードされるときに、Designerは、ステージ設定とイ
ベント設定をデータベースに書き込みます。この際に、保存されていたステージ設定とイベ
ント設定は上書きされます。

したがって、[プロセスの編集]ページを開いてデータベースのステージ設定またはイベント設定
を変更する場合は、他のユーザが Designer で作業を⾏っているかどうかに注意してください。
この場合、[プロセスの編集] ページで [保存] をクリックすると、[プロセスの編集] ページのス
テージ設定とイベント設定により、Designer で作業していた他のユーザがデータベースに書き
込んだ設定が上書きされます。

同様にステージ設定とイベント設定を [プロセスの編集] ページからデータベースに保存した場
合、常に Designer ユーザがこれらの設定を上書きする可能性があります。

Designer でステージとイベントの両方に対して [同期] ボタンが使⽤可能になっている場合、
Designerユーザは現在のデータベースステージ設定をDesigner内のプロセスモデルに適⽤する
ことができます。Designer ユーザと [プロセスの編集] ページのユーザが競合することなく、ス
テージ設定とイベント設定が適切に管理されるように、手順を確立することをお勧めします。

確実に、最新の設定で作業を⾏うには、[プロセスの編集]ページをリフレッシュすること、ある
いは、ステージ設定とイベント設定を変更して保存する直前に [プロセスの編集] ページを開き
直すことをお勧めします。

未使用のプロセスモデルの削除
プロセスモデルが使⽤されていない場合は、Process Audit Log データベースおよび Monitor 画
面から、プロセスモデルに関する情報を削除できます。webMethods 実⾏プロセスモデルバー
ジョンを削除する前に、まずそのプロセスモデルを無効にする必要があります(102ページの「プ
ロセスモデルバージョンの有効化および無効化」を参照)。プロセスインスタンスに対してプロ
セスが⼀度も使⽤されていない場合は、いずれのタイプのプロセス (webMethods 実⾏プロセ
ス、外部実⾏プロセスまたは統合プロセス) も削除できます。

Note:
プロセスモデルを削除するには、My webMethods Server の管理者特権が必要です。

使用されていないプロセスモデルを削除するには

1. [ビジネスプロセス] ページで、削除するプロセスモデルを検索します。

2. 検索結果で、削除する各プロセスモデルのチェックボックスをオンにします。すべてのモデ
ルを選択するには、テーブルのヘッダーで をクリックします。

3. [削除] をクリックします。

プロセスモデルのアップグレード
以前のバージョンの Designer でプロセスを作成した場合、1 つ以上のプロセスを⼀度にアップ
グレードすることができます。状況によっては、Monitorで新しい機能を使⽤する場合は、プロ
セスをアップグレードする必要があります。
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個々のプロセスをアップグレードするには プロセスモデルを Designer バージョン 9.6 以降
にインポートして、このモデルの保存、ビルド、アップロードを⾏います。詳細について
は、『webMethods BPM Process Development Help』のトピック「About Importing and
Exporting Processes」を参照してください。

複数のプロセスモデルを移行するには 既存の Integration Server インストールから移⾏する
には、PDF パブリケーション『Upgrading Software AG Products』を参照してください。

プロセスモデルのレンダリングについて
バージョン 9.6 以降、Monitor は Google Web Toolkit (GWT) を使⽤して、プロセスモデルダイ
アグラムをレンダリングしています。このレンダリングの対象は、Designer 9.6以降で作成され
たモデルと Designer 内でバージョン 8.2.2～9.5.1 で作成されたプロセスモデルダイアグラムの
両方です。Flash と GWT でプロセスモデルダイアグラムをレンダリングする方法には、表面的
に多少の相違点がある場合もありますが、機能的な違いはほとんどありません。

ブラウザで GWT レンダリングコンポーネントが適切にロードされるように、GWT でモデルを
表⽰する前に、ブラウザのキャッシュと履歴を消去してください。

GWT と Flash の機能上の小さな違い

GWT で以前のバージョンからアップグレードしたプロセスモデルを表⽰する場合、機能上、以
下の違いに注意するようにしてください。

Flashベースの表⽰では可能ですが、GWTで表⽰されたモデルでは、イメージをつかんでド
ラッグすることができません。

GWT では、スライダを使⽤して、ダイアグラムの拡大/縮小とフォーカスを変更します。

Internet Explorer の使用

Internet Explorer バージョン9以降を使⽤してGWTでレンダリングされたプロセスモデルを表
⽰するには、ブラウザのバージョンに応じて My webMethods Server で互換性の設定を調整し
たり、特定のブラウザ設定を変更したりする必要があります。詳細については、112 ページの
「Internet Explorer ⽤のデフォルトヘッダールールの変更」を参照してください。

応答ヘッダーの設定の概要については、『AdministeringMywebMethods Server』の「Working
with Response Header Rules」セクションを参照してください。

Internet Explorer 用のデフォルトヘッダールールの変更
Internet Explorer を使⽤して [プロセスの詳細] ページでプロセスダイアグラムを表⽰できるよ
うにするには、MywebMethods Serverのデフォルトヘッダールールおよび特定のブラウザ設定
を変更する必要があります。

Internet Explorer バージョン 9 以降を使用するために変更を適用するには

1. SysAdmin として My webMethods Server にログオンします。
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2. My webMethods Server で、[管理⽤フォルダ] > [Administration Dashboard] > [ユーザインタ
フェース] > [応答ヘッダールールの管理] を選択します。

3. デフォルトルール [IE - 互換モードのパラメータ] ] のリンクをクリックします。

4. [有効] チェックボックスがオンであることを確認します。

5. [結果] 領域で、[X-UA-Compatible] パラメータをクリックし、次に [更新] をクリックしま
す。

6. [応答ヘッダー] ダイアログボックスで、[値] フィールドを IE=edge に変更します。

7. [適用] をクリックし、[ルールの更新] をクリックします。

8. Internet Explorer で、[ツール] > [インターネット オプション] > [セキュリティ] > [信頼済み
サイト] を選択します。

9. [サイト] をクリックし、My webMethods Server ホストのURLを信頼済みサイトのリストに
追加します。

10. [インターネット オプション] の [詳細設定] タブをクリックします。

11. [アクセラレータによるグラフィック] リストで、[GPU レンダリングでなく、ソフトウェア
レンダリングを使用する] チェックボックスをオンにします。

12. [OK] をクリックします。
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統合プロセスのログへの記録
Monitor と共にWmMonitor パッケージの pub.monitor.integrationProcessLoggingフォルダに提
供される組み込みサービスを呼び出すことで、統合プロセスについてログに記録されるデータを
判断します。統合プロセスのデータがログに記録されたら、MywebMethodsのMonitorページ
を使⽤してその進捗を監視および追跡できます。pub.monitor.integrationProcessLoggingフォル
ダのサービスの詳細については、『webMethods Monitor Built-In Services Reference』を参照し
てください。

統合プロセスの定義
この例では、pub.monitor.integrationProcessLoggingサービスを使⽤して、統合プロセス、プロ
セスのステップおよびプロセスについてログに記録するフィールドを定義する方法を⽰します。

次の表では、統合プロセスの定義方法について説明します。

説明フロー

統合プロセスの定義を追加するには、
pub.monitor.integrationProcessLogging:createProcessMetadataサービスを呼び出しま
す。プロセス定義は、Designerで作成されたプロセスモデルのエントリに相当します。

1.

プロセス定義を追加した後で、プロセスにステップを追加できます。ステップの定義を
追加するには、pub.monitor.integrationProcessLogging:createStepMetadataサービスを
呼び出します。

2.

ステップ定義を追加した後で、ステップに関連付けられている 1 つ以上のログフィー
ルドの定義を追加できます。ログフィールドを追加し、ステップに関連付けるには、

3.

pub.monitor.integrationProcessLogging:createLoggedFieldMetadataサービスを呼び出
します。ログフィールド定義は、Designerで作成されたプロセスモデルのカスタムデー
タに相当します。

上記の例では、2つのログフィールドが、統合プロセスの最初のステップについて定義
され、そのステップに関連付けられています。

ステップおよびステップのログフィールドの追加を続⾏します。上記の例では、第 2
と第 3 のステップが追加されます。1 つのログフィールドが定義され、第 3 ステップ
に関連付けられています。

4.
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統合プロセスの実行
プロセスステップとログフィールドを含め、統合プロセスを定義した後、統合プロセスの実⾏イ
ンスタンスを作成できます。

次の例は、pub.monitor.integrationProcessLoggingサービスを使⽤して、既に定義した統合プロ
セスのインスタンスを作成および実⾏します。

Note:
Monitorを使⽤して統合プロセスに関する情報を表⽰できますが、統合プロセスは、停止、⼀
時停止、再開または再サブミットの対象にはなりません。

次の表では、統合プロセスのインスタンスの作成および実⾏方法について説明します。

説明フロー

各プロセスに、⼀意のプロセスインスタンス ID が必要です。自分で作成するか、
pub.monitor.integrationProcessLogging:generateProcessInstanceIDサービスを使⽤し
て⼀意のプロセスインスタンス ID を⽣成できます。

1.

Note:
このサービスは、ProcessAudit Logデータベースにデータを追加しません。つまり、
統合プロセスの新規インスタンスを開始しません。

統合プロセスの実⾏インスタンスをログに記録するには、プロセスインスタンスを作成
します。新規プロセスインスタンスを作成するには、

2.

webMethods Monitor ユーザガイド 10.11 117

7 統合プロセスの定義、実行、ログへの記録



説明フロー

pub.monitor.integrationProcessLogging:createProcessInstanceサービスを呼び出しま
す。

サービスへの入力として、インスタンスを作成するプロセス定義を指定する必要があり
ます。プロセス定義が Process Audit Log データベースに既に存在している必要があり
ます。このプロセス定義は、116ページの「統合プロセスの定義」のサンプルに⽰すよ
うに、pub.monitor.integrationProcessLogging:createProcessMetadataサービスを使⽤
して追加します。

プロセスインスタンスを作成した後、そのプロセス状態は [開始] になります。プロセ
ス状態を変更する場合は、
pub.monitor.integrationProcessLogging:updateProcessInstanceStatusサービスを使⽤
します。

統合プロセスの最初のステップに関する情報の記録を開始するには、最初のステップの
インスタンスを作成します。ステップインスタンスを作成するには、

3.

pub.monitor.integrationProcessLogging:createStepInstanceサービスを呼び出します。
このサービスへの入力として、以下の情報を指定します。

ステップが実⾏されているプロセスインスタンス。前の INVOKE フロー操作で
pub.monitor.integrationProcessLogging:createProcessInstanceサービスへの入力と
して指定したのと同じプロセスインスタンス ID を指定します。

インスタンスの作成対象のステップ定義。ステップ定義が Process Audit Log デー
タベースに既に存在している必要があります。このステップ定義は、
pub.monitor.integrationProcessLogging:createStepMetadataサービスを使⽤して追
加します。

ステップインスタンスを作成した後、そのステップ状態は [開始] になります。ステッ
プ状態を変更する場合は、
pub.monitor.integrationProcessLogging:updateStepInstanceStatusサービスを使⽤しま
す。

ステップインスタンスがログに記録された後、統合プロセスの最初のステップのサービ
スを実⾏します。次のフロー操作は、このステップの結果に基づきます。

4.

この⼀連のフロー操作は、ステップに失敗したときに実⾏する可能性があるロジックを
⽰します。

5.

ステップ状態は、pub.monitor.integrationProcessLogging:updateStepInstanceStatus
サービスを使⽤して [失敗] に設定されます。

プロセス状態は、
pub.monitor.integrationProcessLogging:updateProcessInstanceStatusサービスを使
⽤して [失敗] または [失敗 (エスカレート済み)] に設定されます。

プロセスのエラーメッセージは、
pub.monitor.integrationProcessLogging:createProcessErrorサービスを使⽤してロ
グに記録されます。
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説明フロー

作成するサービスが呼び出され、統合プロセスを終了します。

この⼀連のフロー操作は、ステップに成功したときに実⾏できるロジックを⽰します。6.

pub.monitor.integrationProcessLogging:createLoggedFieldInstanceサービスを使⽤
して、ステップに関連付けられているログフィールドの値が設定されます。

ステップ状態は、pub.monitor.integrationProcessLogging:updateStepInstanceStatus
サービスを使⽤して [完了] に設定されます。

この⼀連のフロー操作は、統合プロセスの第2ステップを処理します。フロー操作は、
上記 4、5 および 6 で説明したフロー操作と同様です。

7.

この⼀連のフロー操作は、統合プロセスの第3ステップを処理します。フロー操作は、
上記 4、5 および 6 で説明したフロー操作と同様です。

8.
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Archive データベースでのデータのアーカイブまたは削除の概要
データをアーカイブまたは削除する前に、30 ページの「Monitor での監査データのアーカイブ
および削除 」の説明に従ってアーカイブおよび削除機能を設定する必要があります。

Software AGは、IS Core Audit LogおよびProcess Audit Logデータベースから定期的に監査デー
タを削除して、ログのパフォーマンスを最高の状態で維持することをお勧めします。監査データ
を削除するには、以下のようにデータをアーカイブまたは削除します。

アーカイブ監査データを Archive データベースに移動し、ソースデータベースからは削除し
ます。

削除ソースデータベースから監査データを削除しますが、その他の場所には移動しません。

アーカイブデータベースを使⽤しないで、代わりにプロセス監査ログデータを別のパーティショ
ンに格納することもできます。パーティション設定の詳細については、132 ページの「Process
Audit Log データにパーティションを使⽤する方法の概要」を参照してください。

監査データをアーカイブまたは削除すると、そのデータはMywebMethodsでは表⽰できなくな
ります。ただし、データをアーカイブした場合は、SQLを使⽤してArchiveデータベースをクエ
リーできます。以下の表に、IS Core Audit Log および Process Audit Log データベースからド
キュメント、プロセス、サービスおよび Integration Server データをアーカイブまたは削除する
方法を⽰します。

詳細については、を参照してください。データのアーカイブまたは削除の方法

122ページの「Monitorユーザインタフェース
を使⽤した監査データのアーカイブまたは削
除」.

Monitor ユーザインタフェースを使⽤する

125ページの「組み込みサービスを使⽤した監
査データのアーカイブまたは削除」.

pub.monitor.archiveフォルダのMonitor組み込
みサービスを使⽤する

125ページの「組み込みサービスを使⽤した監
査データのアーカイブまたは削除」.

Integration Server でMonitor の archive組み込
みサービスをスケジュールする

126ページの「ストアドプロシージャを使⽤し
た監査データのアーカイブまたは削除」.

Oracle、SQL Server または DB2 データベース
クライアントからストアドプロシージャを実⾏
する

Monitor ユーザインタフェースを使用した監査データのアーカイ
ブまたは削除
Monitorユーザインタフェースから、以下の手順に従ってデータをアーカイブまたは削除できま
す。

Monitor ユーザインタフェースを使用して監査データをアーカイブまたは削除するには
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1. My webMethods で、[ナビゲーション] > [アプリケーション] > [管理] > [ビジネス] > [データ
管理] > [監査データのアーカイブ] に進みます。

2. IS Core Audit LogおよびProcess Audit Logテーブルにデータを保持する期間を指定します。
指定した保持期間を経過したデータが Monitor によってアーカイブまたは削除されます。

次の表に、オプションとその説明を⽰します。

説明オプション

Monitor では、現在の日付を含め、指定した日数だけデータが
保持されます。たとえば、15 を指定した場合、経過期間が 15

[データを保持する日数を指
定

日以下のデータが保持され、経過期間が 16 日以上のデータが
アーカイブまたは削除されます。(今日までの日数)]

データを保持する期間の最も古い日付。期間は現在の日付を含
み、現在の日付で終了します。たとえば、2012 年 6 月 3 日を

[特定の日付けからのデータ
を保持

指定した場合、2012 年 6 月 3 日から現在の日付までのデータ
(特定の日から今日まで)] が保持され、2012 年 6 月 3 日より前にログに記録されたデー

タすべてがアーカイブ/削除されます。カレンダーピッカー、な
らびに、時間および分のフィールドを使⽤して、日付を設定し
ます。

Note:
プロセスおよびサービスには、開始タイムスタンプおよび終了タイムスタンプがあり、終
了タイムスタンプに基づいてプロセスがアーカイブまたは削除されます。ドキュメントお
よびサーバデータには1つのタイムスタンプがあり、そのタイムスタンプに基づいてアー
カイブまたは削除が⾏われます。

3. [データタイプ] で、アーカイブまたは削除するデータを以下のように指定します。

a. 次の表で⽰すように、アーカイブまたは削除するデータタイプに対応するチェックボッ
クスをオンにします。

アーカイブ対象選択項目

選択したプロセスモデル(複数選択も可)について、以下の項
目がアーカイブまたは削除されます。

[プロセス]

ユーザ指定入力および出力ドキュメントフィールドのプ
ロセスログエントリ、入力パイプライン、エラーデータ
およびランタイム値

被参照プロセス、プロセス関連のサービスデータ(サービ
ス、サービスエラーデータ、ユーザ定義メッセージ)

プロセス制御データ(再サブミット、⼀時停止、再開操作)
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アーカイブ対象選択項目

サービスログエントリ、入力パイプライン、エラーデータ、
ユーザ定義メッセージ、サービス制御データ (再サブミット
操作)

[サービス]

Note:
Monitorでは、サービスに対してカスタマイズされたログ
が設定されている場合のみサービスのユーザ定義メッセー
ジをアーカイブできます。つまり、サービスログが
Integration Server でグローバルに有効になっていても、
Designerのサービスに対してカスタマイズされたログが設
定されていない場合は、サービスによって書き込まれた
ユーザ定義メッセージをMonitorでアーカイブすることは
できません。

すべての webMethods Broker (廃止) クライアントについて
ログに記録されたドキュメントと、ドキュメント制御データ

[ドキュメント]

(再サブミット操作)。これを選択すると、ログに記録された
ドキュメントがすべてアーカイブまたは削除されます。

Integration Serverセッション、保証付きデリバーのログエン
トリ、ならびに、ログに記録されたプロセス、サービスまた

[サーバデータ]

はドキュメントに関連付けられていないエラーログエントリ
(たとえば、ログに記録されていないプロセス、サービス、ア
クティベーション、ドキュメントの起動時または実⾏時に発
⽣したエラー)。これを選択すると、サーバデータがすべて
アーカイブまたは削除されます。

b. プロセスをアーカイブするには、プロセスモデル名を選択します。[すべて] を選択する
と、すべてのプロセスモデルをアーカイブできます。

Note:
Monitor でのアーカイブにストアドプロシージャが使⽤されている場合は、プロセス
モデル名を指定したアーカイブのみが可能です。Monitor が JDBC プールを使⽤する
ように設定されている場合は、すべてのプロセスモデルをアーカイブできます。

c. 次に、プロセスまたはサービスで、アーカイブまたは削除するモデルの状態を選択しま
す。

次の表に 2 つのオプションを⽰します。

アーカイブまたは削除対象オプション

状態が[完了]であるプロセスまたはサービスの監査データ。[完了]

[完了-失敗] サービスの場合:状態が[完了]、[失敗]、[失敗(エスカレー
ト済み)] および [再サブミット] のデータ。
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アーカイブまたは削除対象オプション

プロセスの場合:状態が [完了]、[失敗]、[停止] および [再
サブミット] のデータ。

Note:
プロセスおよびサービスをアーカイブまたは削除する場合にのみ、状態を選択できま
す。ドキュメントおよびIntegration Serverデータには状態がないため、個別に選択し
てアーカイブすることはできません。

指定した値すべてに⼀致するデータのみが Monitor によってアーカイブまたは削除されま
す。

4. [アーカイブバッチサイズ] フィールドに、⼀度にアーカイブまたは削除するプライマリ項目
数および付随項目数を指定します。たとえば、⼀度に100個のプロセスと付随サービス、ア
クティビティログおよびエラーをアーカイブまたは削除するには、各レコードのサイズおよ
びその他のパフォーマンス要因を考慮した数値を選択します。レコードサイズが大きい場合
は、バッチサイズを削減することを考慮します。レコードサイズが小さい場合は、バッチサ
イズを大きくして、アーカイブまたは削除の速度を向上させることができます。

5. データをアーカイブまたは削除するには、以下のいずれかを実⾏します。

[アーカイブと削除] をクリックして IS Core Audit Log および Process Audit Log テーブ
ルからArchiveデータベースにデータをコピーし、IS Core Audit LogおよびProcess Audit
Log テーブルからデータを削除する。

[削除のみ] をクリックして、IS Core Audit Log および Process Audit Log テーブルから
データを削除する。

組み込みサービスを使用した監査データのアーカイブまたは削除
WmMonitor パッケージの pub.monitor.archiveフォルダには、監査データをアーカイブおよび
削除するためのサービスが含まれます。Designer でサービスを実⾏するか、Integration Server
Administrator を使⽤して、特定の時刻または間隔で自動的に実⾏するようにサービスをスケ
ジュールできます。サービスを定期的に実⾏すると、データの処理に必要な時間が最小化されま
す。

アーカイブまたは削除のサービスをスケジュールするには、サービスを呼び出すラッパーサービ
スを構築し、サービスの入力パラメータを設定してから、ラッパーサービスをスケジュールされ
たタスクとして Integration Server Administrator から実⾏します。ラッパーサービスは、最初
はタスクをスケジュールした直後に実⾏されます。サービスのスケジュール手順については、
『webMethods Integration Server Administrator’s Guide』を参照してください。

アーカイブ/削除サービスは、 Integration Server_directory
\instances\instance_name\packages\WmMonitor\pub\ monitor\archive ディレクトリにありま
す。詳細については『webMethods Monitor Built-In Services Reference』で説明されています。

Note:
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Oracle、SQL Server、MySQL、PostgreSQL および DB2 の場合、すべてのアーカイブサービ
スパラメータおよび削除サービスパラメータのデフォルト値は、Archive データベースの
OPERATION_PARAMETERに格納されます。pub.monitor.archive:setOperationParametersサー
ビスを実⾏して、表のデフォルトを変更できます。アーカイブサービスおよび削除サービス
の実⾏時に関連パラメータに値を指定することで、特定のアーカイブ操作または削除操作の
デフォルトをオーバライドできます。

ストアドプロシージャを使用した監査データのアーカイブまたは
削除
Archive データベースをインストールした場合、Oracle、SQL Server または DB2 にインストー
ルされているデータベース間でデータをアーカイブまたは削除するためのストアドプロシージャ
もインストールされます。アーカイブのストアドプロシージャには、データベースアプリケー
ションを使⽤してアクセスします。

以下の表に、IS Core Audit Log データベース、Process Audit Log データベースまたはその両方
からArchiveデータベースにデータをアーカイブするためのストアドプロシージャを⽰します。

説明手順

IS Core Audit Log で、webMethods Broker (廃止)クライアント
についてログに記録されたドキュメントをWMDOCUMENTテー
ブルからアーカイブまたは削除します。

Oracle:

DOCUMENT_ARCHIVE.
START_DOCUMENTARCHIVE

Process Audit Log で、ドキュメント制御データ (再サブミット
操作など) を PRA_PROCESS_ACTION テーブルからアーカイブ
および削除します。

SQL Server および DB2:

DOCUMENT_ARCHIVE_
START_DOCUMENTARCHIVE

MySQL および PostgreSQL:

DOCUMENT_ARCHIVE_
START_DOCUMENTARCHIVE

IS Core Audit Log で、プロセス関連のサービスデータを以下の
テーブルからアーカイブまたは削除します。

Oracle:

PROCESS_ARCHIVE.
START_PROCESSARCHIVE WMSERVICEACTIVITYLOG、WMERROR

SQL Server および DB2: Process Audit Log で、プロセスおよび制御データ (再サブミッ
ト操作など) を以下のテーブルからアーカイブまたは削除しま
す。PROCESS_ARCHIVE_

START_PROCESSARCHIVE
PRA_PROCESS_CUSTOM

MySQL および PostgreSQL:

PROCESS_ARCHIVE_
START_PROCESSARCHIVE

PRA_STEP_LOGGED_FIELD

PRA_STEP_LOOP_LOGGED_FIELD

PRA_PROCESS
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説明手順

PRA_PROCESS_ACTION

PRA_PROCESS_RECENT

PRA_PROCESS_STEP

PRA_STEP_TRANSITION

WMCUSTOMFIELDDEFINITION

WMPROCESSDEFINITION

WMPROCESSIMAGE

WMSTEPDEFINITION

WMSTEPTRANSITIONDEFINTION

IS Core Audit Logで、Integration Serverデータを以下のテーブ
ルからアーカイブまたは削除します。

Oracle:

SERVER_ARCHIVE.
START_SERVERARCHIVE WMERROR、WMSESSION、WMTXIN、WMTXOUT

SQL Server および DB2: Integration Serverデータは、セッション、保証付きデリバーの
ログエントリ、ならびに、ログに記録されたプロセス、サービ

SERVER_ARCHIVE_
START_SERVERARCHIVE

スまたはドキュメントに関連付けられていないエラーログエン
トリ(たとえば、ログに記録されていないプロセス、サービス、

MySQL および PostgreSQL: アクティベーション、ドキュメントの起動時または実⾏時に発
⽣したエラー) で構成されています。

SERVER_ARCHIVE_
START_SERVERARCHIVE Note:

Integration Serverデータのアーカイブでは、トップレベルの
エラーのみアーカイブされます。サービスまたはプロセスに
関連付けられている下位レベルのエラーをアーカイブするに
は、それらのサービスまたはプロセスを最初にアーカイブす
る必要があります。

IS Core Audit Log で、サービスログエントリ、入力パイプライ
ン、エラーデータおよびユーザ定義メッセージを以下のテーブ
ルからアーカイブまたは削除します。

Oracle:

SERVICE_ARCHIVE.
START_SERVICEARCHIVE

WMSERVICE
SQL Server および DB2:

SERVICE_ARCHIVE_
START_SERVICEARCHIVE

WMSERVICE_MIN_MAX

WMERRORTBL

MySQL および PostgreSQL: WMSERVICEACTIVITYLOGTBL

SERVICE_ARCHIVE_
START_SERVICEARCHIVE

WMSERVICEASSOCTBL

WMSERVICECUSTOMFLDSTBL
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説明手順

Process Audit Log で、サービス制御データ (再サブミット操作
など) を WMCONTROL テーブルからアーカイブまたは削除し
ます。

Note:
ストアドプロシージャを使⽤してアーカイブすると、アーカイブスキーマのインデックスは
削除されます。

パラメータ

次の表に、パラメータとその説明を⽰します。

String 現在の日付を最後として、ソースデータベース内の指定した型のデータ
を保持する日数。

p_retaindays

現在の日付が 9 月 30 日で、16 日以上前 (9 月 15 日以前) に実⾏が終了した
サービスのデータをアーカイブまたは削除するには、パラメータを「15」と指
定します。

p_retaindays または p_retaindate を指定します。両方は指定しないでくださ
い。

Long ソースデータベース内の指定した型のデータを保持する期間の開始日。
期間は現在の日付を含み、現在の日付で終了します。p_retaindate は、エポッ
クタイム (1970 年 1 月 1 日深夜 0 時からのミリ秒数) です。

p_retaindate

p_retaindate または p_retaindays を指定します。両方は指定しないでくださ
い。

String ソースデータベースから指定した型のデータのアーカイブと削除のどち
らを⾏うかを指定します。

p_action

目的設定

デフォルトです。ソースからArchiveデータベースにデータをコ
ピーし、ソースデータベースのデータを削除します。

ARCHIVE

ソースデータベースからデータを削除します。DELETE

String PROCESSARCHIVEまたはSERVICEARCHIVEプロシージャで使⽤し、指
定された状態に基づいてアーカイブまたは削除するデータを指定します。指定

p_status

された状態以外の状態にあるプロセスおよびサービスデータは、ソースデータ
ベースに保持されます。

アーカイブまたは削除する対象データコード

状態が [完了] であるプロセスまたはサービス。2

状態が [失敗] であるプロセスまたはサービス。4
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状態が [停止] であるプロセス。1024

状態が [再サブミット] であるプロセスおよびサービス。32768

状態が [アクティビティ] であるサービス。32776

String ⼀度にアーカイブまたは削除するプライマリ項目数および付随項目数。
⼀度に100個のプロセスと付随サービス、アクティビティログおよびエラーを

p_batchsize

アーカイブまたは削除するには、各レコードのサイズおよびその他のパフォー
マンス要因を考慮した数値を選択します。レコードサイズが大きい場合は、バッ
チサイズを削減することを考慮します。レコードサイズが小さい場合は、バッ
チサイズを大きくして、アーカイブまたは削除の速度を向上させることができ
ます。

String arrayPROCESSARCHIVEプロシージャのみが使⽤します。アーカイブす
るプロセスインスタンスのモデルの完全なモデル ID です。複数の modelid ス

p_modelid

トリング値を区切る場合はカンマを使⽤します。モデル ID を取得するには、
pub.monitor.process.instance:getProcessList サービスを起動し、
processNames/PROCESSKEY 出力パラメータで返される値を使⽤します。null
の場合、すべてのプロセスモデルがアーカイブされます。

データベーステーブルからのユーザ情報の削除
GDPR 規則に厳密に準拠する必要がある組織の場合、以下で推奨される SQL スクリプトを使⽤
して、Monitor データベーステーブルから特定のユーザ情報を削除します。

データベーステーブルからユーザ情報を削除するには、簡単な SQL ステートメントを使⽤でき
ます (例: update <TableName> set <ColumnName> = 'Unknown' where <ColumnName> = <Old
Value>)。

次のデータベーステーブルには、特定の列に特定のユーザ情報が含まれています。

列テーブル

USERNAMEPRA_PROCESS_ACTION

USERNAMEPRA_PROCESS_STEP

USERNAMEWMCONTROL

CREATEDBYWMPROCESSDEFINITION

CREATEDBY、UPDATEDBYWMPROCESSTASK

TASKUSERWMPROCESSTASKUSER
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アーカイブ操作の結果の表示
Archive データベースを Oracle、SQL Server または DB2 にインストールした場合、My
webMethods の [ナビゲーション] > [アプリケーション] > [管理] > [ビジネス] > [データ管理] >
[アーカイブの履歴] ページにアーカイブ処理の進捗が表⽰されます。
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Process Audit Log データにパーティションを使用する方法の概要
アーカイブを実⾏するデフォルトのストアドプロシージャメソッドの場合、アーカイブ (または
削除) するレコードを、入力された条件に基づいて⾏ごとに検索します。通常、小さいデータ
ベースでは問題は発⽣しませんが、監査レコードが多くアーカイブされた大きなデータベースで
は、プロセスの実⾏に時間がかかる可能性があります。

ストアドプロシージャを使⽤せずにProcess Audit データをアーカイブおよび削除する場合は、
データベースパーティションを使⽤します。これは、データのアーカイブと削除に必要な時間を
大幅に削減できるオプションです。データベースパーティション自体は、各データベースベンダ
の標準的な機能です。ただし、パーティションライセンスをまだ取得していない場合、データ
ベースベンダから新しいパーティションライセンスを購入する必要があることがあります。
Monitor は、パーティションの設定と管理のために、Oracle、Microsoft SQL、および IBM DB2
データベース⽤のスクリプトを提供しています。

Note:
パーティションのアーカイブは、Process Audit データでのみサポートされています。その他
のすべての監査データについては、引き続きストアドプロシージャを使⽤する必要がありま
す。

パーティションで監査データをアーカイブまたは削除する場合、最初の手順は、必要なパーティ
ションを定義することです。これ以降、パーティションをアーカイブすると、スクリプトは、そ
のパーティションをアクティブな Process Audit データベースから、アーカイブ Process Audit
データベースに移動するようになります。ストアドプロシージャによるアーカイブは数時間かか
りますが、⼀般的にこの操作は数秒で完了します。データを削除する場合は、関連するパーティ
ションを削除します。

各パーティションは、列ATRESTTIMESTAMPに基づいて、パーティションの日付範囲内にある
レコードのみを格納します。パーティションを作成するときは、以下のルールに従う必要があり
ます。

必要に応じた数のパーティションを作成する。

日付の範囲が重ならないように各パーティションを設定する。

同じパーティションですべての Process Audit データベーステーブルを定義する。

Monitor は、まだ実⾏しているプロセスインスタンスを、WM_FUTURE (Oracle および DB2) と
いう名前のパーティションまたはパーティション 1 (MS SQL) に格納します。監査データが
Process Audit テーブルに書き込まれるときに、Monitor は自動的に監査データをこのパーティ
ションに書き込みます。このパーティションは、まだ完了とはみなされていない監査データをす
べて格納します。プロセスインスタンスが完了すると、Monitor は ATRESTTIMESTAMPを最終
完了日で更新し、関連する監査エントリすべてを適切なパーティションに移動します。これに
よって、プロセスインスタンスの関連する監査データすべてが、同じパーティション内に確実に
存在することになります。

パーティションの設定
データ量およびアーカイブのニーズに応じて、必要な数のパーティションを作成できます。
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Note:
以前のバージョンの Monitor でパーティションを実装しており、現在のバージョンにアップ
グレードする予定である場合、Database Component Configuratorツールを使⽤して、最初に
ProcessAudit スキーマを現在のバージョンに移⾏する必要があります。移⾏後に、提供され
たパーティションスクリプトを使⽤して、ProcessAudit スキーマのパーティションを作成で
きます。

Process Audit Log データのパーティションを作成して管理するには、次のディレクトリにある
各データベースの readme.txt ファイルを参照してください。

Oracle の場合: < Software AG_directory >\common\db\scripts\oracle\processaudit\75\
partition_support

IBM DB2 の場合: < Software AG_directory >\common\db\scripts\db2\processaudit\75\
partition_support

Microsoft SQLの場合: < Software AG_directory >\common\db\scripts\mssql\processaudit\75\
partition_support
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Mobile Monitor について
Mobile Monitor は、実⾏されたビジネスプロセスの状態に関するリアルタイムの情報を提供す
る、モバイルデバイスおよびタブレット向けのアプリケーションであり、Monitorユーザインタ
フェースの代⽤として使⽤できます。

Mobile Monitor は、Integration Server バージョン9.5.1 以上のユーザが利⽤でき、DMZまたは
VPN 接続を介してインターネットに接続する Integration Server でのみ使⽤できます。

Mobile Monitor のサイドバーにあるクイックナビゲーションには、実⾏されたビジネスプロセ
スの数、プロセスインスタンスの合計数、状態別のプロセスインスタンスの数、失敗したインス
タンスの数 ([Notifications]) およびアクティブサーバが表⽰されます。画面の上下にあるアイコ
ンから、アプリケーションの設定、サーバの設定、ビジネスプロセスのリストおよび検索機能に
アクセスできます。

Mobile Monitor を使⽤すると、以下の作業を実⾏できます。

実行されたビジネスプロセスを表示する。[Business Processes] 画面に、実⾏されたビジネ
スプロセスのリストが表⽰されます。個々の状態アイコンには、実⾏中、完了、失敗および
再サブミット状態のプロセスの数が表⽰されます。

画面の下部にある[List]アイコンをタップするか、サイドバーの[BusinessProcesses]をタッ
プすると、すべてのビジネスプロセスのリストおよび状態別のプロセスの数が表⽰されま
す。

ビジネスプロセスモデルの詳細を表示する。[Business Process Details] 画面に、プロセスモ
デルダイアグラムおよびプロセスモデルの詳細 (モデルが有効かどうか、作成したユーザ、
モデルの説明、モデルの展開日など) が表⽰されます。

ビジネスプロセスの横の矢印をクリックすると、[Business Process Details] 画面が表⽰され
ます。

実行されたビジネスプロセスインスタンスのリストを表示する。[Process Instances] 画面に
は、各ビジネスプロセスの実⾏済みプロセスインスタンスのリストおよびプロセスインスタ
ンスの概要が表⽰されます。プロセスインスタンスがリストされる順序は、audittimestamp
(プロセスの実⾏が開始された日時) に基づきます。個々の状態アイコンには、実⾏中、完
了、失敗および再サブミット状態のプロセスインスタンスの数が表⽰されます。プロセスイ
ンスタンスに関する表⽰のためのフィールドを最大 3 個設定できます。[Process Instances]
画面でのフィールドの設定の詳細については、138ページの「MobileMonitorの設定」を参
照してください。

[Business Processes] 画面のプロセスインスタンスか、サイドバーの [Process Instances] を
タップすると、audittimestampでソートされたプロセスインスタンスのリストおよび状態別
のプロセスインスタンスの数が表⽰されます。

ビジネスプロセスインスタンスの詳細を表示する。[Process Instance Details] 画面には、ビ
ジネスプロセスインスタンスの詳細が表⽰されます。これには、プロセスモデルダイアグラ
ム、バージョン番号、モデルの実⾏日時、モデルの最終更新日、カスタムID、インスタンス
の繰り返し、インスタンスの状態、インスタンスが完了するまでの実⾏時間(継続期間)など
が含まれます。
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[Process Instances] 画面でプロセスインスタンスをタップすると、インスタンスの詳細およ
びプロセスモデルダイアグラムが表⽰されます。

プロセスインスタンスを固定する。ピン機能を使⽤すると、ビジネスプロセスをビジネスプ
ロセスリストの⼀番上に表⽰し続けることができます。この機能は、特定のプロセスを監視
する場合に便利です。

[Business Processes] 画面で [Pin] アイコンをタップすると、ビジネスプロセスを固定できま
す。

失敗したプロセスを表示する。[Business Processes] 画面の [Notifications] アイコンに、失
敗したビジネスプロセスの数が表⽰されます。MobileMonitorが通知をポーリングする頻度
(1 分ごとまたは 1 時間ごと) を設定できます。または、通知のポーリングを無効にすること
もできます。

[Business Processes] 画面の [Notifications] アイコンまたはサイドバーの [Notifications] を
タップすると、失敗したビジネスプロセスのリストが [Notifications] 画面に表⽰されます。
通知の詳細については、138 ページの「通知について」を参照してください。

サーバ接続を管理する。[Server Settings] 画面に、設定済みのサーバおよびサーバ状態が表
⽰されます。Mobile Monitor は、⼀度に 1 つのサーバ (「アクティブサーバ」と呼ばれる)
からビジネスプロセス情報をプルします。サーバを追加および削除することも、アクティブ
サーバを指定することもできます。

画面の下部にある [Servers] アイコンをタップするか、サイドバーの [Servers] をタップする
と、[Server Settings] 画面が表⽰されます。サーバの設定の詳細については、138 ページの
「Mobile Monitor の設定 」を参照してください。

ビジネスプロセスを検索し、プロセスインスタンスのリストをフィルタする。特定のビジネ
スプロセスを名前で検索できます。また、フィルタを使⽤してプロセスインスタンスのリス
トを絞り込むこともできます。プロセスインスタンスフィルタでは、実⾏の日付範囲、カス
タムプロセス ID およびプロセスインスタンスの状態を指定できます。プロセスインスタン
スの状態は「開始」、「完了」、「失敗」、「停止」、「改訂済み」、「失敗/エスカレー
ト済み」、「⼀時停止」、「再開」、「再サブミット」または「すべて」として指定できま
す。「すべて」の場合、あらゆる状態のインスタンスが含まれます。

特定のビジネスプロセスを検索するには、[Business Processes] 画面の [Search] アイコンを
タップします。プロセスインスタンスのリストをフィルタするには、[Process Instances] 画
面の [Search] アイコンをタップするか、サイドバーの [Search Instances] をタップします。

アプリケーション設定を指定する。[Application Settings] 画面には、モバイル Monitor アプ
リケーションで使⽤可能なすべての設定オプションが表⽰されます。[Process Instances] 画
面および[Notifications]画面に表⽰されるフィールドを設定できます。また、アプリケーショ
ンが通知をポーリングする頻度およびログを有効にするかどうかも設定できます。

画面の下部にある [Gear] アイコンをタップすると、[Application Settings] 画面にアクセスで
きます。設定の詳細については、138ページの「MobileMonitorの設定」を参照してくださ
い。
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通知について
プロセスインスタンスが失敗すると、MobileMonitorの [Business Processes]画面の[Notifications]
アイコンにカウント (アラート) が追加され、ユーザに通知されます。失敗したプロセスがある
場合、[Notification] アイコンに失敗したプロセスの数が表⽰されます (最大 100)。デフォルト
で、このアプリケーションは 1 分ごとに新しい通知をポーリングします。

失敗したプロセスインスタンスのリストを表⽰するには、サイドバーの [Notifications] または
[Business Processes] 画面の上部にある [Notifications] アイコンをタップします。プロセスイン
スタンスをタップすると、そのプロセスインスタンスの詳細が表⽰されます。

[Notifications] 画面には、1 画面あたり最大 10 個のインスタンスが表⽰されます。リスト内を
移動するには、[Show More] または [Show Previous] をタップします。

未読のプロセスインスタンスは赤い背景で表⽰されます。Mobile Monitor の失敗した通知のリ
ストは、ユーザがクリアするまで保持されます。Mobile Monitor を終了して再起動すると、新
しい通知が取得され、失敗した通知の既存のリストに追加されます。[Notification] カウンタを
クリアするには、[Mark all as read] または [Notifications] 画面の⼀番上にある [X] アイコンを
タップします。

[Notifications] 画面に表⽰されるプロセスインスタンスの情報の種類、通知ポーリング間隔およ
び通知の有効/無効の状態を設定できます。通知の設定の詳細については、138ページの「Mobile
Monitor の設定 」を参照してください。

Mobile Monitor の設定
Monitorユーザインタフェースへのアクセスに使⽤するものと同じユーザ名およびパスワードを
使⽤して、Mobile Monitorにログオンします。ユーザ名が、Integration ServerでACLグループ
の MonitorAdministrators、MonitorUsers または Administrators のメンバーとして定義済みで
ある必要があります。

初めてログオンするときに、Mobile Monitor で認証されます。パスワードを保存しておくと、
このアプリケーションを開くたびに再入力する必要がなくなります。

ビジネスプロセスおよびプロセスインスタンスの状態を抽出するには、このアプリケーションで
サーバを追加する必要があります。管理者から、Integration Server の IP アドレス (またはホス
ト名) およびポート情報を取得してください。

Mobile Monitor では、以下のような通知オプションを設定できます。

通知ポーリングを設定する。アプリケーションで通知をポーリングする頻度を設定するか、
通知ポーリングを無効にします。

通知オプションを設定する。インスタンス ID、カスタム ID、バージョン、モデルの最終更
新日など、[Notifications] 画面に表⽰されるプロセスインスタンスの情報の種類を選択しま
す。

プロセスインスタンスのフィールドを設定する。[Process Instances] 画面に表⽰されるプロ
セスインスタンスの情報の種類を選択します。インスタンスID、カスタムID、バージョン、
モデルの最終更新日、インスタンスの開始時刻、インスタンスの繰り返しおよび経過時間の
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うち最大 3 個を選択できます。[Process Instance Details] 画面には、プロセスインスタンス
に関するこの情報すべてが表⽰されます。

ログを設定する。ビジネスプロセスのログを有効または無効にします。オン/オフスライダ
を使⽤して、[Enable Logging] を設定します。

Mobile Monitor を設定するには

1. Mobile Monitor にユーザ名およびパスワードを入力します。

2. [Business Processes] 画面の下部にある [Servers] アイコンをタップして、サーバ接続を設定
します。

a. [Add Server] アイコンをタップして、サーバを追加します。

Note:
Mobile Monitor は、アクティブサーバのプロセスおよびプロセスインスタンスのみを
表⽰します。別のサーバのプロセスを監視するには、アクティブサーバを変更します。

b. [Server Name] フィールドにサーバ名を入力します。

c. [IS Host] および [IS Port] フィールドに、IPアドレスおよびポート (管理者に確認)を入力
します。

d. [Username] および [Password] フィールドに入力します。

e. [Active] でスライダを [On] に設定し、このサーバからデータをプルするように指定しま
す。

Tip:
[Ping] をタップして、サーバの詳細が正しく、サーバが実⾏中であることを確認しま
す。

f. [Save] をタップして、サーバの詳細を保存します。

3. [Gear] アイコンをタップして、グローバルなアプリケーション設定を指定します。

a. [Application Settings] をタップします。

b. [NotificationPolling]で、アプリケーションによる通知のポーリング間隔を設定します。

Note:
この設定は、通知のみに影響します。Mobile Monitor がビジネスプロセスの状態を
フェッチする間隔には影響しません。データをリフレッシュするには、[Business
Processes] 画面をプルダウンします
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c. [NotificationOptions]で、[Notifications]画面に表⽰されるビジネスプロセスの情報の種
類を選択します。

d. [Process Instance Field Options] で、[Process Instances] 画面に表⽰されるプロセスイン
スタンスのフィールドを最大 3 個選択します。

e. [Enable Logging] で、フィールドをオンまたはオフに設定し、ログを有効または無効に
します。

f. [Save] をクリックします。
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アーカイブテーブルの概要
ここでは、データアーカイブプロセスを実⾏する前に権限を設定する必要があるデータベース
テーブルを⽰します。使⽤している Process Engine バージョンに指定されたテーブルをアーカ
イブするための権限があることを確認してください。

プロセスアーカイブテーブル
⼀部の Process Audit アーカイブテーブルは、リリース 9.6 で名前が変更されました。次の表
に、リリース 9.5 SP1 と 9.6 のそれぞれのテーブル名を⽰します。

名前変更の
有無

9.6 のテーブル名9.5 SP1 のテーブル名

はいPRA_PROCESS_ACTIONWMCONTROL

いいえWMCUSTOMFIELDDEFINITIONWMCUSTOMFIELDDEFINITION

はいPRA_STEP_LOOP_LOGGED_FIELDWMCUSTOMLOOPDATA

はいPRA_STEP_LOGGED_FIELDWMCUSTOMPROCESSDATA

はいPRA_ERRORWMERROR

はいPRA_PROCESSWMPROCESS

はいPRA_PROCESS_CUSTOMWMPROCESSASSOC

はいPRA_PROCESS_AT_RESTWMPROCESSATREST

はいテーブルは削除されましたWMPROCESSBLOCKAGE

いいえWMPROCESSDEFINITIONWMPROCESSDEFINITION

いいえWMPROCESSIMAGEWMPROCESSIMAGE

はいPRA_PROCESS_RECENTWMPROCESSRECENT

はいPRA_PROCESS_STEPWMPROCESSSTEP

はいPRA_PROCESS_STEP_LOOPWMPROCESSSTEPLOOP

いいえWMPROCESSTASKWMPROCESSTASK

いいえWMPROCESSTASKSTEPWMPROCESSTASKSTEP

いいえWMPROCESSTASKUSERWMPROCESSTASKUSER

はいPRA_STEP_TRANSITIONWMPROCESSTRANSITION

はいPRA_STEP_MESSAGEWMSERVICEACTIVITYLOG

いいえWMSERVICE_MIN_MAXWMSERVICE_MIN_MAX

142 webMethods Monitor ユーザガイド 10.11

A アーカイブテーブル



名前変更の
有無

9.6 のテーブル名9.5 SP1 のテーブル名

いいえWMSTEPDEFINITIONWMSTEPDEFINITION

いいえWMSTEPTRANSITION
DEFINITION

WMSTEPTRANSITION
DEFINITION

Note:
テーブル WMCONTROL、WMSERVICEACTIVITYLOG、および WMSERVICE_MIN_MAX は、
ISCoreAuditSchema の⼀部として引き続き存在します。

次の表に、9.6 よりも前のリリースの Process Audit テーブルを⽰します。

9.5 SP18.0 SP3、8.2
SP1、9.0 SP1

7.1.2テーブル名

XXXWMCONTROL

XXXWMCUSTOMFIELDDEFINITION

XXXWMCUSTOMPROCESSDATA

XXXWMERROR

XXXWMPROCESS

XXXWMPROCESSASSOC

XWMPROCESSATREST

XXXWMPROCESSDEFINITION

XXXWMPROCESSIMAGE

XXXWMPROCESSRECENT

XXXWMPROCESSSTEP

XXWMPROCESSTASK

XXWMPROCESSTASKSTEP

XXWMPROCESSTASKUSER

XXXWMPROCESSTRANSITION

XXWMSERVICE

XXXWMSERVICEACTIVITYLOG

XXXWMSERVICE_MIN_MAX

XXXWMSTEPDEFINITION
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9.5 SP18.0 SP3、8.2
SP1、9.0 SP1

7.1.2テーブル名

XXXWMSTEPTRANSITIONDEFINITION

サーバアーカイブテーブル
次の表に、9.6 より前のリリースのサーバアーカイブテーブルを⽰します。

9.5 SP18.0 SP3、8.2
SP1、9.0 SP1

7.1.2テーブル名

XXXWMERROR

XXXWMPROCESS

XXXWMSECURITY

XXXWMSERVICE

XXXWMSERVICEACTIVITYLOG

XXXWMSESSION

XXXWMTXIN

XXXWMTXOUT

サービスアーカイブテーブル
次の表に、9.6 より前のリリースのサービスアーカイブテーブルを⽰します。

9.5 SP18.2 SP1、9.0
SP1

7.1.28.0 SP3テーブル名

XXXWMCONTROL

XXXWMERROR

XXXWMSERVICE

XXXWMSERVICEACTIVITYLOG

XXWMSERVICEASSOC

XXXWMSERVICE_MIN_MAX

ドキュメントアーカイブテーブル
次の表に、9.6 より前のリリースのドキュメントアーカイブテーブルを⽰します。
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9.5 SP18.0 SP3、8.2 SP1、
9.0 SP1

7.1.2テーブル名

XXXWMCONTROL

XXXWMDOCUMENT
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